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平成１8年２月　広報なかの  ２

　

今
月
か
ら
市
・
県
民
税
と
所
得
税
の

申
告
が
始
ま
り
ま
す
。
正
し
く
お
早
め

に
申
告
を
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

　

申
告
に
つ
い
て
、
ご
不
明
な
点
は
、

申
告
相
談
会
場
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
申
告
相
談
の
日
程
及
び
会
場

は
、
４
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

左
の
ペ
ー
ジ
を
参
考
に
、
市
・
県
民
税

の
申
告
が
必
要
な
方
は
、
２
月　

日
か
ら

１６

３
月　

日
ま
で
の
間
に
、
市
役
所
へ
申
告

１５

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

市
・
県
民
税
の
申
告
は
、
課
税
の

基
礎
資
料
の
た
め
だ
け
で
な
く
、
所

得
証
明
あ
る
い
は
課
税
証
明
な
ど
の

証
明
書
の
発
行
や
、
国
民
健
康
保
険

税
、
保
育
料
の
算
定
お
よ
び
年
金
・

各
種
手
当
な
ど
の
基
礎
資
料
に
も
な

り
ま
す
の
で
、
期
限
内
に
必
ず
申
告

し
て
く
だ
さ
い
。
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申
告
相
談
に
必
要
な
物

●
申
告
書
と
印
鑑

●
所
得
が
分
か
る
も
の

　

源
泉
徴
収
票
、
農
業
所
得
収
入
金
額
等

回
答
書
の
控
、
営
業
・
農
業
・
不
動
産

な
ど
の
事
業
所
得
の
収
支
内
訳
書
な
ど

●
医
療
費
の
領
収
書
、
生
命
保
険
料
等
の

　

証
明
書
な
ど
確
認
で
き
る
も
の

　

（
今
年
度
か
ら
国
民
年
金
保
険
料
に
係

　

る
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る
場
合
、

　

国
民
年
金
保
険
料
の
支
払
い
を
し
た
旨

　

を
証
す
る
書
類
が
必
要
に
な
り
ま
す
）

�
必
要
と
思
わ
れ
る
書
類
は
、
す
べ
て
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

�
配
偶
者
、
扶
養
控
除
を
受
け
る
場
合
は
、

ご
家
族
の
所
得
の
内
容
、
金
額
等
も
わ

か
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

�
収
支
内
訳
書
、
医
療
費
の
支
払
総
額
な

ど
計
算
の
で
き
る
も
の
は
、
ご
自
宅
で

済
ま
せ
て
か
ら
会
場
へ
お
出
か
け
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
税
務
課
課
税
係

（�
�
２
１
１
１
内
線
２
２
５
）

確
定
申
告
を
お
早
め
に

　

所
得
税
の
確
定
申
告
は
、
昨
年
一
年
間

の
所
得
と
税
額
を
自
分
で
計
算
し
て
、
申

告
・
納
税
す
る
手
続
き
で
す
。
２
月　

日
１６

か
ら
３
月　

日
ま
で
の
間
に
、
信
濃
中
野

１５

税
務
署
へ
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
告
期
間
の
終
了
間
近
に
な
る
と
大
変

混
雑
し
ま
す
の
で
、
申
告
は
お
早
め
に
お

願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

信
濃
中
野
税
務
署
（�
�
３
１
５
１
）

市
・
県
民
税
の

　
　

申
告
は
市
役
所
へ

市
・
県
民
税

申
告
相
談
を

受
け
ら
れ
る
方
へ
の
お
願
い
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平
成　

年
度
の
市
税
の
納
め
忘
れ
は

１７

あ
り
ま
せ
ん
か
。
納
期
限
の
過
ぎ
た
市

税
は
督
促
手
数
料
と
延
滞
金
が
か
か
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
も
う
一
度
、

納
付
書
、
引
き
落
と
し
口
座
等
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。
な
お
、
納
め
忘
れ
の
あ

る
方
は
、
至
急
納
付
し
て
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※
納
税
者
に
災
害
や
病
気
等
の
特
別
な

事
情
が
あ
る
場
合
は
、
納
税
の
猶
予

ま
た
は
減
免
が
受
け
ら
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
税
務
課
収
納
係

（�
�
２
１
１
１
内
線
２
２
７
）

市
役
所
税
務
課

　
　

収
納
係
か
ら

　

雪
害
等
の
被
害
に
よ
っ
て
、
住
宅
や

家
財
な
ど
に
被
害
を
受
け
た
と
き
は
、

所
得
税
の
軽
減
が
受
け
ら
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
信
濃
中
野
税
務
署
個
人

課
税
部
門
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

（�
�
３
１
５
３
）

雪
害
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
皆
様
へ

税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税
のののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの
申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申
告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告
はははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははは

税
の
申
告
は

正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正
しししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししし
くくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくく
おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお
早早早早早早早早早早早早早早早早早早早早早早早早早早早早早早早早早早早早早早早早早早早早早早早早早早
めめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめ
にににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににに
！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！

　
　

正
し
く
お
早
め
に
！

申
告
は
３
月　

日
ま
で

15所　

得　

税
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３　平成１8年２月　広報なかの

　市・県民税の申告書は、前年の申告状況及び平成１７年中に会社を退職された方などにお
送りしています。
　申告書が送られてこない場合でも、次のフローチャートにより ｢市 ・県民税の申告が必要｣
にあてはまる方は、電話などで市役所税務課へご請求ください。

市・県民税の申告が必要な方は

平成18年１月１日
現在中野市に居住し
ていましたか？

中野市内に事務所
・事業所・家屋敷
がありますか？

平成17年１月１日
から平成17年12月
31日までに収入が
ありましたか？

均等割(年額4,000円)が課税されます。
ただし、賃貸している等で課税されな
い場合もあるので、税務課までご連絡
ください。

所得税、市・県民税
の申告上で、親族の
扶養になっています
か？

税務署へ確定申告を
しますか？

あなたは給与所得者
ですか？（アルバイ
トも含む）

給与所得の他にも公
的年金収入以外の所
得がありますか？
（事業所得・不動産
所得・保険契約等に
基づく年金等）

あなたの収入
は公的年金の
みですか？

会社から中野市
へ給与支払報告
書は提出されて
いますか？

はい

はじまり

はい

いいえ

�
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市・県民税の申告が必要です
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※ただし、次に該当する方は、確定申告が必要になりますのでご注意ください。
　・事業をしている方、不動産所得のある方、年金受給者等で、平成17年中の所得金額の
　合計が各種所得控除等の合計額を超える方＜市･県民税と所得税（確定申告）の所得控
　除額は異なるものがありますのでお気をつけください＞

　・給与の収入が２千万円を超える方
　・給与所得者で、給与所得及び退職所得以外の所得の合計額が20万円を超える方
　・給与を２ヶ所以上から受けていて、年末調整をされなかった給与の収入金額と給与所
　得や退職所得以外の所得金額の合計額が20万円を超える方

※市・県民税の申告では所得税の還付は受けられません。確定申告が必要です。
※他にも確定申告が必要になる場合があります｡詳しくは税務署、税務課までお問い合わせ
ください。

はい

はい

はい

いいえ

いいえ

いいえ

はい

いいえ

はい

はい

いいえ

いいえ いいえ
※平成１8年１月１日現在居住していた市町
村　に申告が必要かお問い合わせください。

※中野市での均等割とは別に、平成１8年
１月１日現在居住していた市町村に市
・県民税の申告が必要かお問い合わせ
ください。

※収入がない方で親族の扶養になっている方
は申告の必要はありません（扶養している
方の申告書又は源泉徴収票をご確認くださ
い）。

※確定申告をされた方は、市・県民税の申告
　は不要です。

※ただし、生命保険料、社会保険料等の控除
　を受けられる方は申告してください。

※ただし、年末調整されていない生命保険料、
　社会保険料等の控除を受けられる方は申告
　してください。

はい

中野市での市・県民税の申告は不要です。

いいえ
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申告相談日程
３月２月

期　日
　
15

　
14

　
13

　
10９８７６３２１

　
28

　
27

　
24

　
23

　
22

　
21

　
20

　
17

　
16

水火月金木水火月金木水火月金木水火月金木

中　

野
倭

科　

野

平　

岡

長　

丘

高　

丘

平　

野

延　

徳

日　

野

中　

野
倭

科　

野

平　

岡

長　

丘

高　

丘

平　

野

延　

徳

日　

野

中　

野

還
付
申
告

中
野
会
場対

象
地
区

３月の申告相談は中野会場のみとなります。
豊　

津

豊　

津

豊　

津

上
今
井 ・ 
豊
津

上
今
井

上
今
井

永　

田

永　

田

永　

田

豊
田
会
場

　　　※永田地区は永田窓口サービスステーションで申告相談を行います。
　　　　上今井地区と豊津地区は豊田支所にて行います。
　　　　23日 （ 木） は午前が上今井地区、午後が豊津地区となります。

豊田地域
について

午前８時～午後３時（申告相談の開始は９時から）受付時間

市民会館41号会議室（２階）・豊田支所大会議室（２階）・永田窓口サービスステーション相談会場

　　　※２月１6日の「還付申告」日は､給与､年金所得の所得税の還付を受ける方を対象とします｡
　　　　なお､その他の対象地区の指定日に来られない方も相談は受けられますが、混雑をさけるため、
　　　　できるだけ対象地区の日にご来場くださるようお願いします。

平成18年度市・県民税の改正についてのお知らせ
・老年者控除が廃止されました。

・65歳以上の公的年金控除額が減額されました。

　（公的年金最低控除額が140万円から120万円になります。）

  ・65歳以上の者のうち前年の合計所得金額が125万円以下の者に対する個人住民税の非課税措置が廃

止されました。

　　なお、平成17年１月１日において65歳に達していた者であって、前年の合計所得金額が125万円

以下の者については経過措置が講じられます。（下表を参照）

・均等割の納税義務を負う夫と生計を一にする妻で、夫と同じ市内に住んでいる者に対しては均等割

が非課税（平成17年度は１/２課税）となっていましたが、平成18年度からは全額課税されます。

・定率減税額が、現行の１/２に縮減されました。

平成20年度平成19年度平成18年度区分

3,000円均等割2,000円均等割1,000円均等割
市民税

全額課税所得割2/3を課税所得割1/3を課税所得割

1,000円均等割600円均等割300円均等割
県民税

全額課税所得割2/3を課税所得割1/3を課税所得割

５　平成１8年２月　広報なかの
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バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト

　

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
は
、
一
般
的
に
企
業

会
計
の
決
算
の
中
で
ま
と
め
ら
れ
、
企
業

の
財
務
状
況
を
あ
ら
わ
す
表
の
こ
と
を
い

い
ま
す
。
こ
の
シ
ー
ト
の
作
成
に
よ
り
、

あ
る
時
点
に
存
在
す
る
、
税
金
の
投
入
な

ど
に
よ
り
整
備
さ
れ
た
資
産
や
、
将
来
返

済
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
負
債
と
返
済
を

要
し
な
い
正
味
資
産
と
の
比
率
な
ど
に
関

す
る
情
報
が
把
握
で
き
ま
す
。

※
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
は
総
務
省
の
作
成
マ

　

ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
き
作
成
し
て
い
ま
す
。

作
成
の
基
本
的
事
項

★
対
象
と
す
る
会
計
範
囲

《
旧
中
野
市
》

平
成
十
六
年
度
普
通
会
計
〈
一
般
会
計
・

社
会
就
労
セ
ン
タ
ー
事
業
特
別
会
計
・
住

宅
改
修
資
金
貸
付
事
業
特
別
会
計
・
学
校

給
食
共
同
調
理
場
事
業
特
別
会
計
〉

※
国
民
健
康
保
険
、
介
護
保
険
、
下
水
道

　

事
業
等
特
別
会
計
及
び
水
道
事
業
の
企

　

業
会
計
の
状
況
は
反
映
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

《
旧
豊
田
村
》

平
成
十
六
年
度
普
通
会
計
〈
一
般
会
計
・

農
業
農
村
情
報
連
絡
施
設
運
営
特
別
会
計
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平
成　

年
度 （
旧
中
野
市 ・ 旧
豊
田
村
） の

16

　

こ
れ
ま
で
、
旧
中
野
市
と
旧
豊
田
村
で
は
そ
れ
ぞ
れ
毎
年
、
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
（
貸

借
対
照
表
）
を
作
成
し
、
公
表
し
て
い
ま
す
。 

　

今
回
は
、
平
成
十
六
年
度
末
を
基
準
日
と
し
て
ま
と
め
た
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
と
、
行

政
コ
ス
ト
計
算
書
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
計
算
書
も
併
せ
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

・
福
祉
企
業
セ
ン
タ
ー
特
別
会
計
・
同
和

地
区
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
特
別
会
計
・

老
人
会
計
（
一
部
）・
介
護
保
険
（
サ
ー

ビ
ス
事
業
）〉

※
旧
豊
田
村
で
行
っ
て
い
た
そ
の
他
の
事

業
、
水
道
事
業
や
下
水
道
事
業
、
健
康

保
険
事
業
等
の
特
別
会
計
分
及
び
土
地

開
発
公
社
等
の
団
体
の
資
産
・
負
債
の

状
況
は
反
映
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

★
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
の
作
成
基
準
日

平
成
十
七
年
三
月
三
十
一
日

※
通
常
の
年
で
は
、
四
月
一
日
か
ら
五
月

三
十
一
日
の
出
納
整
理
期
間
の
収
入
支

出
は
基
準
日
ま
で
に
終
了
し
た
こ
と
と

し
て
処
理
さ
れ
ま
す
が
、
合
併
に
よ
る

打
ち
切
り
決
算
の
た
め
、
平
成
十
六
年

度
は
計
上
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

★
使
用
し
た
基
礎
数
値

　

昭
和
四
十
四
年
度
か
ら
平
成
十
六
年
度

ま
で
の 「
普
通
会
計
決
算
統
計
」の
デ
ー
タ

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
か
ら
わ
か
る
こ
と

《
旧
中
野
市
》

①
平
成
十
七
年
三
月
三
十
一
日
現
在
で
、
資

　

産
は
合
計
で
約
六
百
八
十
九
億
円
、
一
方

　

負
債
は
約
二
百
七
億
円
で
、
そ
の
差
額

　

の
正
味
資
産
は
約
四
百
八
十
二
億
円
で
す
。

②
資
産
の
部
で
は
、
有
形
固
定
資
産
が
約

　

六
百
十
七
億
円
で
、
資
産
全
体
の
約
九

十
㌫
を
占
め
、
残
り
が
基
金
、
貸
付
金
、

未
収
金
等
で
合
計
約
七
十
二
億
円
で
す
。

③
負
債
の
部
で
は
、
地
方
債
分
が
固
定
資

　

産
、
流
動
資
産
を
あ
わ
せ
約
百
八
十
六

　

億
円
で
負
債
全
体
の
約
八
十
九
・
八
㌫
、

退
職
給
与
引
当
金
が
約
十
七
億
円
で
約

八
・
四
㌫
の
構
成
比
と
な
り
ま
す
。

④
正
味
資
産
の
部
で
は
、
国
・
県
か
ら
の

補
助
金
が
約
百
四
十
八
億
円
で
全
体
の

約
三
十
・
七
㌫
、
市
税
等
の
一
般
財
源

分
が
約
三
百
三
十
四
億
円
で
約
六
十
九

・
三
㌫
の
構
成
比
と
な
り
ま
す
。

《
旧
豊
田
村
》

①
平
成
十
七
年
三
月
三
十
一
日
現
在
で
、

　

資
産
は
合
計
で
約
百
三
十
三
億
円
、
一

方
負
債
は
約
四
十
一
億
円
で
、
そ
の
差

額
の
正
味
資
産
は
約
九
十
二
億
円
で
す
。

②
資
産
の
部
で
は
、
有
形
固
定
資
産
が
約

　

百
十
三
億
円
で
、
資
産
全
体
の
約
八
十

五
㌫
を
占
め
、
残
り
が
基
金
、
貸
付
金
、

未
収
金
等
で
合
計
約
二
十
億
円
で
す
。

③
負
債
の
部
で
は
、
地
方
債
分
が
固
定
資

　

産
、
流
動
資
産
を
あ
わ
せ
約
四
十
一
億

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

④
正
味
資
産
の
部
で
は
、 国
・
県
か
ら
の
補

助
金
が
約
十
九
億
円
で
全
体
の
約
十
四

㌫
、
村
税
等
の
一
般
財
源
分
が
約
七
十

三
億
円
で
約
五
十
五
㌫
の
構
成
比
と
な

り
、
一
般
企
業
の
財
政
分
析
指
標
で
あ

る
自
己
資
本
比
率
に
相
当
す
る
も
の
を

 「
正
味
資
産
構
成
比
率
」と
し
て
表
す
と
、

比
率
は
六
十
九
・
〇
三
㌫
と
な
り
ま
す
。

旧中野市バランスシート （平成17年３月31日現在）
貸　　　　　　　　　　方借　　　　　　　　　　方

【負債の部】
１．固定負債

 (1)地方債 　　   170億7,549万円

 (2)債務負担行為
  ①物件の購入等   　　　 　  －
　②債務保証又は損失補償   －
　　債務負担行為計   　 　　  －

 (3)退職給与引当金
           　　　17億3,844万円

【資産の部】
１．有形固定資産
 (1)総務費　      14億4,534万円
 (2)民生費         21億  516万円
 (3)衛生費　     　1億6,679万円
 (4)労働費　      10億2,092万円
 (5)農林水産業費 　 32億8,568万円
 (6)商工費         13億  509万円
 (7)土木費　　　  309億  196万円
 (8)消防費  　　 　2億9,016万円
 (9)教育費　　　  211億9,954万円
(10)その他   　  　　　　156万円
有形固定資産合計   617億2,220万円
（うち土地）　　  215億  180万円 固定負債合計　  188億1,393万円

２．流動負債

 (1)翌年度償還予定額
               　15億1,230万円
 (2)翌年度繰上充用金 　  　 0円
 (3)その他　　  　 3億7,338万円

２．投資等
 (1)投資及び出資金 6億9,105万円
 (2)貸付金　 　　  　　9,070万円
 (3)基金
　①特定目的基金  26億4,222万円
　②土地開発基金 　8億3,746万円
　③定額運用基金  　　2,158万円
　　　　基金計　  35億  126万円 流動負債合計　 　18億8,568万円

負債合計　 　　 206億9,961万円投資等合計　　　 42億8,301万円

【正味資産の部】

１．国庫支出金　　80億6,676万円

２．県支出金　　　67億4,221万円

３．一般財源等　 333億7,363万円

３．流動資産
 (1)現金・預金
　①財政調整基金 11億       円
　②減債基金　　　4億8,089万円
　③歳計現金　　　1億4,366万円
　　現金・預金計 17億2,455万円
 (2)未収金
　①地方税　　　　5億9,351万円
　②その他　　　　5億5,894万円
　　未収金計　　 11億5,245万円

正味資産合計 　 481億8,260万円流動資産合計　　 28億7,700万円
負債 ・ 正味資産合計 688億8,221万円資産合計　　　　688億8,221万円

旧豊田村バランスシート （平成17年３月31日現在）
貸　　　　　　　　　　方借　　　　　　　　　　方

【負債の部】
１．固定負債

 (1)地方債 　　    32億1,607万円

 (2)債務負担行為
　①物件の購入等  　　　　 －
　②債務保証又は損失補償 　 －
　　債務負担行為計　　　　   －

 (3)退職給与引当金
　　　　　　       3億4,873万円

【資産の部】
１．有形固定資産
 (1)総務費　　　   21億1,691万円
 (2)民生費　　  　 10億8,340万円
 (3)衛生費　　　 　1億4,442万円
 (4)労働費　　   　　　　 57万円
 (5)農林水産業費  28億  653万円
 (6)商工費　　　 　4億6,277万円
 (7)土木費　　  　 19億7,014万円
 (8)消防費　　  　　   8,064万円
 (9)教育費　　  　 26億1,873万円
(10)その他　 　  　　　　552万円
有形固定資産合計   112億8,963万円
（うち土地）　 　 19億4,114万円 固定負債合計 　  35億6,480万円

２．流動負債

 (1)翌年度償還予定額
             　　 4億6,571万円
 (2)翌年度繰上充用金    　　 0円
 (3)その他　　　　　  9,136万円

２．投資等
 (1)投資及び出資金 1億9,087万円
 (2)貸付金　 　　     3,998万円
 (3)基金
　①特定目的基金  9億3,158万円
　②土地開発基金     6,027万円
　③定額運用基金 　　　    0円
　　　　基金計　  9億9,185万円 流動負債合計 　　 5億5,707万円

負債合計　　     41億2,187万円投資等合計　　　 12億2,270万円

【正味資産の部】

１．国庫支出金　  　5億2,437万円

２．県支出金　　　13億9,997万円

３．一般財源等　  72億6,342万円

３．流動資産
 (1)現金・預金
　①財政調整基金   4億9,291万円
　②減債基金　　       395万円
　③歳計現金 　　     8,234万円
　　現金・預金計  5億7,920万円
 (2)未収金
　①地方税　 　　    2,522万円
　②その他　　　　1億9,288万円
　　未収金計　　　2億1,810万円

正味資産合計　   91億8,776万円流動資産合計　　   7億9,730万円
負債 ・ 正味資産合計  133億  963万円資産合計　　　 　133億  963万円

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
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行
政
コ
ス
ト計

算
書

　

行
政
コ
ス
ト
計
算
書
は
、
人
的
サ
ー
ビ

ス
や
給
付
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、
資
産
形
成
に

つ
な
が
ら
な
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
か
か
わ

る
経
費
（
コ
ス
ト
）
に
つ
い
て
ま
と
め
た

も
の
で
す
。

　

こ
れ
は
、
民
間
企
業
の
「
損
益
計
算
書
」

に
近
い
も
の
で
す
が
、
行
政
に
は
企
業
の

収
益
に
あ
た
る
も
の
が
な
い
た
め
、
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
「
コ
ス
ト
と
財
源
」
の
関
係

を
示
し
ま
す
。

※
こ
の
計
算
書
は
、
総
務
省
の
行
政
コ
ス

　

ト
計
算
書
作
成
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
き
、

　

作
成
し
て
い
ま
す
。

作
成
の
基
本
的
事
項

★
対
象
と
な
る
会
計
範
囲　

平
成
十
六
年
度
普
通
会
計

★
コ
ス
ト
範
囲

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
提
供
し
た
行
政
サ
ー

ビ
ス
に
か
か
る
費
用
の
う
ち
、
資
産
形
成

に
つ
な
が
る
支
出
を
除
い
た
現
金
支
出
に

減
価
償
却
費
（
資
産
価
値
が
一
年
で
古
く

な
り
目
減
り
す
る
分
）
な
ど
の
非
現
金
的

な
も
の
を
加
え
て
計
上
し
て
い
ま
す
。

状
況
（
平
成　

年
３
月　

日
現
在
）

17

31

《
旧
中
野
市
》

　

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
経
費
と
し
て
消
費
し

た
コ
ス
ト
の
総
額
は
約
百
三
十
一
億
円
で
、

経
済
的
性
質
を
基
準
と
し
て
、
経
費
を
分

類
す
る
と
性
質
別
に
は
四
つ
に
区
分
さ
れ
、

そ
の
中
で
は
、「
移
転
支
出
的
な
コ
ス
ト
」

が
約
四
十
九
億
円
と
最
も
多
く
、
次
い
で

「
物
に
か
か
る
コ
ス
ト
」、「
人
に
か
か
る

コ
ス
ト
」、「
そ
の
他
に
か
か
る
コ
ス
ト
」

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
行
政
コ
ス
ト
の
財
源
と
な
る
収

入
の
中
で
「
一
般
財
源
」
が
最
も
多
く
、

次
い
で
、「
国
庫
（
県
）
支
出
金
」、「
使

用
料
・
手
数
料
等
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

《
旧
豊
田
村
》

　

行
政
コ
ス
ト
の
総
額
は
約
三
十
二
億
円

で
、
経
済
的
性
質
を
基
準
と
し
て
、
経
費

を
分
類
す
る
と
性
質
別
に
は
四
つ
に
区
分

さ
れ
、
そ
の
中
で
は
、「
人
に
か
か
る
コ

ス
ト
」
が
約
十
二
億
円
と
最
も
多
く
、
次

い
で
「
物
に
か
か
る
コ
ス
ト
」、「
移
転
支

出
的
な
コ
ス
ト
」、「
そ
の
他
に
か
か
る
コ

ス
ト
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
行
政
コ
ス
ト
の
財
源
と
な
る
収

入
の
中
で
「
一
般
財
源
」
が
約
十
八
億
八

千
万
円
と
最
も
多
く
、
次
い
で
、「
使
用

料
・
手
数
料
等
」、 「
国
庫
（
県
）
支
出
金
」

と
な
っ
て
い
ま
す
。

市民１人当たりコスト金額内　　　　容性質別区分
7万1,797円30億9,193万円職員の給料・手当など人にかかるコスト

10万5,793円45億5,596万円消耗品費・光熱水費、旅費・臨時職員の賃金等、建
物の修繕費、道路の補修費等など物にかかるコスト

11万4,819円49億4,470万円生活保護・児童福祉・身体障害者等の交付金、市か
ら他団体等への補助金など移転支出的なコスト

１万2,352円５億3,192万円市債 ・ 一時借入金の利子、 災害復旧にかかる経費などその他にかかるコスト
30万4,761円131億2,451万円合　　　計

平成16年度１年間のコスト額（旧中野市）

※市民一人当たりのコスト金額は平成17年３月31日現在での人口43,065人で計算

行政コストに対する比率収入金額内　　　　容区　分
7.1％９億3,164万円各種使用料 ・ 手数料、 財産貸付収入、 寄付金、 諸収入など使用料・手数料等
7.4％９億6,709万円国 ・ 県からの補助金等で、 資産形成にかかわらないもの国庫(県)支出金

77．0％101億  550万円市税、地方交付税交付金など一般財源
120億  423万円合　　　計

平成16年度１年間の収入額（旧中野市）

住民１人当たりコスト金額内　　　　容性質別区分
24万  564円12億  306万円職員の給料・手当など人にかかるコスト

22万4,583円11億2,314万円消耗品費・光熱水費、旅費・臨時職員の賃金等、建
物の修繕費、道路の補修費等など物にかかるコスト

14万8,392円７億4,211万円生活保護・児童福祉・身体障害者等の交付金、村か
ら他団体等への補助金など移転支出的なコスト

３万  506円１億5,256万円村債の利子、災害復旧にかかる経費などその他にかかるコスト

64万4,045円32億2,087万円合　　　計

平成16年度１年間のコスト額（旧豊田村）

※住民一人当たりのコスト金額は平成17年３月31日現在での人口5,001人で計算

行政コストに対する比率収入金額内　　　　容区　分
14.4％４億6,515万円各種使用料 ・ 手数料、 財産貸付収入、 寄付金、 諸収入など使用料・手数料等
3.2％１億  183万円国 ・ 県からの補助金等で、資産形成にかかわらないもの国庫(県)支出金

58．3％18億7,816万円村税、地方交付税交付金など一般財源
24億4,514万円合　　　計

平成16年度１年間の収入額（旧豊田村）

行政コスト行政コスト
(旧中野市)(旧中野市)

131億2,451万円131億2,451万円

人にかかるコスト人にかかるコスト
30億9,193万円30億9,193万円
（23.6％）（23.6％）

物にかかるコスト物にかかるコスト
45億5,596万円45億5,596万円
（34.7％）（34.7％）

移転支出的なコスト移転支出的なコスト
49億4,470万円49億4,470万円
（37.7％）（37.7％）

その他にかかるコストその他にかかるコスト
5億3,192万円5億3,192万円
（4.1％）（4.1％）

行政コスト行政コスト
(旧豊田村)(旧豊田村)

32億2,087万円32億2,087万円

人にかかるコスト人にかかるコスト
12億306万円12億306万円
（37.4％）（37.4％）

物にかかるコスト物にかかるコスト
11億2,314万円11億2,314万円
（34.9％）（34.9％）

移転支出的なコスト移転支出的なコスト
7億4,211万円7億4,211万円
（23.0％）（23.0％）

その他にかかるコストその他にかかるコスト
1億5,256万円1億5,256万円
（4.7％）（4.7％）
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キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
計
算
書
は
、
一

会
計
年
度
に
お
け
る
資
金
の
増
加
又
は
減

少
の
状
況
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

　

こ
れ
は
、
行
政
活
動
を
資
金
の
流
れ
か

ら
み
た
も
の
で
あ
り
、
年
初
と
年
度
末
の

資
金
の
増
減
内
訳
を
示
し
ま
す
。

作
成
の
基
本
的
事
項

★
対
象
と
な
る
会
計
範
囲

平
成
十
六
年
度
普
通
会
計

★
資
金
の
範
囲

《
旧
中
野
市
》
歳
計
現
金
、
財
政
調
整
基

金
、
減
債
基
金

《
旧
豊
田
村
》
歳
計
現
金

※
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
に
お
い
て
も
「
現
金

・
預
金
」
の
項
目
と
し
て
、
財
政
調
整

基
金
、
減
債
基
金
及
び
歳
計
現
金
を
挙

げ
て
い
ま
す
。

　

歳
計
現
金
と
は

　
　

一
会
計
年
度
内
に
お
け
る
日
々
の

　
　

歳
入
・
歳
出
に
属
す
る
現
金

★
計
算
書
の
区
分

 「
行
政
活
動
」、「
投
資
活
動
」、「
財
務
活
動
」

の
三
つ
の
活
動
区
分
に
分
類
さ
れ
ま
す
。

状
況
（
平
成　

年
３
月　

日
現
在
）

17

31

《
旧
中
野
市
》

　
 「
行
政
活
動
に
よ
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ

ー
」
は
約
三
十
二
億
円
の
プ
ラ
ス
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
 「
投
資
活
動
に
よ
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ

ー
」
で
は
、
約
三
十
一
億
円
の
マ
イ
ナ
ス

と
な
っ
て
お
り
、「
行
政
活
動
に
よ
る
キ
ャ

ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
」
の
プ
ラ
ス
の
額
の
範

囲
内
に
ほ
ぼ
納
ま
っ
た
状
況
で
す
。

　
 「
財
務
活
動
に
よ
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ

ー
」 は
、約
一
億
円
の
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
て

お
り
、
地
方
債
の
発
行
を
上
回
る
地
方
債

の
償
還
を
行
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

以
上
三
つ
の
活
動
に
よ
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ

・
フ
ロ
ー
で
、
約
一
億
円
の
マ
イ
ナ
ス
が

生
じ
た
こ
と
か
ら
、
現
金
及
び
現
金
同
等

物
の
年
度
末
の
残
高
が
減
少
し
て
い
ま
す
。

《
旧
豊
田
村
》

　
 「
行
政
活
動
に
よ
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
」

 
は
約
二
億
円
の
プ
ラ
ス
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
 「
投
資
活
動
に
よ
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ

ー
」
で
は
、
約
四
千
万
円
の
マ
イ
ナ
ス
と

な
っ
て
お
り
、「
行
政
活
動
に
よ
る
キ
ャ
ッ

シ
ュ
・
フ
ロ
ー
」
の
プ
ラ
ス
の
額
の
範
囲

内
に
納
ま
っ
て
い
る
状
況
で
す
。

　
 「
財
務
活
動
に
よ
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ

ー
」
は
、
約
一
億
三
千
万
円
の
マ
イ
ナ
ス

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
地
方
債
の
発
行
を

上
回
る
地
方
債
の
償
還
を
行
っ
た
こ
と
に

よ
る
も
の
で
す
。

　

以
上
三
つ
の
活
動
に
よ
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ

・
フ
ロ
ー
で
、
約
三
千
万
円
の
プ
ラ
ス
が

生
じ
た
こ
と
か
ら
、
現
金
及
び
現
金
同
等

物
の
年
度
末
現
在
高
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

旧中野市のキャッシュ・フロー計算書
（平成16年４月１日～平成17年３月31日）

旧豊田村のキャッシュ・フロー計算書
（平成16年４月１日～平成17年３月31日）

 Ⅰ　行政活動によるキャッシュ・フロー
50億5,497万円税収１
３億7,602万円使用料及び手数料収入２

－31億3,141万円人件費による支出３
－18億5,851万円物件費による支出４
－２億9,489万円維持補修費による支出５
－12億5,939万円扶助費による支出６
３億8,972万円諸収入７
－７億2,349万円小　　計
49億2,669万円交付金による収入８
８億9,693万円国庫及び都道府県支出金による収入９
１億3,066万円分担金・負担金・寄附金による収入10

－20億8,007万円補助費等による支出11
31億5,072万円行政活動によるキャッシュ・フロー

 Ⅱ　投資活動によるキャッシュ・フロー
－21億  444万円有形固定資産の取得による支出１
１億1,786万円国庫及び都道府県支出金による収入２
4,573万円財産の売却・運用による収入３

３億3,390万円貸付金元利収入４
－３億2,000万円貸付金の貸付による支出５

0万円投資及び出資による支出６
３億  878万円他会計・基金からの繰入による収入７
－7,793万円積立基金への積立てによる支出８

－14億8,556万円他会計・定額運用基金への繰出しによる支出９
－31億8,166万円投資活動によるキャッシュ・フロー

 Ⅲ　財務活動によるキャッシュ・フロー
16億3,450万円地方債発行による収入１
－13億3,549万円地方債償還による支出２
-４億2,450万円支払利子・公債諸費による支出３
－１億2,549万円財務活動によるキャッシュ・フロー
－１億5,643万円 Ⅳ　現金及び現金同等物の増加額
18億8,098万円 Ⅴ　現金及び現金同等物の繰越残高
17億2,455万円 Ⅵ　現金及び現金同等物の年度末残高
11億　　　 円　　（内訳）　　　　　　　　　　財政調整基金
４億8,089万円　　　　　　　　　　　　　　　 減債基金
１億4,366万円　　　　　　　　　　　　　　　 歳計現金

 Ⅰ　行政活動によるキャッシュ・フロー
４億  345万円税収１

7,854万円使用料及び手数料収入２
－９億  961万円人件費による支出３
－３億5,103万円物件費による支出４
－7,878万円維持補修費による支出５
－8,546万円扶助費による支出６
－9,656万円その他の収支７

－10億3,944万円小　　計
14億6,302万円交付金による収入８
１億  182万円国庫支出金及び都道府県負担金収入９

4,868万円分担金・負担金による収入10
－３億7,064万円補助費等による支出11
２億  344万円行政活動によるキャッシュ・フロー

 Ⅱ　投資活動によるキャッシュ・フロー
－12億1,754万円有形固定資産の取得による支出１

5,210万円国庫支出金及び都道府県負担金収入２
310万円財産売却による収入３
200万円財産運用による収入４
432万円貸付金の回収による収入５
－170万円貸付金による支出６
－300万円投資及び出資による支出７

－11億6,072万円小　　計
13億  316万円基金からの繰入による収入８

－822万円基金への積立による支出９
－１億7,984万円他会計への繰出による支出10
－4,562万円投資活動によるキャッシュ・フロー

 Ⅲ　財務活動によるキャッシュ・フロー
４億1,140万円地方債発行による収入１
－４億7,721万円地方債償還による支出２
－6,485万円支払利子３

－１億3,066万円財務活動によるキャッシュ・フロー
2,716万円 Ⅳ　現金及び現金同等物の増加額
5,517万円 Ⅴ　現金及び現金同等物の繰越残高
8,233万円 Ⅵ　現金及び現金同等物の年度末残高
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フ
ロ
ー

計
算
書



平成１8年２月　広報なかの  ８

■
計
画
（
案
）
の
公
表
場
所

・
市
役
所
厚
生
課

・
豊
田
支
所
保
健
福
祉
課

・
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

■
意
見
の
提
出
方
法

文
書
を
直
接
お
持
ち
い
た
だ
く
か
、

郵
便
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
、
電
子
メ

ー
ル
で
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

※
住
所
、 氏
名
、電
話
番
号
を
明
示

■
提
出
期
限　

二
月
二
十
八
日�

※
提
出
い
た
だ
い
た
意
見
に
、
個

　

別
の
回
答
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

■
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

●
市
役
所
厚
生
課
厚
生
係
ま
た
は

福
祉
係

〒
３
８
３－

８
６
１
４　

中
野
市

三
好
町
一
丁
目
三
番
十
九
号

（�
�
２
１
１
１
内
線
２
９
２
ま

た
は
２
９
４
、
Ｆ
Ａ
Ｘ�
５
９
２
３
）

E
-m
ail:kosei@

city.nakano.naga
no.jp

●
豊
田
支
所
保
健
福
祉
課
福
祉
係

〒
３
８
９－

２
１
９
２　

中
野
市

大
字
豊
津
二
五
〇
八
番
地

（�
�
３
１
１
１
内
線
１
４
３
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.city.nakano.nagano.

jp/

これからの福祉のため、考えました
皆様のご意見をお待ちしています

▼３つの計画策定委員会の様子

　

市
で
は
、
中
野
市
地
域
福
祉
計
画
、
中
野
市
障
害
者
支
援

計
画
、
中
野
市
障
害
者
等
防
災
・
非
難
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
策
定

に
あ
た
り
、
こ
れ
ら
の
計
画
が
よ
り
良
い
も
の
と
な
る
た
め
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
貴
重
な
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　これからの目指すべ

き社会は、 「障害の有

無にかかわらず、誰も

が相互に人格と個性を

尊重し、支え合う共生

社会」ではないでしょ

うか。

　そのような社会の実

現のためにはどのよう

にしたらよいかを考え、

実行していくための計

画です。

　誰もが安心して暮ら

せるということ。

　必要なときに、支え

てもらえるということ。

　支えあうことが、お

のずから行われるとい

うこと。

　みんなが主人公であ

るということ。

　そして、地域が家族

になること。

　そのための、計画を

目指しています。

�地域福祉って？�障害者支援
    計画とは？

　これからの目指すべ

き社会は、 「障害の有

無にかかわらず、誰も

が相互に人格と個性を

尊重し、支え合う共生

社会」ではないでしょ

うか。

　そのような社会の実

現のためにはどのよう

にしたらよいかを考え、

実行していくための計

画です。

�障害者等防災・避難
マニュアルとは？

　大規模な災害発生時

には、地域で暮らす独

り暮らし高齢者、障害

者など災害対応能力の

弱い方々は、大きな被

害を受けることが想定

されますので、状況を

把握し、避難の支援協

力体制の整備について

のマニュアルです。

市
民
の
皆
さ
ん

市
民
の
皆
さ
ん

手
伝
っ
て

手
伝
っ
て��

福祉の計画に
�中野市地域福祉計画（案）
�中野市障害者支援計画（案）
�中野市障害者等防災・避難マニュアル（案）

意 見 募 集

９　 平成１8年２月　広報なかの

　

市
で
は
、
平
成
十
四
年
度
に
策

定
し
た
「
中
野
市
老
人
保
健
福
祉

計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
」「
豊

田
村
介
護
保
険
事
業
計
画
・
老
人

保
健
福
祉
計
画
」
に
よ
り
事
業
を

進
め
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
計
画
は
、
介
護
保
険
の
運

営
や
介
護
予
防
、
高
齢
者
の
生
活

支
援
、
生
き
が
い
対
策
な
ど
の
高

齢
者
福
祉
に
対
す
る
重
要
な
課
題

に
対
し
目
標
を
定
め
、
保
健
・
福

祉
・
医
療
が
総
合
的
、
計
画
的
に

供
給
で
き
る
体
制
を
推
進
す
る
た

め
の
計
画
で
す
。

　

現
在
、
関
係
団
体
の
代
表
者
等

に
よ
る
策
定
懇
話
会
を
開
催
し
、

平
成
十
八
年
度
か
ら
平
成
二
十
年

度
の
三
年
間
の
計
画
を
三
月
末
ま

で
に
策
定
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

誰
も
が
住
み
な
れ
た
地
域
で

「
そ
の
人
ら
し
い
」
生
活
が
送
れ

る
よ
う
、
支
援
が
で
き
る
計
画
と

し
て
考
え
て
お
り
ま
す
。
計
画
素

案
を
提
示
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご

覧
い
た
だ
き
、
皆
様
の
ご
意
見
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

■
計
画
書
の
公
表
場
所

・
市
役
所
高
齢
者
福
祉
課

・
豊
田
支
所
保
健
福
祉
課

・
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

■
意
見
の
提
出
方
法

文
書
を
直
接
お
持
ち
い
た
だ
く
か
、

郵
便
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
、
電
子
メ

ー
ル
で
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

■
提
出
期
限　

二
月
十
七
日�

■
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

●
市
役
所
高
齢
者
福
祉
課

〒
３
８
３－

８
６
１
４　

中
野
市

三
好
町
一
丁
目
三
番
十
九
号

（�
�
２
１
１
１
内
線
２
９
６

Ｆ
Ａ
Ｘ�
２
２
９
５
）

E-m
ail

koreisha@
city.nakano.

nagano.jp

●
豊
田
支
所
保
健
福
祉
課
福
祉
係

〒
３
８
９－

２
１
９
２　

中
野
市

大
字
豊
津
二
五
〇
八
番
地

（�
�
３
１
１
１
内
線
１
４
２
）

　

現
在
の
要
介
護
・
要
支
援
の
認

定
を
受
け
て
い
る
方
は
、
要
介
護

認
定
・
要
支
援
認
定
の
有
効
期
間

終
了
ま
で
は
、
従
来
の
介
護
サ
ー

ビ
ス
が
利
用
で
き
ま
す
。

　

新
し
い
介
護
認
定
の
審
査
は
、

平
成
十
八
年
三
月
三
十
一
日
に
有

効
期
間
が
終
了
に
な
る
方
か
ら
対

象
に
な
り
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
方
に
は
、
有
効
期

間
が
終
了
す
る
お
よ
そ
二
ヶ
月
前

に 『
要
介
護
認
定
・
要
支
援
認
定
有

効
期
間
終
了
の
お
知
ら
せ
』
と
一
緒

に
詳
し
い
ご
案
内
を
送
付
し
ま
す
。

　

ご
不
明
な
点
は
、
お
気
軽
に
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

●
市
役
所
高
齢
者
福
祉
課
（�
�

２
１
１
１
内
線
２
９
６
）

●
豊
田
支
所
内
豊
田
在
宅
介
護
支

援
セ
ン
タ
ー
（�
�
３
１
１
１
内

線
１
４
４
）

筋力向上
立ち上がりや歩行に必
要な筋力をつけたり､
転倒予防のための訓練
をします。

栄養改善
栄養士等が栄養バラン
スのとれた食事のとり
方などについて個別に
相談をします。

口腔機能の向上
歯科衛生士等が歯や舌
の状態をみたり、しっ
かり噛んだり飲み込む
ための指導をします。

平成18年
４月から

介護保険の制度が変わります
要支援１ ・ ２の方のための介護予防サービス実施

現在 ４月から

症状の軽い方は重い方と同じよ
うに身の回りの世話をするサー
ビスを利用しています。

症状が軽度で｢要支援1・２｣と判定された方は状態がそ
れ以上に悪化しないように、介護予防サービスを利用す
ることになります。

要介護５

要介護４

要介護３

要介護２

要介護１

要支援

要介護５

要介護４

要介護３

要介護２

要介護１

要支援２

要支援１

�

�

�

介
護
認
定
審
査
会
で

審
査 ・ 
認
定

�
�
�
�
�
��
�
�

従来の介護サービスを利用
（今までの居宅介護支援事業所
　がケアプランを作成）

地域包括支援センターの保健師
等が本人の心身・生活の状況や
ご希望に基づいてケアプランを
作成します。

中野市老人保健福祉計画 ・ 介護保険事業計画に
関するご意見をお寄せください

介護予防サービスのう
ち、介護予防通所介護・
介護予防通所リハビリ
テーションには共通的
サービスに加えて、筋
力向上や栄養改善・口
腔機能の向上など介護
予防を目的とした内容
が組み込まれます。
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「
我
が
家
の
環
境
大
臣
事
業
」は
、

各
家
庭
で
楽
し
み
な
が
ら
「
環
境

に
や
さ
し
い
く
ら
し
」
に
取
り
組

め
る
よ
う
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
教

材
・
情
報
誌
等
を
通
し
て
支
援
を

す
る
環
境
省
の
事
業
で
す
。

　

そ
の
一
環
と
し
て
各
家
庭
で
毎

日
ち
ょ
っ
と
ず
つ
や
っ
て
い
る
こ

と
、
楽
し
く
取
り
組
ん
で
い
る
こ

と
、
全
国
の
み
な
さ
ん
に
オ
ス
ス

メ
し
た
い
こ
と
な
ど
、
我
が
家
の

取
り
組
み
を
是
非
レ
ポ
ー
ト
に
し

て
下
さ
い
。
団
体
、
企
業
の
エ
コ

ラ
イ
フ
の
取
り
組
み
も
募
集
し
て

い
ま
す
。　

募
集
部
門
・
内
容

★
フ
ァ
ミ
リ
ー
レ
ポ
ー
ト

　

我
が
家
で
取
り
組
ん
で
い
る
環

境
に
や
さ
し
い
こ
と
を
写
真
や

絵
・
イ
ラ
ス
ト
を
交
え
て
紹
介

★
団
体
企
業
レ
ポ
ー
ト

　

団
体
の
仲
間
や
企
業
の
従
業
員

等
に
対
し
て
、
エ
コ
ラ
イ
フ
に
関

す
る
意
識
向
上
な
ど
実
践
へ
向
け

て
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
事
例

応
募
締
切
日　

三
月
三
十
一
日�

提
出
先　

中
部
地
方
環
境
事
務
所

〒
４
６
０
‐
０
０
０
３　

名
古
屋

市
中
区
錦
三
‐
四
‐
六　

桜
通
大

津
第
一
生
命
ビ
ル
四
階

※
募
集
要
項
及
び
応
募
用
紙
な
ど

の
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（htt

p://w
w
w
.eco-fam

ily.jp

）
を
ご

覧
い
た
だ
き
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し

て
お
使
い
く
だ
さ
い
。
な
お
、

市
役
所
環
境
課
環
境
係
に
も
用

意
し
て
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

市
役
所
環
境
課
環
境
係
（�
�
２

１
１
１
内
線
２
４
７
）

手
続
は
東
山
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で　

　

直
接
搬
入
の
場
合
、
今
ま
で
は
市
役
所
や

豊
田
支
所
で
事
前
に
申
請
・
確
認
を
行
い
ま

し
た
が
、
四
月
か
ら
は
直
接
、
東
山
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
で
手
続
き
や
手
数
料
の
支
払
い

を
行
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
金
属
ご
み
に
つ
い
て
は
東
山
で
手

続
の
後
、
戸
狩
の
不
燃
物
処
理
セ
ン
タ
ー
へ

搬
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
分
別
を
徹

底
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

●
市
役
所
環
境
課
衛
生
係
（�
�
２
１
１
１

内
線
２
４
５
）

●
豊
田
支
所
市
民
環
境
課
市
民
環
境
係
（�

�
３
１
１
１
内
線
１
５
１
）

●
北
信
保
健
衛
生
施
設
組
合
東
山
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
（�
�
７
０
７
４
）

　４月１日から、家庭ごみの直接搬入及び事業ごみに
ついて、処分手数料が下の表のとおり改定されます。
　家庭ごみをセンターに直接搬入した場合、４月から
は有料となりますので、ご理解をお願いします。

家庭ごみの持込みが有料に

東東東東東東東東東東東東東東東東山山山山山山山山山山山山山山山山ククククククククククククククククリリリリリリリリリリリリリリリリーーーーーーーーーーーーーーーーンンンンンンンンンンンンンンンンセセセセセセセセセセセセセセセセンンンンンンンンンンンンンンンンタタタタタタタタタタタタタタタターーーーーーーーーーーーーーーー・・・・・・・・・・・・・・・・不不不不不不不不不不不不不不不不燃燃燃燃燃燃燃燃燃燃燃燃燃燃燃燃物物物物物物物物物物物物物物物物処処処処処処処処処処処処処処処処理理理理理理理理理理理理理理理理セセセセセセセセセセセセセセセセンンンンンンンンンンンンンンンンタタタタタタタタタタタタタタタターーーーーーーーーーーーーーーー東山クリーンセンター ・ 不燃物処理センター
ごごごごごごごごごごごごごごごごみみみみみみみみみみみみみみみみ処処処処処処処処処処処処処処処処分分分分分分分分分分分分分分分分手手手手手手手手手手手手手手手手数数数数数数数数数数数数数数数数料料料料料料料料料料料料料料料料改改改改改改改改改改改改改改改改定定定定定定定定定定定定定定定定ごみ処分手数料改定

※ステーションに出されている家庭ごみは無料で、変更
　ありません。

ごみ処分手数料
区　　　分

改　定　後現　　　行

10kgにつき90円無　　　料可燃ごみ家庭ごみ
（直接搬入） 10kgにつき45円無　　　料金属ごみ

10kgにつき90円100kgにつき430円可燃ごみ
事業ごみ

10kgにつき45円100kgにつき360円金属ごみ

ご利用ください

　

窓
口
業
務
を
よ
り
便
利
に
ご

利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
に
す
る

た
め
、
市
民
生
活
に
関
わ
り
の

深
い
業
務
に
つ
い
て
、
異
動
の

多
い
三
月
・
四
月
の
日
曜
日
午

前
中
、
市
役
所
本
庁
に
お
い
て
、

休
日
窓
口
業
務
を
試
行
し
ま
す
。

ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

実
施
日　

３
月　

日�
、
３
月　

日�
、

19

26

４
月
２
日�
、
４
月
９
日�

実
施
時
間

午
前
８
時　

分
か
ら
正
午
ま
で

30

ご
不
明
な
点
は
、市
役
所（�

�
２
１
１
１
）
の
取
り
扱
い

業
務
の
各
担
当
課
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼取り扱う業務

業務内容担当課業務内容担当課
・国民健康保険加入、喪失
　手続保健課・印鑑登録・証明書の交付

・住民票の写しの交付
・住民票記載事項証明
・戸籍謄本・抄本の交付
・戸籍の記載事項証明
・税関係証明書の交付
・戸籍の届出 （出生、死亡、
　婚姻、離婚、転籍、養子
　縁組等）の受付
・住所異動届出
・国民年金の一般申請免除、
　学生特例免除の受付

市民課

・児童手当申請受付
・児童扶養手当申請受付
・福祉医療申請受付
・保育園入所・退所手続
・身体障害者手帳関係手続
・療育手帳関係手続
・その他福祉手続

厚生課

・小･中学校の転校手続学校教
育課

・水道の開閉栓手続
・上下水道料金の収納

上･下水
道課

・税に関する証明書の交付
・市税の収納税務課

　

現
在
検
討
し
て
い
ま
す
、
ご
み

の
減
量
化
対
策
に
つ
い
て
、
市
民

の
皆
さ
ん
か
ら
広
く
意
見
を
お
聞

き
す
る
懇
話
会
を
開
催
し
ま
す
。

大
勢
の
皆
さ
ん
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
豊
田
地
域
会
場

期
日　

二
月
二
十
二
日�

時
間　

午
後
六
時
三
十
分
か
ら

会
場 　
 
豊
田
文
化
セ
ン
タ
ー
日
本
間

●
中
野
地
域
会
場

期
日　

二
月
二
十
三
日�

時
間　

午
後
六
時
三
十
分
か
ら

会
場　

中
央
公
民
館
講
堂

問
い
合
わ
せ
先　

市
役
所
環
境
課
衛
生
係
（�
�
２

１
１
１
内
線
２
４
５
）

豊
田
支
所
市
民
環
境
課
市
民
環
境
係

（�
�
３
１
１
１
内
線
１
５
１
）

ご
み
減
量
懇
話
会
に
ご
参
加
く
だ
さ
い

休日窓口業務

※一部、 他市町村、 関係機関の連絡が必要な業務は取り扱いできません。

 「
我
が
家
の
環
境
大
臣
エ
コ
フ
ァ
ミ
リ
ー

レ
ポ
ー
ト
」 
の
募
集
に
つ
い
て

11　 平成１8年２月　広報なかの

�

�

�

�

���������������������������������������������

���������������������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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地
球
に
も
や
さ
し
い
、

地
産
地
消

　

最
近
、
食
の
安
全
に
対
す
る
関

心
や
、
鮮
度
や
旬
の
も
の
に
対
す

る
関
心
の
高
ま
り
か
ら�
地
域
で

生
産
さ
れ
た
も
の
は
、
地
域
で
消

費
す
る�
と
い
う
意
味
の
「
地
産

地
消
」
と
い
う
言
葉
を
よ
く
耳
に

し
ま
す
。

　

近
年
、
食
生
活
の
多
様
化
や
流

通
機
関
の
発
展
に
よ
り
、
安
い
外

国
産
の
食
物
が
簡
単
に
手
に
入
り

ま
す
が
、
牛
肉
の
Ｂ
Ｓ
Ｅ
問
題
や

残
留
農
薬
等
の
問
題
を
契
機
に
消

費
者
の
も
の
の
見
方
が
変
わ
っ
て

き
て
い
る
の
で
す
。

　

消
費
者
に
と
っ
て
は
、
生
産
者

の
顔
が
見
え
、
安
全
、
安
心
で
あ

り
、
畑
か
ら
家
ま
で
の
距
離
が
近

い
た
め
、
新
鮮
で
完
熟
し
た
も
の

が
食
べ
ら
れ
ま
す
。

　

生
産
者
は
、
安
全
生
産
へ
の
責

任
感
が
育
ち
、
消
費
者
の
信
頼
が
、

生
産
者
一
人
一
人
の
自
信
と
や
る

気
を
生
み
出
し
、
地
域
全
体
の
活

性
化
へ
と
つ
な
が
り
ま
す
。

　

ま
た
、
食
料
を
輸
送
す
る
た
め

の
手
段
と
し
て
使
わ
れ
る
、
船
、

飛
行
機
、
ト
ラ
ッ
ク
等
か
ら
で
る

二
酸
化
炭
素
の
量
を
減
ら
す
こ
と

に
よ
り
、
地
球
温
暖
化
防
止
や
燃

料
の
節
約
に
も
な
り
、
地
球
に
も

や
さ
し
い
の
で
す
。

　

本
市
で
も
、
次
世
代
を
担
う
子

ど
も
た
ち
に
、
安
全
安
心
な
地
元

の
農
産
物
を
使
っ
た
学
校
給
食
を

食
べ
て
も
ら
お
う
と
、
生
産
者
の

協
力
を
得
な
が
ら
、
地
産
地
消
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

平
成
十
七
年
中
に
市
内
で
は
、

火
災
が
一
六
件
（
中
野
消
防
署
管

内
十
五
件
・
豊
田
消
防
署
管
内
一

件
）
発
生
し
、
前
年
と
比
べ
て
三

件
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

出
火
件
数
の
内
訳
は
、
建
物
火

災
が
十
一
件
、
そ
の
他
火
災
が
五

件
で
し
た
。

　

人
口
一
万
人
当
た
り
の
出
火
件

数
（
出
火
率
）
は
三
。
四
件
で
、

死
者
は
ゼ
ロ
、
負
傷
者
に
つ
い
て

は
一
名
発
生
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

火
災
の
損
害
額
は
、
四
五
五
万

円
で
、
前
年
よ
り
四
、
二
〇
七
万

円
の
大
幅
な
減
少
で
し
た
。
一
日

あ
た
り
で
約
一
。
二
万
円
の
損
害

が
生
じ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

出
火
原
因
は
、

ご
み
の
焼
却
、
焚

火
の
拡
大
、
残
り

火
の
不
始
末
な
ど

の
人
的
に
よ
る
も

の
が
最
も
多
く
、

火
災
の
五
割
以
上

を
占
め
て
い
ま
す
。

　

ほ
か
に
は
「
低

温
着
火
」、「
静
電

気
に
よ
る
ス
パ
ー

ク
」
な
ど
が
あ
り

ま
し
た
。

　

一
歩
間
違
え
ば

大
火
災
に
つ
な
が

る
事
例
が
多
く
発

生
し
て
い
ま
す
。

　

火
の
扱
い
に
は
十
分
注
意
し
、

日
ご
ろ
か
ら
の
心
が
け
で
火
災
を

予
防
し
ま
し
ょ
う
。

　

市
内
の
救
急
車
の
出
場
件
数
は
、

一
、
五
四
八
件
（
前
年
比
、
中
野

署
管
内
五
五
件
減
・
豊
田
署
管
内

二
五
件
増
）
で
し
た
。

　

ま
た
、
救
急
車
で
運
ば
れ
た
人

数
は
一
、
四
六
〇
人
（
前
年
比
、

中
野
署
管
内
八
七
人
減
・
豊
田
署

管
内
十
三
人
増
）
で
、
市
民
の
約

三
二
人
に
一
人
が
救
急
搬
送
さ
れ

た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

原
因
別
で
は
、「
急
病
」
が
最

も
多
く
一
〇
五
一
件
、
次
に
「
一

般
負
傷
」
が
二
三
五
件
、「
交
通

事
故
」
一
五
一
件
と
続
き
ま
し
た
。

　

携
帯
電
話
か
ら
の
１
１
９
番
通

報
の
増
加
に
伴
い
、
平
成
十
七
年

十
一
月
か
ら
岳
南
管
内
で
の
携
帯

電
話
１
１
９
番
通
報
が
、
岳
南
本

部
指
令
台
へ
直
接
入
電
す
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

以
前
は
、
携
帯
電
話
か
ら
１
１

９
番
通
報
す
る
と
、
長
野
市
消
防

局
に
入
電
し
、
そ
こ
か
ら
岳
南
本

部
へ
転
送
さ
れ
て
い
ま
し
た
の
で
、

こ
れ
に
よ
り
時
間
の
短
縮
や
音
声

の
聞
き
づ
ら
さ
が
解
消
さ
れ
ま
す
。

　

岳
南
管
内
で
の
携
帯
電
話
か
ら

の
通
報
は
、「
１
１
９
」
ま
た
は

「
０
２
６
９�
０
１
１
９
」
へ
お

願
い
し
ま
す
。

　

市
内
で
発
生
し
た
漏
え
い
事
故

の
件
数
は
十
六
件
で
し
た
。

　

発
生
原
因
の
多
く
は
、
給
油
中

に
そ
の
場
を
離
れ
た
り
、
施
設
の

老
朽
化
に
伴
う
も
の
で
、
灯
油
タ

ン
ク
か
ら
ボ
イ
ラ
ー
へ
の
配
管
が

ゆ
る
ん
で
い
た
り
、
地
下
に
埋
め

ら
れ
た
配
管
が
錆
び
て
穴
が
あ
い

て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
し
た
。

　

漏
え
い
事
故
を
な
く
す
に
は
、

専
門
業
者
（
灯
油
タ
ン
ク
を
設
置

し
た
業
者
等
）
に
よ
る
ボ
イ
ラ
ー

及
び
配
管
の
点
検
が
安
全
確
保
に

つ
な
が
り
ま
す
。
も
し
漏
え
い
事

故
が
起
き
て
し
ま
っ
た
ら
、
早
め

に
消
防
署
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

件
の
火
災
が
発
生

16

市
民
の
約　

人
に
１
人
が

32

救
急
搬
送

携
帯
電
話
か
ら
の
１
１
９
番

通
報
が
直
接
岳
南
本
部
へ

危
険
物
に
係
る
事
故

火　災
救　急
危険物

平成17年中の
事故の件数

学校給食の食材で使用される中野市産の割合 （主なもの）

※データは、旧中野市学校給食共同調理場の平成16年度の実績です。
0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

米

アスパラガス

大根

じゃがいも

玉ねぎ

ねぎ

白菜

きゅうり

さくらんぼ

プラム

巨峰

りんご

エリンギ

なめこ

しめじ

えのきたけ

年間使用量(㎏)

100％ 2,118

477100％

694100％

230100％

1,583100％

464100％

399100％

124100％

4,77475.4％

1,59751.7％

91249.2％

4,66732.8％

2,05431.8％

1,14024.2％

984100％

39,930100％
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障
害
者
自
立
支
援
法
に
よ
る
サ

ー
ビ
ス
を
受
け
る
時
（
受
け
た
い

時
）
は
、
利
用
申
請
書
を
提
出
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
後
、

利
用
者
の
障
害
の
程
度
に
応
じ
て

支
給
量
を
決
定
し
、
受
給
者
証
を

交
付
し
ま
す
。

　

現
在
、
各
種
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

て
い
る
方
に
は
、
二
月
上
旬
に
新

し
い
制
度
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
、

障
害
者
自
立
支
援
法
用
の
申
請
書

な
ど
を
送
付
い
た
し
ま
す
の
で
、

ご
覧
下
さ
い
。

　

今
後
も
障
害
者
自
立
支
援
法
の

内
容
に
つ
い
て
、
広
報
誌
等
で
お

伝
え
し
て
い
き
ま
す
が
、
不
明
な

事
項
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気

軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
部
厚
生
課
福
祉
係

（�
�
２
１
１
１
内
線
２
９
４
）

豊
田
支
所
保
健
福
祉
課
福
祉
係

（�
�
３
１
１
１
内
線
１
４
３
）

　

各
種
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

る
時
は
、
支
給
申
請
を
行

い
、
支
給
決
定
を
受
け
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

ＡＡ

障
害
者
自
立
支
援
法
と
は
…

障
害
者
自
立
支
援
法
と
は
…

　

障
害
者
自
立
支
援
法
と
は
、
身
体
障
害
者
・
知
的
障
害

者
・
精
神
障
害
者
の
方
を
対
象
と
し
て
、
サ
ー
ビ
ス
の
体

系
を
介
護
給
付
・
訓
練
等
給
付
・
地
域
生
活
支
援
事
業
・

自
立
支
援
医
療
事
業
に
区
分
し
、
こ
れ
ら
の
各
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
者
の
必
要
に
応
じ
て
提
供
し
て
い
く
制
度
で
す
。

　

障
害
者
自
立
支
援
法
の
施
行
に
伴
い
、
支
援
費
制
度

等
に
よ
る
給
付
か
ら
障
害
者
自
立
支
援
法
に
よ
る
サ
ー

ビ
ス
提
供
に
変
更
さ
れ
、
給
付
体
系
に
つ
い
て
も
大
き

く
分
け
て
左
の
表
の
よ
う
に
再
編
成
さ
れ
ま
す
。

●
支
援
費
制
度
か
ら
障
害
者
自
立
支
援
法
に

　

基
づ
く
サ
ー
ビ
ス
提
供
へ

障害者自立支援法によるサービス提供支援費制度等による制度

介護給付 （10月から移行）�
ホームヘルプ、デイサー
ビス、入所施設、グルー
プホームなどのサービス

訓練等給付 （10月から移行）�
小規模作業所、通所施設
などのサービス

地域生活支援事業 （10月から移行）

�
手話通訳の派遣、日常生活
用具の給付やホームヘル
プの一部などのサービス

自立支援医療 （４月から移行）�
精神通院医療、更生医療、
育成医療

現在 新体系

　

各
種
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
る
に
は

ど
う
し
た
ら
い
い
の
？

Ｑ

市の事業として行うことになり
ますが、詳細については今後情
報提供をする予定です。
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県
民
交
通
災
害
共
済
は
、
加
入

者
が
出
し
合
っ
た
会
費
を
元
に
、

交
通
事
故
な
ど
の
交
通
災
害
に
あ

っ
た
場
合
に
、
見
舞
金
が
支
給
さ

れ
る
相
互
扶
助
の
制
度
で
す
。

　

こ
の
共
済
は
、
会
費
が
年
間
一

人
四
〇
〇
円
で
、
入
・
通
院
二
日

以
上
の
傷
害
か
ら
見
舞
金
支
給
の

対
象
と
な
り
ま
す
。

　

万
一
の
交
通
事
故
に
備
え
、
県

民
交
通
災
害
共
済
に
加
入
し
ま
し

ょ
う
。

※
平
成
十
八
年
度
加
入
者
分
か
ら

見
舞
金
の
額
等
が
一
部
変
更
に

な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
後
日
全

世
帯
に
お
配
り
し
ま
す
チ
ラ
シ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

加
入
資
格

平
成
十
八
年
四
月
一
日
現
在
、
市

内
に
住
所
が
あ
る
方
ま
た
は
就
学

の
た
め
に
市
外
に
住
所
が
あ
る
方

共
済
期
間

平
成
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
平
成

十
九
年
三
月
三
十
一
日

会
費　

一
人
年
額　

四
〇
〇
円

申
し
込
み
方
法

全
世
帯
に
お
配
り
し
ま
す
申
し
込

み
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、

組
（
班
）・
常
会
長
さ
ん
ま
た
は

市
役
所
市
民
課
・
豊
田
支
所
市
民

環
境
課
へ
会
費
を
添
え
て
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

●
お
気
を
つ
け
く
だ
さ
い

　

次
の
方
は
、
市
で
加
入
申
し
込

み
を
い
た
し
ま
す
の
で
、
申
し
込

み
は
不
用
で
す
。

園
児
、
小
・
中
学
生
、
身
体
障

害
者
手
帳
の
一
か
ら
三
級
を
お

持
ち
の
方
・
療
育
手
帳
を
お
持

ち
の
方
・
精
神
障
害
者
保
健
福

祉
手
帳
を
お
持
ち
の
方

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
市
民
課
生
活
交
通
安
全
係

（�
�
２
１
１
１
内
線
２
３
８
）

豊
田
支
所
市
民
環
境
課
市
民
環
境

係
（�
�
３
１
１
１
内
線
１
５
１
）

▲安全運転を呼びかけています

平
成　

年
度

18

県
民
交
通
災
害
共
済
の

加
入
者
募
集
中
で
す

　

十
二
月
上
旬
か
ら
降
り
続
い
た

記
録
的
な
大
雪
に
伴
う
災
害
の
発

生
に
対
応
す
る
た
め
、
十
二
月
二

十
二
日
に
「
中
野
市
雪
害
対
策
本

部
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

近
隣
市
町
村
で
も
、
雪
に
よ
る

さ
ま
ざ
ま
な
被
害
が
起
き
て
い
ま

す
が
、
市
内
に
お
い
て
も
、
雪
お

ろ
し
中
の
転
落
や
家
屋
の
軒
先
か

ら
の
落
雪
事
故
、
ま
た
、
落
雪
が

原
因
で
灯
油
漏
れ
事
故
も
発
生
し

て
い
ま
す
。

　

今
後
、
更
な
る
厳
寒
期
を
迎
え
、

一
層
の
降
雪
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
気
温
が
緩
ん
だ
場
合
に
は
、

融
雪
に
よ
る
な
だ
れ
の
恐
れ
も
あ

り
ま
す
。

　

皆
様
に
は
、
今
後
の
天
候
や
積

雪
状
況
な
ど
に
十
分
ご
注
意
し
て

い
た
だ
く
と
と
も
に
、
災
害
の
発

生
が
予
測
さ
れ
る
箇
所
や
災
害
の

発
生
を
確
認
し
た
場
合
に
は
、
至

急
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

落
雪
に
ご
注
意
を

　

気
温
の
上
昇
に
よ
る
住
宅
の
屋

根
な
ど
か
ら
の
落
雪
の
恐
れ
が
あ

り
ま
す
。
特
に
道
路
沿
い
の
家
屋

で
屋
根
か
ら
の
落
雪
事
故
の
恐
れ

が
あ
る
場
合
は
、
歩
行
者
に
注
意

を
促
し
た
り
早
め
に
雪
下
ろ
し
を

行
う
な
ど
、
対
策
を
講
じ
て
い
た

だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

雪
片
付
け
の
際
、
水
路
や
河
川

に
雪
を
入
れ
る
と
下
流
で
水
が
あ

ふ
れ
、
家
屋
に
浸
水
す
る
恐
れ
も

あ
り
ま
す
。

　

排
雪
場
所

　

排
雪
場
所
が
自
分
の
所
有
地
や

近
く
に
な
い
場
合
、
次
の
場
所
に

搬
入
で
き
ま
す
。

●
西
条
グ
ラ
ウ
ン
ド

●
夜
間
瀬
川
越
橋
下
流

●
上
今
井
橋
下
河
川
敷
グ
ラ
ウ
ン
ド

 
連
絡
・
問
い
合
わ
せ
先

 
中
野
市
雪
害
対
策
本
部
【
市
役

 
所
庶
務
課
内
】 （�
�
２
１
１
１

 
内
線
２
１
０
）

解
決
す
る
た
め
に
実
施
す
る
事
業

募
集
締
切　

二
月
二
十
四
日�

応
募
先　

市
役
所
企
画
情
報
課

　

応
募
方
法
な
ど
、
詳
細
に
つ
い

て
は
県
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（htt

p://w
w
w
.pref.nagano.jp/keiei/co

m
osei/sienkin/sienkin.htm

）
を

ご
覧
い
た
だ
く
か
、
企
画
情
報
課

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
企
画
情
報
課
（�
�
２
１

１
１
内
線
２
１
６
）

　

コ
モ
ン
ズ
支
援
金
は
、
県
内
各

地
で
頑
張
る
地
域
づ
く
り
グ
ル
ー

プ
や
、
意
欲
あ
ふ
れ
る
市
町
村
の

優
れ
た
取
り
組
み
を
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
す
る
た
め
、
県
が
創
設
し
た
地

域
活
性
化
の
た
め
の
新
し
い
支
援

制
度
で
す
。

対
象
団
体　

市
内
に
事
務
所
を
有

し
、
地
域
づ
く
り
活
動
を
行
う
グ

ル
ー
プ
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
協
議
会
な
ど

対
象
と
な
る
事
業
の
内
容

安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
の
応
援
な

ど
、
地
域
独
自
の
改
革
や
課
題
を

コ
モ
ン
ズ
支
援
金
を
活
用
し
て
み
ま
せ
ん
か

 
水
路
や
河
川
に

 
雪
を
入
れ
な
い
で

を
設
置
し
て
い
ま
す

〜
平
成　

年
度
事
業
募
集
〜

18

雪
害
対
策
本
部
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No.４

各
種
健 （
検
） 診
の
お
申
し
込
み
を
！

　

今
月
か
ら
、
平
成
十
八
年
度
の

各
種
健 （
検
）診
の
申
し
込
み
が
始

ま
り
ま
す
。

　

各
区
の
保
健
補
導
員
さ
ん
が
、

「
健 （
検
） 診
調
査
書
兼
申
込
書
」

を
配
布
と
回
収
に
お
伺
い
し
ま
す

の
で
、
各
自
ご
記
入
を
い
た
だ
き
、

ご
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
申
込
書
は
、
市
役
所
保
健
課
へ

直
接
提
出
し
い
た
だ
い
て
も
結
構

で
す
）

　

な
お
、
各
種
健 （
検
） 診
に
つ
い

て
の
実
施
状
況
は
、
左
表
の
と
お

り
で
す
。

　

健 （
検
）診
を
受
け
て
い
た
だ
く

こ
と
に
よ
り
、
病
気
を
早
期
に
発

見
す
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
、
生

活
習
慣
病
を
見
直
す
た
め
の
目
安

に
な
り
ま
す
。
年
に
一
度
は
必
ず

 
健
（
検
）
診
を
受
け
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

　

骨
健
診
の
申
し
込
み
に
つ
い
て

は
、
三
月
に
配
布
す
る
「
健
康
カ

レ
ン
ダ
ー
」
を
ご
覧
の
う
え
、
電

話
等
で
保
健
課
へ
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

●
市
役
所
保
健
課
健
康
管
理
係

（�
�
２
１
１
１
内
線
２
４
２
、

有
線
２
０
６
０
６
）

●
豊
田
支
所
保
健
福
祉
課
保
健
係

（�
�
３
１
１
１
内
線
１
４
６
、

Ｐ
Ｈ
Ｓ
６
１
２
０
）

※詳しくは 配布される 「健(検)診のご案内」 をご覧ください。

平成18年度より
　　次の健(検)診が変わります

生活機能に関する問診などが加わりま
す。（65歳以上の方）

いきいき健診

いきいき健診時に併せて歯科検診を行
っていますが、平成１８年度は平岡・延
徳・硲・奥手山・涌井地区が対象です。

歯科検診　　

健(検)診受診状況健(検)診名

平成１７年度　　受診者　８， ４０２人
総合判定
　異常認めず　　７９１人（ ９.４％）
　要指導　　　３， １４４人（３７.４％）
　要医療　　　１， ８３８人（２１.９％）
　治療継続　　２， ６２９人（３１.３％）

いきいき健診
１９歳以上

平成１７年度　　
受診者 ９， １２７人 （４０歳～６４歳 ３， ９０８人）
　　　　　　 （６５歳以上　 ５， ２１９人)

結核・肺がん検診
４０歳以上肺がん検診
６５歳以上結核検診

平成１７年度　　
受診者　２， ７７８人

胃がん検診
３５歳以上

平成１７年度　　
受診者　３， ４０３人

大腸がん検診
３５歳以上

平成１７年度　　
受診者　２， ７５６人
　 車 　　　　　８４１人
　施設　　　　１， ９１５人

子宮がん検診
２０歳以上

平成１７年度　＜平成１7年12月現在＞
受診者　１， ６２８人
視触診　　５９２人
うちマンモグラフィー　１， ０３６人

乳がん検診
３０歳以上
(マンモグラフィー
４０歳～７４歳）

平成１７年度　　
受診者　１， ２４３人

前立腺がん検診
５０歳以上

平成１７年度　　受診者　１４９人
骨密度低下ぎみ　　２３人（１５.５％）
骨密度低下　　　　１６人（１０.８％）

骨検診
１９歳以上

平成１７年度　　受診者　５３０人
尿中塩分排泄量　　平均　１１.８ｇ

尿中塩分排泄量検査
１９歳以上

平成１７年度　
受診者　３０２人

歯周疾患検診
４０， ５０， ６０， ７０歳

平成１７年度　　受診者　４２５人
　　（日野、平野、南永江、毛の川）
要医療　２８５人（６７.１％）

歯科検診
１９歳以上(４０，５０，
６０，７０歳を除く)

*がん検診についての結果は追跡中です。
�
健 （
検
） 診
の
様
子
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国
保
に
加
入
し
て
い
る
世
帯
で
、

修
学
の
た
め
市
外
へ
転
出
す
る
方

が
い
る
場
合
は
、
中
野
市
の
国
保

に
加
入
し
た
ま
ま
転
出
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
転
出
す
る
日
の
十
四
日

前
か
ら
、
市
役
所
で
手
続
き
が
で

き
ま
す
。

届
け
出
に
必
要
な
も
の

　

国
保
の
保
険
証
、
印
鑑
、
在
学

証
明
書
（
後
日
提
出
可
）、
学
校

所
在
地
や
転
出
先
住
所
等
が
わ
か

る
も
の

　

修
学
の
た
め
国
保
の
保
険
証
を

持
っ
て
転
出
し
て
い
た
方
が
卒
業

し
、
卒
業
後
も
就
職
し
て
い
な
い

と
き
は
、
お
住
ま
い
の
市
区
町
村

の
国
保
に
加
入
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

卒
業
後
十
四
日
以
内
に
、
市
役

所
へ
届
け
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

届
け
出
に
必
要
な
も
の

☆
会
社
な
ど
へ
就
職
し
た
場
合

　

国
保
と
就
職
先
両
方
の
保
険
証
、

　

印
鑑

　

住
ん
で
い
た
市
区
町
村
の
転
出

　

証
明
書
、 国
保
の
保
険
証
、印
鑑

　

国
保
の
保
険
証
、
印
鑑

　

国
保
に
加
入
し
て
い
る
方
が
、

お
勤
め
先
の
健
康
保
険
（
社
会
保

険
等
）
に
加
入
し
た
り
、
被
扶
養

者
に
な
っ
た
と
き
は
、
十
四
日
以

内
に
市
役
所
へ
国
保
を
や
め
る
届

け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

届
け
出
に
必
要
な
も
の

　

国
保
と
お
勤
め
先
の
健
康
保
険

の
両
方
の
保
険
証
、
印
鑑

　

会
社
な
ど
を
退
職
し
た
と
き
、

再
就
職
先
で
健
康
保
険
に
加
入
す

る
場
合
を
除
き
、
次
の
い
ず
れ
か

の
方
法
で
保
険
に
加
入
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

①
退
職
さ
れ
た
お
勤
め
先
の
健
康

保
険
に
、
任
意
継
続
で
加
入
す
る

②
家
族
で
お
勤
め
の
方
が
加
入
し

て
い
る
健
康
保
険
の
被
扶
養
者

に
な
る

③
国
保
に
加
入
す
る

　

①
の
任
意
継
続
す
る
場
合
は
、

退
職
さ
れ
た
お
勤
め
先
に
、
②
の

被
扶
養
者
に
な
る
場
合
は
、
家
族

の
方
の
お
勤
め
先
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　

③
の
国
保
に
加
入
す
る
場
合
は
、

退
職
後
十
四
日
以
内
に
市
役
所
へ

届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

届
け
出
に
必
要
な
も
の

　

健
康
保
険
離
脱
（
資
格
喪
失
）

証
明
書
ま
た
は
退
職
（
離
職
）
証

明
書
、
印
鑑
、
年
金
手
帳
、
六
十

歳
以
上
で
年
金
証
書
を
お
持
ち
の

方
は
年
金
証
書

問
い
合
わ
せ
先

●
市
役
所
保
健
課
保
険
医
療
係

（�
�
２
１
１
１
内
線
２
４
３
）

●
豊
田
支
所
保
健
福
祉
課
保
健
係

（�
�
３
１
１
１
内
線
１
４
６
）

☆
卒
業
後
、
中
野
市
へ

　
　
　
　
　

戻
っ
た
場
合

☆
卒
業
後
、
中
野
市
へ

　
　
　
　
　

戻
ら
な
い
場
合
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�
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修
学
の
た
め

転
出
す
る
と
き

学
校
を
卒
業
し
た
と
き

退
職
し
た
と
き

健
保
に
加
入
し
た
と
き

国民健康保険の
届け出のあれこれ

～修学 ・ 卒業 ・ 健保加入 ・ 退職～

▲一般用の
　国民健康保険被保険者証
　　　　　　     （空色）

▼退職者用の
　国民健康保険被保険者証
　　　　　     　（桃色）
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会
社
な
ど
の
健
康
保
険

（
社
会
保
険
等
）
に
加
入
し

た
り
、
家
族
で
お
勤
め
の
方

の
健
康
保
険
の
被
扶
養
者
に

な
っ
た
と
き
に
、
国
保
を
や

め
る
手
続
き
を
し
て
い
な
い

と
、
重
複
加
入
の
ま
ま
と
な

り
、
二
重
に
保
険
料 （
税
）
を

払
う
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

会
社
や
健
康
保
険
か
ら
加

入
し
た
旨
の
国
保
へ
連
絡
は

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
必
ず
自

分
で
市
役
所
へ
届
け
出
を
し

て
く
だ
さ
い
。

健
康
保
険
は
自
動
的
に
は

切
り
替
わ
り
ま
せ
ん
！

重
複
加
入
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

保
険
証
が
変
わ
っ
た
ら
…

　

お
勤
め
の
関
係
や
、
転
入
、

転
出
な
ど
で
保
険
証
が
変
わ

っ
た
場
合
に
は
、
必
ず
医
療
機

関
の
窓
口
に
新
し
い
保
険
証

を
提
示
し
て
確
認
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。
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中野市消防団出初式

写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写 真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真 館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館写 真 館
ごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととごと

　１月４日、市の消防団が合併して初めての中野市消
防団出初式が、市民会館ホールで開催されました。
　式典の前に、団員が行進しながら閲団を受け、また、
市街地と市民会館駐車場では、伝統のはしご乗りが保
存会の皆さんにより披露されました。
　式典では団長あいさつや市長訓示、そして表彰のほ
か、消防団音楽隊及びラッパ隊の演奏が披露され、伝
統ある出初式にも華やかな雰囲気が感じられました。

中山晋平記念音楽賞
優秀賞入選曲発表会

今月の表紙

　１月28日、第42回中山晋平記念音楽賞優秀賞入選
曲発表会を、市民会館ホールで開催しました。
　今回は応募総数524曲の中から17曲が入選曲とし
て選ばれ、 当日は受賞者の表彰式に続いて、 優秀賞７
曲が市内音楽団体の皆さんなどにより発表されました。
　また、記念公演では、荒井雅至さんとムシカアレ
グレメンバーによる室内楽演奏会が行われ、訪れた
皆さんは、素晴らしい演奏に魅了されていました。

中野市中野地域成人式
　新成人を祝う中野市中野地域成人式を１月８日、市
民会館ホールにおいて開催し、当日は406人が出席さ
れました。（該当者は516人）
　式に先立ち、中学校時代の映像や恩師からのメッ
セージがビデオ上映されると場内は歓声で沸き返り、
続く式典では、市長のあいさつや来賓の祝辞の後に、
南宮中学校区から小林正行さん、高社中学校区から浅
野明美さん、中野平中学校区からは近藤佳奈江さんが、
各中学校区を代表してあいさつを行いました。
　第２部は、成人式実行委員会による記念行事の抽選
会が行われ、いろいろな賞品が当選となるたびに一喜
一憂し、みんなで一緒に新たな門出を祝いました。

▲市長や団長の閲団が行われました

▲伝統の出初式で消防団音楽隊が演奏を披露▲久しぶりの再会を抱きあって喜びました

　１月21日、市民会館ホールで中野市男女共同参画社
会づくり事業及び中野市合併記念交流イベントとして、
ジャーナリストの江川紹子さんをお招きし、「私の取
材ノートから」と題した講演会が開催されました。
　江川さんは、オウム信者になったひとりの若者の人
生から、地に足をつけないで夢を求めることの危険さ
と、何歳になっても夢を見ることの大切さなどについ
て語ってくださいました。

共にいきいき市民のつどい
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　豊田中学校で恒例の百人一首大会が、１月19日に行わ
れました。
　この百人一首は古典に楽しく親しむことを目的に、
豊田中学校の全校生徒で毎年行われています。
　当日は体育館を会場に、和やかな雰囲気の中、源平
方式で対戦。上の句が読み上げられた瞬間に、さっと
札を取る生徒もおり、周りから圧倒されていました。

▲やさしい口調で語っていただきました

まままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちのののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききでき

　豊田消防署では、1月22日に豊田文化センターで普
通救命講習会を開催しました。
　当日は、救急車が到着するまでの間（平均約６分）
に私たちのできる救命手当てとして、心肺蘇生法や止
血法、また、ＡＥＤの取り扱い方なども学びました。
　参加者は、もし自分が現場に居合わせた場合に対応
できるよう、知識と技術を身につけていました。
　講習会終了後には修了証の交付を受けました。

豊田消防署　普通救命講習会

豊田中学校で百人一首大会
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　♪兎追いし　かの山　小鮒釣りし　かの川　
　　夢は今もめぐりて　忘れがたき故郷･･･

　雲高く水清い斑尾山のふもとで生まれた高野辰之文
学博士は、少年時代から故郷の山や川、四季の風物詩
を心からいとしんでいたという。そして明治から大正、
昭和初期にかけ、文部省唱歌「故郷」のほか、「春が来
た」、「春の小川」、「朧月夜」、「紅葉」など数多い歌詞
を詠み、文字通り「唱歌のふるさと」に育てたのです。
　ところで師の生家の分家のお宅には、「望山舒氣」の
額があり訪ねると、これは師が実弟の舒泰さんの「舒」
を引用して、故郷をたたえた漢詩にしてくださったと
のこと。読み方は「ぼうざんじょき」で、詩意は「故
郷の山を望んで茶を飲んでいると自然に心が舒（ほぐ）
れてくるなぁ」であり、師はご自分の雅号を斑尾山か
らいただき、「斑山（はんざん）」にしていたという。

故郷を望んで「 望  山  舒  氣 」斑山
ぼう ざん じょ き

ふ る さ と レ ポ ー タ ー   だより

▲最後にＡＥＤの取り扱い方を学びました

▲緊張の一瞬!!!
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みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななみんなのののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばひろば

�▼ 西公園薬師堂。節分
の日には豆まきが行わ
れ大勢の人でにぎわう。

�▲ 大灯籠びな(鯛乗りえびす)。
このほかに、巴御前、布袋、福
禄寿があり、市街地を練り歩く。

�▼ 街道端（けいどうばた）。新潟
に通じる街道の端に家があった
ことからついた屋号。

�▲ オ天上（おてんじょ
う）。集落で一番高い所
にあった家の屋号。

地域を知
ろう！

中野めぐり

　この集落はもともと飯山市境にありま
したが、雪が深いうえに地滑りがあるこ
とから、昭和47年に現在の美沢団地（大
字穴田）へ集団移住しました。
　この団地では一昨年から、昔の屋号（家
の通称）を大切にしようと、各戸の玄関
前に屋号を書いた表札を掲げています。

　西町といえば「大灯籠びな」です。こ
れは、青森のねぶた祭りをモデルに、中
野の土びなをモチーフにしたもので、毎
年３月31日と４月１日に開かれる「ひな
市」に登場します。区をあげて取り組ん
でいる行事の１つで、西町祭祀団を中心
に、毎年２月初旬から準備をしています。

No.⑩

 西   町  区
にし まち

 美   沢  区
よし ざわ

周
辺
施
設
マ
ッ
プ

周
辺
施
設
マ
ッ
プ

　

今
回
ご
紹
介
す
る
「
Ｊ
Ａ
中
野
市
女
性

部
米
パ
ン
倶
楽
部
」
は
、
昨
年
、
県
米
粉

推
進
協
議
会
主
催
の
米
パ
ン
講
習
会
に
出

席
し
た
六
名
が
米
粉
パ
ン
造
り
を
ス
タ
ー

ト
し
、
こ
の
三
月
か
ら
は
平
野
支
所
近
く

に
工
房
を
移
し
、
八
名
で
活
動
を
続
け
ま
す
。

　

製
造
し
て
い
る
の
は
、
地
元
の
食
材
を

使
用
し
た
米
粉
パ
ン
と
お
菓
子
で
、
市
内

の
ス
ー
パ
ー
や
オ
ラ
ン
チ
ェ
な
ど
で
販
売

し
て
お
り
、
昨
年
の
郷
土
食
材
の
日
に
は
、

市
内
の
学
校
給
食
に
米
粉
パ
ン
が
取
り
入

れ
ら
れ
ま
し
た
。

　

活
動
で
の
課
題
は
、
米
粉
パ
ン
は
割
高

な
こ
と
、
専
業
農
家
が
多
く
て
農
繁
期
の

活
動
は
両
立
が
厳
し
い
こ
と
な
ど
が
あ
り

ま
す
が
、
特
に
子
供
た
ち
に
食
べ
て
ほ
し

い
と
い
う
願
い
を
込
め
、
み
ん
な
で
頑
張

っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
パ
ン
の
販
売
が
低

下
す
る
時
期
の
お
菓
子
と
パ
ン
の
新
製
品

開
発
、
包
装
を
し
な
く
て
も
販
売
で
き
る

よ
う
な
こ
と
に
も
挑
戦
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

代
表
の
内
藤
と
し
子
さ
ん
は
、「
資
格
や

技
術
を
無
償
で
提
供
し
て
く
れ
た
仲
間
や

Ｊ
Ａ
の
御
支
援
、
行
政
の
御
指
導
に
感
謝

し
て
い
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

vol.10

倭地区倭地区

科野地区科野地区

平岡平岡
地区地区

中野中野
地区地区

永田地区永田地区

豊津地区豊津地区

上今井上今井
地区　地区

長
丘
地
区

長
丘
地
区

平野平野
地区地区

高丘地区高丘地区

延徳延徳
地区地区

日野日野
地区地区

代表　内 藤 とし子
ＪＡ中野市女性部米パン倶楽部

��

��

上
信
越
自
動
車
道

上
信
越
自
動
車
道

��

��

��

北
信
総
合
病
院

北
信
総
合
病
院

信州中野駅信州中野駅��

��

伊予岡団地伊予岡団地

豊田支所豊田支所

Ｂ＆Ｇ海洋センターＢ＆Ｇ海洋センター

��
美沢団地美沢団地

豊田中学校豊田中学校

豊田消防署豊田消防署

豊田情報センター豊田情報センター
豊田子育て支援センター豊田子育て支援センター

西
公
園
薬
師
堂

西
公
園
薬
師
堂

中
野
警
察
署

中
野
警
察
署

労
働
基
準
監
督
署

労
働
基
準
監
督
署

��

��

斑尾川斑尾川
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No.10

　

私
の
将
来
の
夢
は
、
な
に
か
を

作
る
人
に
な
る
こ
と
で
す
。

　

コ
ッ
ク
さ
ん
は
料
理
を
作
り
、

服
屋
さ
ん
は
服
を
作
り
、
く
つ
屋

さ
ん
は
く
つ
を
作
り
、
ぼ
う
し
屋

さ
ん
は
ぼ
う
し
を
作
る
、
そ
ん
な

人
に
な
り
た
い
で
す
。

　

い
ろ
い
ろ
な
も
の
を
作
る
時
、

か
な
ら
ず
「
人
の
気
持
ち
」
を
考

え
る
。

　

コ
ッ
ク
さ
ん
は
、
食
べ
て
く
れ

る
人
、
服
屋
さ
ん
は
、
着
て
く
れ

る
人
、
く
つ
屋
さ
ん
は
、
は
い
て

く
れ
る
人
、
ぼ
う
し
屋
さ
ん
は
、

か
ぶ
っ
て
く
れ
る
人
、全
部
に「
気

持
ち
」
が
入
っ
て
い
る
。

　

す
る
と
、
そ
れ
を
食
べ
て
く
れ

る
人
、
着
て
く
れ
る
人
、
は
い
て

く
れ
る
人
、
か
ぶ
っ
て
く
れ
る
人

か
ら
喜
び
や
う
れ
し
さ
の
「
笑
顔
」

が
み
え
る
。

　

そ
し
た
ら
作
っ
て
い
る
人
も
う

れ
し
く
な
り
、
が
ん
ば
る
ぞ
と
い

う
や
る
気
が
出
て
く
る
。

　

だ
か
ら
私
も
、
み
ん
な
の
「
笑

顔
」
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

「
夢
」
に
む
か
っ
て
が
ん
ば
っ
て

み
た
い
で
す
。

�
み
ん
な
が
「
笑
顔
」
に
な
れ
る
…　

そ
ん
な
も
の
を
作
り
た
い
！�

�

新新 婚婚 ささ
んん

　中野平中学校で１月11日、青木市長が講師に招かれ、
「身近な郷土の社会～こんなこと・あんなこと・そう
なんだ～」をテーマに特別講座が開催されました。
　同校では世の中の生きた姿を学ぼうと、２年生の選
択授業に６つのコースを設定し、生徒はその中から希
望するコースを選んで、地域の方から学ぶという取り
組みを行っています。
　当日、市長は授業の前に、自分の気持ちが皆さんに
伝わるようにと、生徒一人ひとりに声をかけながら握
手を交わすことから始めました。授業では、市内の遊
休荒廃農地と同校グラウンドの広さを比較するとどの
くらいになるかという身近な話題から、京都議定書な
どに関する世界的な環境問題にいたるまで、幅広い話
をされました。

５
年
間
の
交
際
を
経
て
結
婚

　

家
族
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に
し
た
い

�
出
会
っ
た
き
っ
か
け
は

（
博
紀
さ
ん
）
共
通
の
友
人
を
通

じ
て
知
り
合
い
ま
し
た
。
そ
れ
か

ら
１
か
月
後
ぐ
ら
い
に
私
か
ら
告

白
を
し
、
付
き
合
い
始
め
ま
し
た
。

�
第
一
印
象
は

（
博
紀
さ
ん
）
お
も
し
ろ
そ
う
で
、

い
い
子
だ
な
ぁ
と
思
い
ま
し
た
。

（
め
ぐ
み
さ
ん
）
話
し
や
す
く
て
、

優
し
い
感
じ
が
す
る
人
だ
な
ぁ
と

思
い
ま
し
た
。

�
お
互
い
の
す
て
き
な
と
こ
ろ
は

（
博
紀
さ
ん
）
不
器
用
な
と
こ
ろ

も
あ
り
ま
す
が
、
何
で
も
一
生
懸

命
頑
張
る
姿
が
好
き
で
す
ね
。

（
め
ぐ
み
さ
ん
）
や
ら
な
く
て
も

い
い
か
な
っ
て
思
う
こ
と
に
気
付

い
て
行
動
し
て
く
れ
る
と
こ
ろ
で

す
。
頼
ん
だ
こ
と
を
し
っ
か
り
や

っ
て
く
れ
る
と
こ
ろ
も
好
き
で
す
。

�
ど
ん
な
家
庭
を
築
い
て
い
き
た

い
で
す
か

（
博
紀
さ
ん
）
家
族
の
ふ
れ
あ
い

を
大
切
に
す
る
家
庭
で
す
。
め
ぐ

み
さ
ん
、
い
つ
も
帰
り
が
遅
く
て

寂
し
い
思
い
を
さ
せ
て
い
る
け
ど
、

待
っ
て
い
て
く
だ
さ
い
。
ず
っ
と

仲
良
く
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

（
め
ぐ
み
さ
ん
）
親
子
の
仲
が
い

い
家
庭
に
し
た
い
で
す
。
博
紀
さ

ん
、
仕
事
が
忙
し
く
て
大
変
だ
け

ど
、
頑
張
っ
て
働
い
て
ね
。

佐　藤　博　紀さん （26歳）
　　  　めぐみさん （25歳）

（上小田中）

～青木市長が講師に～

中野平中学校の選択授業「社会」

豊井小学校６年
片 桐 さと美さん
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中
野
市
で
は
、
高
等
学
校
、
大

学
、
短
期
大
学
、
高
等
専
門
学
校

及
び
専
修
学
校
に
進
学
ま
た
は
在

学
す
る
方
（
通
信
制
・
通
信
教
育

を
除
く
）
に
奨
学
金
を
貸
与
し
ま
す
。

貸
与
の
要
件　

市
内
に
引
き
続
き

１
年
以
上
居
住
し
て
い
た
こ
と
、

経
済
的
理
由
に
よ
り
就
学
困
難
で

あ
る
こ
と
等

募
集
人
員　

６
名
程
度

募
集
締
切　

４
月　

日�
25

※
申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
直

　

接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

中
野
地
域

●
２
月
９
日�
午
前
９
時　

分
〜

30

　

時　

分
・
越
構
造
改
善
セ
ン
タ
ー

11

30

●
２
月　

日�
午
後
２
時
〜
４
時

13

・
東
吉
田
区
民
会
館

●
２
月　

日�
午
後
２
時
〜
４
時

16

・
厚
貝
公
民
館

●
２
月　

日�
午
後
２
時
〜
４
時

28

・
厚
貝
公
民
館

●
３
月
６
日�
午
後
２
時
〜
４
時

・
越
構
造
改
善
セ
ン
タ
ー

豊
田
地
域

●
２
月　

日�
午
後
２
時
〜
４
時

10

・
上
今
井
公
民
館

●
２
月　

日�
午
後
２
時
〜
４
時

14

・
道
光
寺
集
会
所

●
２
月　

日�
午
前
９
時　

分
〜

24

30

　

時　

分
・
豊
田
文
化
セ
ン
タ
ー

11

30

●
３
月
３
日�
午
前
９
時　

分
〜

30

　

時　

分
・
親
川
太
子
堂

11

30

●
３
月
７
日�
午
前
９
時　

分
〜

30

　

時　

分
・
豊
田
文
化
セ
ン
タ
ー
、

11

30

午
後
２
時
〜
４
時
・
奥
手
山
公
会
堂

※
内
容
や
費
用
な
ど
、
詳
し
く
は

　

直
接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

社
会
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
を
図
る

た
め
、
平
成　

年
度
の
市
内
小
中

18

学
校
体
育
施
設
の
開
放
事
業
利
用

団
体
を
募
集
し
ま
す
。

受
付
期
限　

３
月
３
日�

対
象
と
な
る
団
体　

市
内
に
在
住
、

在
勤
ま
た
は
在
学
す
る
者
で
組
織

し
、
か
つ
満　

歳
以
上
の
責
任
者

20

及
び
管
理
指
導
員
と
し
て
従
事
す

る
こ
と
の
で
き
る
者
を
有
す
る
ス

ポ
ー
ツ
団
体

利
用
で
き
る
施
設　

市
内
の
各
小

学
校
お
よ
び
各
中
学
校
の
体
育
館

お知らせ

中野市役所
�22-2111
FAX(広報直通)
22-2445
豊田支所
�38-3111

が
常
に
プ
レ
ー
す
る
こ
と
。

参
加
料　

無
料

申
込
締
切　

３
月
３
日�

※
申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
直

　

接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

期
日　

２
月　

日�
19

時
間　

・
受
付　

午
前
８
時　

分
〜

30

・
競
技
開
始　

午
前
９
時　

分
〜

20

場
所　

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
ア

リ
ー
ナ

種
目　

①
一
般
男
子
の
部
（
高
校

生
以
上
の
男
性
）、②
一
般
女
子
の

部
（
高
校
生
以
上
の
女
性
）、
③

子
ど
も
の
部
（
小
学
生
か
ら
中
学

生
の
男
女
。
た
だ
し
、
出
場
選
手

の
合
計
年
齢
が　

歳
以
内
）

65

参
加
資
格　

中
野
市
内
に
在
住
ま

た
は
在
勤
す
る
者

申
込
期
限　

２
月　

日�
午
後
５

10

時
ま
で

※
申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
直

　

接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

利
用
で
き
る
時
間
帯　

①
平
日　

午
後
６
時
〜　

時
10

②
土
・
日
曜
日
お
よ
び
祝
日　

午

前
９
時
〜
午
後　

時
10

（
学
校
行
事
等
の
都
合
に
よ
り
利

用
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
）

使
用
料　

照
明
料
と
し
て
１
時
間

あ
た
り
１
０
０
円

※
申
請
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
直

　

接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

期
日　

３
月　

日�
14

場
所　

中
野
市
民
体
育
館

時
間　

・
受
付　

午
後
６
時　

分
〜

15

・
開
会
式　

午
後
６
時　

分
〜

45

・
ゲ
ー
ム
開
始　

午
後
７
時
〜

競
技
種
目　

①
男
女
混
合
（　

歳
40

以
上
）、
②
男
女
混
合
（
年
齢
制

限
な
し
）、
③
一
般
女
子

※
①
の
参
加
チ
ー
ム
が
少
数
の
場

　

合
、
②
と
種
目
を
統
合
し
て
競

　

技
を
行
い
ま
す
。

チ
ー
ム
編
成
条
件
等　

①
中
野
市
に
在
住
、
在
勤
す
る
者

で
構
成
す
る
こ
と
。

②
選
手
お
よ
び
交
代
要
員
を
含
め
、

８
名
以
内
と
す
る
こ
と
。

③
１
人
で
２
チ
ー
ム
以
上
に
参
加

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

④
男
女
混
合
は
、
女
性
２
名
以
上

第
１
回
市
民
ソ
フ
ト

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

参
加
者
募
集

市
民
体
育
館

�
３
５
７
２

�

第
１
回
Ｂ
＆
Ｇ
財
団

会
長
杯
綱
引
き
大
会

参
加
者
募
集

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
（�

３
８
０
０
）
ま
た
は
市
民
体

育
館
（�
３
５
７
２
）

��

�

�

�

����������������������������

����������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

●国民年金保険料の納め忘れはありませんか？
　国民年金保険料の納期限は、翌月の末日となっています。
　納め忘れがあると、老後に受け取る年金（老齢基礎年金）が
減ったり、受けられない場合があります。そのほか、障害や死
亡といった「万が一」の時に受けられる障害基礎年金や遺族基
礎年金も、保険料の未納が一定期間以上あると受けられません。
　納め忘れのない「便利・確実・安心」な口座振替のご利用を
おすすめします。また、経済的な理由などで納めるのが困難な
方は、保険料納付が免除または猶予される制度がありますので、
お早めに社会保険事務所や市役所までご相談ください。
●国民年金保険料控除証明書の発行について
　平成17年分の所得から年末調整や確定申告する際に、控除証
明書の添付が必要となりました。この証明書が見当たらない方
は、控除証明書専用ダイヤル（０５７０－００－９９１１）ま
でお問い合わせください（市内通話料金でご利用できます）。
　なお、再発行は、最寄りの社会保険事務所でも可能です。
問い合わせ先　市民課国民年金係（内線２３７）・豊田支所市民
環境課市民環境係（内線１５２）または長野北社会保険事務所
（０２６（244）４１００）

国民年金加入者の皆さまへ

奨
学
金
の
貸
与

学
校
教
育
課
総
務
係

（
内
線
３
０
３
）

�介
護
予
防
地
域
講
座

（
お
達
者
く
ら
ぶ
）

�
高
齢
者
福
祉
課
保
健
福
祉
係

（
内
線
２
９
６
）
ま
た
は
豊

田
支
所
内
豊
田
在
宅
介
護
支

援
セ
ン
タ
ー （
内
線
１
４
４
）

学
校
体
育
施
設
開
放

利
用
団
体
募
集

市
民
体
育
館

�
３
５
７
２

�
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◆
中
野
人
権
セ
ン
タ
ー

　

大
阪
を
拠
点
に
教
育
改
革
に
つ

い
て
提
言
を
続
け
て
い
る
野
口
先

生
に
、
子
ど
も
と
の
接
点
の
持
ち

方
に
つ
い
て
、
大
胆
に
笑
い
を
交

え
て
お
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

期
日　

２
月　

日�
20

時
間　

午
後
６
時　

分
か
ら

30

場
所　

中
央
公
民
館
講
堂

演
題　

「
変
え
よ
う　

子
ど
も
へ

の
ア
プ
ロ
ー
チ
」

講
師　

園
田
女
子
大
学
教
授
、
元

堺
市
教
育
長　

野
口
克
海
先
生

◆
豊
田
人
権
セ
ン
タ
ー

　

認
知
症
は
誰
も
が
な
り
え
る
病

気
で
す
。「
こ
う
い
う
時
は
認
知
症

の
始
ま
り
で
す
よ
」、「
こ
う
い
う

こ
と
は
絶
対
に
や
ら
な
い
方
が
い

い
で
す
よ
」
と
い
っ
た
、
認
知
症

の
方
の
心
に
触
れ
な
が
ら
、
か
か

わ
っ
て
い
く
方
法
に
つ
い
て
お
話

を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、

認
知
症
の
自
己
判
断
等
も
行
い
ま

す
の
で
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

期
日　

２
月　

日�
17

時
間　

午
後
７
時
か
ら

場
所　

豊
田
人
権
セ
ン
タ
ー

演
題　

「
認
知
症
と
向
き
合
っ
て
」

講
師　

県
介
護
福
祉
士
会
名
誉
会

長　

小
島
つ
る
江
さ
ん

※
両
会
場
と
も
入
場
無
料
で
す
。

出
か
け
て

　

み
ま
せ
ん
か ⑨

　

今
回
の
講
習
会
で
は
、
そ
の
応

急
手
当
に
関
す
る
知
識
と
技
術
、

ま
た
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
り
扱
い
な
ど

を
学
び
ま
す
。

期
日　

２
月　

日�
26

時
間　

午
後
１
時　

分
〜
４
時　

分

30

30

会
場　

岳
南
広
域
消
防
本
部
講
堂

定
員　
　

名
程
度
（
受
講
料
無
料
）

30

申
込
方
法　

中
野
消
防
署
に
備
え

付
け
の
「
普
通
救
命
講
習
会
受
講

申
込
書
」
に
記
入
の
う
え
、
受
講

日
の
３
日
前
ま
で
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
（
電
話
申
込
も
可
）。

そ
の
他　

服
装
は
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

ウ
ェ
ア
等
の
動
き
や
す
い
も
の
と

し
、
筆
記
用
具
を
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。
な
お
、
講
習
会
修
了
者
に

は
修
了
証
を
交
付
し
ま
す
。

　

近
年
、
心
筋
梗
塞
な
ど
に
よ
る

突
然
の
心
臓
停
止
や
呼
吸
停
止
が

起
き
て
、
不
幸
な
結
果
に
な
る
事

例
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
い
か
に
早
く
そ
の
場

に
居
合
わ
せ
た
人
が
心
肺
蘇
生
を

行
い
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除

細
動
器
）
を
適
切
に
使
用
す
る
か

が
救
命
の
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　

救
命
率
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に

は
、
付
近
に
居
合
わ
せ
た
人
が
、

迅
速
で
的
確
な
応
急
手
当
を
す
る

こ
と
が
重
要
で
す
。

　

記
念
館
の
敷
地
に
は
、
江
戸
時

代
に
「
中
野
陣
屋
」
が
、
明
治
時

代
に
は
「
中
野
県
庁
」
が
置
か
れ

て
い
ま
し
た
。
陣
屋
や
県
庁
時
代

中
野
陣
屋
・

県
庁
記
念
館

所在地／中央2-4-4

普
通
救
命
講
習
会

中
野
消
防
署
警
防
係

�
０
１
１
９

�

人
権
教
育
講
座

中
野
人
権
セ
ン
タ
ー
（�
２
２

８
７
）
ま
た
は
豊
田
人
権
セ
ン

タ
ー
（�
３
５
２
２
）

�

普通救命講習内容

時間細　　目項　　目

  30分 応急手当の目的、必要性応急手当の重要性

 150分

 意識の確認、 通報、 気道確保要領

基本的心
肺蘇生法
（実技）

心
肺
蘇
生
法

救
命
に
必
要
な
応
急
手
当

 呼気吹き込み人工呼吸法

 循環のサインと心臓マッサージ要領

 シナリオに対応した心肺蘇生要領

 ＡＥＤの使用方法(ビデオ、デモ)
ＡＥＤの
使用方法

 指導者による使用法を実際に呈示

 ＡＥＤの実技要領

 異物除去要領異物除去法

 心肺蘇生法の効果確認効果確認

 直接圧迫止血法
止血法

 止血帯法

の
歴
史
的
資
料
や
、
市
収
蔵
美
術

品
な
ど
を
展
示
す
る
と
と
も
に
、

喫
茶
ス
ペ
ー
ス
も
あ
り
、
市
民
の

文
化
活
動
や
憩
い
の
場
と
な
っ
て

い
ま
す
。

中
野
小
学
校
旧
校
舎 
・

信
州
中
野
銅
石
版
画

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

　

一
本
木
公
園
内
に
あ
る
、
市
指

定
有
形
文
化
財
の
中
野
小
学
校
旧

校
舎
を
生
か
し
た
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

で
す
。
銅
石
版
画
は
赤
川
勲
氏
か

ら
寄
贈
を
受
け
た
も
の
で
、
平
山

郁
夫
や
森
田
曠
平
な
ど
数
々
の
著

名
画
家
の
作
品
の
展
示
や
、
中
野

市
ゆ
か
り
の
彫
刻
家
菊
池
一
雄
の

作
品
も
展
示
し
て
い
ま
す
。

所在地／一本木479-5
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中
野
市
で
は
、
高
等
学
校
、
大

学
、
短
期
大
学
、
高
等
専
門
学
校

及
び
専
修
学
校
に
進
学
ま
た
は
在

学
す
る
方
（
通
信
制
・
通
信
教
育

を
除
く
）
に
奨
学
金
を
貸
与
し
ま
す
。

貸
与
の
要
件　

市
内
に
引
き
続
き

１
年
以
上
居
住
し
て
い
た
こ
と
、

経
済
的
理
由
に
よ
り
就
学
困
難
で

あ
る
こ
と
等

募
集
人
員　

６
名
程
度

募
集
締
切　

４
月　

日�
25

※
申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
直

　

接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

中
野
地
域

●
２
月
９
日�
午
前
９
時　

分
〜

30

　

時　

分
・
越
構
造
改
善
セ
ン
タ
ー

11

30

●
２
月　

日�
午
後
２
時
〜
４
時

13

・
東
吉
田
区
民
会
館

●
２
月　

日�
午
後
２
時
〜
４
時

16

・
厚
貝
公
民
館

●
２
月　

日�
午
後
２
時
〜
４
時

28

・
厚
貝
公
民
館

●
３
月
６
日�
午
後
２
時
〜
４
時

・
越
構
造
改
善
セ
ン
タ
ー

豊
田
地
域

●
２
月　

日�
午
後
２
時
〜
４
時

10

・
上
今
井
公
民
館

●
２
月　

日�
午
後
２
時
〜
４
時

14

・
道
光
寺
集
会
所

●
２
月　

日�
午
前
９
時　

分
〜

24

30

　

時　

分
・
豊
田
文
化
セ
ン
タ
ー

11

30

●
３
月
３
日�
午
前
９
時　

分
〜

30

　

時　

分
・
親
川
太
子
堂

11

30

●
３
月
７
日�
午
前
９
時　

分
〜

30

　

時　

分
・
豊
田
文
化
セ
ン
タ
ー
、

11

30

午
後
２
時
〜
４
時
・
奥
手
山
公
会
堂

※
内
容
や
費
用
な
ど
、
詳
し
く
は

　

直
接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

社
会
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
を
図
る

た
め
、
平
成　

年
度
の
市
内
小
中

18

学
校
体
育
施
設
の
開
放
事
業
利
用

団
体
を
募
集
し
ま
す
。

受
付
期
限　

３
月
３
日�

対
象
と
な
る
団
体　

市
内
に
在
住
、

在
勤
ま
た
は
在
学
す
る
者
で
組
織

し
、
か
つ
満　

歳
以
上
の
責
任
者

20

及
び
管
理
指
導
員
と
し
て
従
事
す

る
こ
と
の
で
き
る
者
を
有
す
る
ス

ポ
ー
ツ
団
体

利
用
で
き
る
施
設　

市
内
の
各
小

学
校
お
よ
び
各
中
学
校
の
体
育
館

お知らせ

中野市役所
�22-2111
FAX(広報直通)
22-2445
豊田支所
�38-3111

が
常
に
プ
レ
ー
す
る
こ
と
。

参
加
料　

無
料

申
込
締
切　

３
月
３
日�

※
申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
直

　

接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

期
日　

２
月　

日�
19

時
間　

・
受
付　

午
前
８
時　

分
〜

30

・
競
技
開
始　

午
前
９
時　

分
〜

20

場
所　

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
ア

リ
ー
ナ

種
目　

①
一
般
男
子
の
部
（
高
校

生
以
上
の
男
性
）、②
一
般
女
子
の

部
（
高
校
生
以
上
の
女
性
）、
③

子
ど
も
の
部
（
小
学
生
か
ら
中
学

生
の
男
女
。
た
だ
し
、
出
場
選
手

の
合
計
年
齢
が　

歳
以
内
）

65

参
加
資
格　

中
野
市
内
に
在
住
ま

た
は
在
勤
す
る
者

申
込
期
限　

２
月　

日�
午
後
５

10

時
ま
で

※
申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
直

　

接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

利
用
で
き
る
時
間
帯　

①
平
日　

午
後
６
時
〜　

時
10

②
土
・
日
曜
日
お
よ
び
祝
日　

午

前
９
時
〜
午
後　

時
10

（
学
校
行
事
等
の
都
合
に
よ
り
利

用
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
）

使
用
料　

照
明
料
と
し
て
１
時
間

あ
た
り
１
０
０
円

※
申
請
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
直

　

接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

期
日　

３
月　

日�
14

場
所　

中
野
市
民
体
育
館

時
間　

・
受
付　

午
後
６
時　

分
〜

15

・
開
会
式　

午
後
６
時　

分
〜

45

・
ゲ
ー
ム
開
始　

午
後
７
時
〜

競
技
種
目　

①
男
女
混
合
（　

歳
40

以
上
）、
②
男
女
混
合
（
年
齢
制

限
な
し
）、
③
一
般
女
子

※
①
の
参
加
チ
ー
ム
が
少
数
の
場

　

合
、
②
と
種
目
を
統
合
し
て
競

　

技
を
行
い
ま
す
。

チ
ー
ム
編
成
条
件
等　

①
中
野
市
に
在
住
、
在
勤
す
る
者

で
構
成
す
る
こ
と
。

②
選
手
お
よ
び
交
代
要
員
を
含
め
、

８
名
以
内
と
す
る
こ
と
。

③
１
人
で
２
チ
ー
ム
以
上
に
参
加

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

④
男
女
混
合
は
、
女
性
２
名
以
上

第
１
回
市
民
ソ
フ
ト

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

参
加
者
募
集

市
民
体
育
館

�
３
５
７
２

�

第
１
回
Ｂ
＆
Ｇ
財
団

会
長
杯
綱
引
き
大
会

参
加
者
募
集

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
（�

３
８
０
０
）
ま
た
は
市
民
体

育
館
（�
３
５
７
２
）

��

�

�

�

����������������������������

����������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

●国民年金保険料の納め忘れはありませんか？
　国民年金保険料の納期限は、翌月の末日となっています。
　納め忘れがあると、老後に受け取る年金（老齢基礎年金）が
減ったり、受けられない場合があります。そのほか、障害や死
亡といった「万が一」の時に受けられる障害基礎年金や遺族基
礎年金も、保険料の未納が一定期間以上あると受けられません。
　納め忘れのない「便利・確実・安心」な口座振替のご利用を
おすすめします。また、経済的な理由などで納めるのが困難な
方は、保険料納付が免除または猶予される制度がありますので、
お早めに社会保険事務所や市役所までご相談ください。
●国民年金保険料控除証明書の発行について
　平成17年分の所得から年末調整や確定申告する際に、控除証
明書の添付が必要となりました。この証明書が見当たらない方
は、控除証明書専用ダイヤル（０５７０－００－９９１１）ま
でお問い合わせください（市内通話料金でご利用できます）。
　なお、再発行は、最寄りの社会保険事務所でも可能です。
問い合わせ先　市民課国民年金係（内線２３７）・豊田支所市民
環境課市民環境係（内線１５２）または長野北社会保険事務所
（０２６（244）４１００）

国民年金加入者の皆さまへ

奨
学
金
の
貸
与

学
校
教
育
課
総
務
係

（
内
線
３
０
３
）

�介
護
予
防
地
域
講
座

（
お
達
者
く
ら
ぶ
）

�
高
齢
者
福
祉
課
保
健
福
祉
係

（
内
線
２
９
６
）
ま
た
は
豊

田
支
所
内
豊
田
在
宅
介
護
支

援
セ
ン
タ
ー （
内
線
１
４
４
）

学
校
体
育
施
設
開
放

利
用
団
体
募
集

市
民
体
育
館

�
３
５
７
２

�
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◆
中
野
人
権
セ
ン
タ
ー

　

大
阪
を
拠
点
に
教
育
改
革
に
つ

い
て
提
言
を
続
け
て
い
る
野
口
先

生
に
、
子
ど
も
と
の
接
点
の
持
ち

方
に
つ
い
て
、
大
胆
に
笑
い
を
交

え
て
お
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

期
日　

２
月　

日�
20

時
間　

午
後
６
時　

分
か
ら

30

場
所　

中
央
公
民
館
講
堂

演
題　

「
変
え
よ
う　

子
ど
も
へ

の
ア
プ
ロ
ー
チ
」

講
師　

園
田
女
子
大
学
教
授
、
元

堺
市
教
育
長　

野
口
克
海
先
生

◆
豊
田
人
権
セ
ン
タ
ー

　

認
知
症
は
誰
も
が
な
り
え
る
病

気
で
す
。「
こ
う
い
う
時
は
認
知
症

の
始
ま
り
で
す
よ
」、「
こ
う
い
う

こ
と
は
絶
対
に
や
ら
な
い
方
が
い

い
で
す
よ
」
と
い
っ
た
、
認
知
症

の
方
の
心
に
触
れ
な
が
ら
、
か
か

わ
っ
て
い
く
方
法
に
つ
い
て
お
話

を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、

認
知
症
の
自
己
判
断
等
も
行
い
ま

す
の
で
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

期
日　

２
月　

日�
17

時
間　

午
後
７
時
か
ら

場
所　

豊
田
人
権
セ
ン
タ
ー

演
題　

「
認
知
症
と
向
き
合
っ
て
」

講
師　

県
介
護
福
祉
士
会
名
誉
会

長　

小
島
つ
る
江
さ
ん

※
両
会
場
と
も
入
場
無
料
で
す
。

出
か
け
て

　

み
ま
せ
ん
か ⑨

　

今
回
の
講
習
会
で
は
、
そ
の
応

急
手
当
に
関
す
る
知
識
と
技
術
、

ま
た
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
り
扱
い
な
ど

を
学
び
ま
す
。

期
日　

２
月　

日�
26

時
間　

午
後
１
時　

分
〜
４
時　

分

30

30

会
場　

岳
南
広
域
消
防
本
部
講
堂

定
員　
　

名
程
度
（
受
講
料
無
料
）

30

申
込
方
法　

中
野
消
防
署
に
備
え

付
け
の
「
普
通
救
命
講
習
会
受
講

申
込
書
」
に
記
入
の
う
え
、
受
講

日
の
３
日
前
ま
で
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
（
電
話
申
込
も
可
）。

そ
の
他　

服
装
は
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

ウ
ェ
ア
等
の
動
き
や
す
い
も
の
と

し
、
筆
記
用
具
を
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。
な
お
、
講
習
会
修
了
者
に

は
修
了
証
を
交
付
し
ま
す
。

　

近
年
、
心
筋
梗
塞
な
ど
に
よ
る

突
然
の
心
臓
停
止
や
呼
吸
停
止
が

起
き
て
、
不
幸
な
結
果
に
な
る
事

例
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
い
か
に
早
く
そ
の
場

に
居
合
わ
せ
た
人
が
心
肺
蘇
生
を

行
い
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除

細
動
器
）
を
適
切
に
使
用
す
る
か

が
救
命
の
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　

救
命
率
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に

は
、
付
近
に
居
合
わ
せ
た
人
が
、

迅
速
で
的
確
な
応
急
手
当
を
す
る

こ
と
が
重
要
で
す
。

　

記
念
館
の
敷
地
に
は
、
江
戸
時

代
に
「
中
野
陣
屋
」
が
、
明
治
時

代
に
は
「
中
野
県
庁
」
が
置
か
れ

て
い
ま
し
た
。
陣
屋
や
県
庁
時
代

中
野
陣
屋
・

県
庁
記
念
館

所在地／中央2-4-4

普
通
救
命
講
習
会

中
野
消
防
署
警
防
係

�
０
１
１
９

�

人
権
教
育
講
座

中
野
人
権
セ
ン
タ
ー
（�
２
２

８
７
）
ま
た
は
豊
田
人
権
セ
ン

タ
ー
（�
３
５
２
２
）

�

普通救命講習内容

時間細　　目項　　目

  30分 応急手当の目的、必要性応急手当の重要性

 150分

 意識の確認、 通報、 気道確保要領

基本的心
肺蘇生法
（実技）

心
肺
蘇
生
法

救
命
に
必
要
な
応
急
手
当

 呼気吹き込み人工呼吸法

 循環のサインと心臓マッサージ要領

 シナリオに対応した心肺蘇生要領

 ＡＥＤの使用方法(ビデオ、デモ)
ＡＥＤの
使用方法

 指導者による使用法を実際に呈示

 ＡＥＤの実技要領

 異物除去要領異物除去法

 心肺蘇生法の効果確認効果確認

 直接圧迫止血法
止血法

 止血帯法

の
歴
史
的
資
料
や
、
市
収
蔵
美
術

品
な
ど
を
展
示
す
る
と
と
も
に
、

喫
茶
ス
ペ
ー
ス
も
あ
り
、
市
民
の

文
化
活
動
や
憩
い
の
場
と
な
っ
て

い
ま
す
。

中
野
小
学
校
旧
校
舎 
・

信
州
中
野
銅
石
版
画

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

　

一
本
木
公
園
内
に
あ
る
、
市
指

定
有
形
文
化
財
の
中
野
小
学
校
旧

校
舎
を
生
か
し
た
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

で
す
。
銅
石
版
画
は
赤
川
勲
氏
か

ら
寄
贈
を
受
け
た
も
の
で
、
平
山

郁
夫
や
森
田
曠
平
な
ど
数
々
の
著

名
画
家
の
作
品
の
展
示
や
、
中
野

市
ゆ
か
り
の
彫
刻
家
菊
池
一
雄
の

作
品
も
展
示
し
て
い
ま
す
。

所在地／一本木479-5
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子
ど
も
と
一
緒
に
絵
本
を
読
ん

で
み
ま
せ
ん
か
。
子
ど
も
は
、
本

を
読
ん
で
く
れ
た
人
と
の
ス
キ
ン

シ
ッ
プ
に
よ
っ
て
、
落
ち
着
い
た

心
を
も
つ
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
心
の
充
実
感
を
知
る
と

と
も
に
、
困
難
を
乗
り
切
る
勇
気

も
芽
生
え
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

期
日　

２
月　

日�
18

時
間　

午
後
１
時　

分
〜
３
時

30

１
部
ご
持
参
く
だ
さ
い
。）

参
加
企
業　
　

社
を
予
定
（
北
信

80

地
区
に
本
社
ま
た
は
就
業
場
所
が

あ
る
企
業
）

参
加
料　

無
料

そ
の
他　

企
業
人
事
採
用
担
当
者

と
面
接
・
相
談
が
で
き
ま
す
。

※
駐
車
場
（
有
料
）
に
限
り
が
あ

　

り
ま
す
の
で
、
公
共
交
通
機
関

　

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

場
所　

豊
田
人
権
セ
ン
タ
ー

講
演　

お
は
な
し�
び
っ
く
り
ば
こ

費
用　

無
料

期
日　

２
月　

日�
25

時
間　

午
後
１
時
〜
３
時

場
所　

長
野
県
勤
労
者
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
長
野
市
旭
町
）

演
題　

「
ゴ
ミ
か
ら
見
え
て
く
る

人
の
行
動
心
理
」

講
師　

放
送
大
学
長
野
学
習
セ
ン

タ
ー　

所
長　

沖
野 
外
輝
夫
氏

そ
の
他　

参
加
は
無
料
で
、
ど
な

た
で
も
聴
講
で
き
ま
す
。

期
日　

２
月　

日�
17

時
間　

午
後
１
時
〜
４
時
（
受
付

は
正
午
〜
午
後
３
時　

分
）

30

会
場　

メ
ル
パ
ル
ク
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｎ

Ｏ　

１
階
ホ
ー
ル

対
象
者

①
平
成　

年
３
月
に
、
大
学
・
短

18

大
・
高
専
・
専
修
学
校
等
を
卒

業
予
定
の
者

②
概
ね　

歳
未
満
の
一
般
求
職
者

35

（
一
般
求
職
者
は
、
履
歴
書
を

　

リ
サ
イ
ク
ル
と
ゴ
ミ
の
減
量

化
の
た
め
、
ご
家
庭
で
使
わ
な

く
な
っ
た
物
や
欲
し
い
物
を
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

（
１
月　

日
現
在
で
掲
載
）

18

★
キ
ー
ボ
ー
ド
★
こ
た
つ
★
ベ

ビ
ー
カ
ー
★
バ
ッ
ト
（
子
供
用
）

★
ベ
ッ
ド
★
ロ
ー
ラ
ー
ブ
レ
ー

ド
★
オ
ル
ガ
ン
★
除
雪
用
シ
ャ

ベ
ル
★
ス
キ
ー
セ
ッ
ト
★
バ
ス

チ
ェ
ア
（
子
供
用
）
★
大
人
用

三
輪
車
★
自
転
車
★
味
噌
桶

 （
家
庭
用
）★
食
器
棚
★
テ
ニ
ス

ラ
ケ
ッ
ト
★
カ
ラ
オ
ケ
セ
ッ
ト

★
人
形
ケ
ー
ス
★
バ
ギ
ー
（
３

歳
ま
で
）
★
子
供
服
★
足
踏
み

ミ
シ
ン
★
三
味
線
（
稽
古
用
）

�
ゆ
ず
り
ま
す

★
太
陽
熱
温
水
器
★
電
子
ピ

ア
ノ
★
英
語
用
教
材
（
子
供

用
）
★
ガ
ス
コ
ン
ロ
★
歩
行
器

 （
子
供
用
）

★
ビ
デ
オ
★
足
踏
み
ミ
シ
ン

（
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
調
）
★
ラ
ジ

カ
セ
★
Ｃ
Ｄ
ラ
ジ
カ
セ
★
ソ
フ

ァ
ー
★
ア
ッ
プ
ラ
イ
ト
ピ
ア
ノ

★
三
味
線
★
電
動
車
イ
ス
★
車

イ
ス
★
Ｍ
Ｄ
コ
ン
ポ
★
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
ラ
ケ
ッ
ト
★
ノ
ー
ト
パ

ソ
コ
ン
★
シ
ン
セ
サ
イ
ザ
ー
★

寝
袋
★
オ
ー
ブ
ン
レ
ン
ジ
★
ス

ノ
ー
シ
ュ
ー
★
か
ん
じ
き
★
コ

ン
ビ
ラ
ッ
ク
★
布
団
★
カ
ラ
オ

ケ
セ
ッ
ト
★
カ
ー
オ
ー
デ
ィ
オ

申
し
込
み
先　

市
民
課
生
活
交

通
安
全
係
（
内
線
２
３
８
）

問
い
合
わ
せ
先　

市
民
課
生
活

交
通
安
全
係
（
内
線
２
３
８
）

ま
た
は
豊
田
支
所
市
民
環
境
課

市
民
環
境
係
（
内
線
１
５
１
）

�
ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い

ご
利
用
く
だ
さ
い

ご
利
用
く
だ
さ
い�

リ
サ
イ
ク
ル

リ
サ
イ
ク
ル

北
信
地
区

就
職
面
接
会

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
飯
山

（
０
２
６
９�
８
６
０
９
）

�

キ
ッ
ズ ・ 
え
ほ
ん
☆
か
い

 （
絵
本
読
み
聞
か
せ
会
）

豊
田
人
権
セ
ン
タ
ー

�
３
５
２
２

�

放
送
大
学
公
開
講
演
会

放
送
大
学
長
野
学
習
セ
ン
タ
ー

放
送
大
学
長
野
同
窓
会

０
２
６
６�
２
３
３
２

�

省省省省省省省省省省省省省省省省
エエエエエエエエエエエエエエエエ
ネネネネネネネネネネネネネネネネ
ルルルルルルルルルルルルルルルル
ギギギギギギギギギギギギギギギギ
ーーーーーーーーーーーーーーーー
月月月月月月月月月月月月月月月月
間間間間間間間間間間間間間間間間

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
月
間

　

電
気
、
ガ
ス
、
灯
油
等
の
暖
房

用
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
需
要
が
増
加
す

る
冬
季
、
中
で
も
、
特
に
寒
さ
が

厳
し
い
２
月
を
「
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

月
間
」
と
し
て
い
ま
す
。
暖
房
中

の
室
温
は　

℃
程
度
と
し
、
電
気

20

機
器
の
電
源
は
こ
ま
め
に
切
る
よ

う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

志賀中野有料道路の通行料

・通勤時間短縮、交通渋滞緩和、燃料・ＣＯ２削減の
　ためにも志賀中野有料道路を利用しましょう。
・昼間の無料化に向けて一層の利用をお願いします。

昼間は１００円！
午後10時～午前６時の夜間は無料！

�

�

�

�

������������������������
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　平成17年分の確定申告による所得税の納期限は、平成
18年３月15日（水）ですので、早めにお済ませください。
　また、振替納税を既に利用されている方は、口座振替
日の２～３日前までに、指定された預貯金口座の残高を
ご確認ください。まだ振替納税を利用されていない方は、
納税のための手数が省け、うっかり納期限を忘れてしま
うこともなく大変便利ですので、ぜひご利用ください。
　なお、現金で納付する場合は、申告書の提出後に、税
務署からの納付書の送付や納税通知等によるお知らせは
ありません。納付書をお持ちでない方は、お近くの金融
機関または税務署に用意してあります納付書で納付して
ください。
問い合わせ先

信濃中野税務署（（22）３１５１）

納 税 は 期 限 内 に
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作
品
を
中
心
に
展
示
し
ま
す
。

和
紙
と
山
野
草
の
出
会
い
・
あ

か
り
展

２
月
５
日�
ま
で

倉
石
淳
子
―
信
州
で
の
友
禅
の

歩
み

２
月
８
日�
〜　

日�
19

日
下
里
美
木
版
画
展

２
月　

日�
〜
３
月
５
日�

22

長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
８
回
記
念

ピ
ン
バ
ッ
ジ
展

３
月　

日�
ま
で

17

火
曜
日
休
館
。
施
設
使
用
予
約

は
６
か
月
前
か
ら
受
け
付
け
ま
す
。

「
中
野
の
民
具
展
」

２
月
３
日�
〜
５
月　

日�
24

※
数
十
年
前
に
使
用
さ
れ
て
い

　

た
懐
か
し
い
生
活
道
具
や
、

　

修
復
し
た
江
戸
時
代
の
享
保

　

雛
な
ど
を
展
示
し
ま
す
。

常
設
展
「
花
と
小
さ
な
い
き
も

の
た
ち
」

３
月
５
日�
ま
で

※
館
収
蔵
品
の
版
画
の
中
か
ら
、

　

花
々
や
動
物
な
ど
を
描
い
た

中
野
小
学
校
旧
校
舎 
・

信
州
中
野
銅
石
版
画

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

歴
史
民
俗
資
料
館

中
野
陣
屋 
・ 

県
庁
記
念
館

展
示
案
内

会場 ・ 問い合わせ先日時相談名

福祉ふれあいセンター
　  （� 26 － 3111）
　 　法律相談は予約が
    必要となりますので、
ご希望の方は福祉ふ
れあいセンターまで
 ご連絡ください。 　

毎週月～金曜日
13:30 ～ 16:30心配ごと相談
毎週月～金曜日
９ :00 ～ 17:00福祉相談
毎週月～金曜日
９ :00 ～ 17:00ボランティア相談
毎月第１・３月曜日
13:30 ～ 15:30法律相談
毎月第１・３日曜日
14:00 ～16:00結婚相談 (    　　　 )

市社会福祉協議会
� ２６－３１１１

毎月第２・４木曜日
13：30～15：30心の広場相談

市民会館 44 号
( 内線 335)

(中野地域)３月10日�
13:00 ～16:00行政相談所 豊田支所相談室

( 内線 114)
(豊田地域)３月10日�
９:00～11:30

人権センター
� ２３－４８１０
面接相談は予約が必要とな
ります。 

(電話)毎週月 ・ 水 ・ 金
９:00 ～17:00女性相談窓口 (面接)毎週月 ・ 水 ・ 金
９:00 ～13:00

北信地方事務所
� ２３－０２０２

毎月第３木曜日
10 :00 ～ 15:00交通事故巡回相談

福祉会館
( 中野地域からの有線は 21104）

毎月第１・ ３水曜日
14:00 ～ 16:00身体障害者相談所

市教育委員会
( 内線 304)毎週月～金曜日

９ :00 ～ 17:00子ども教育相談室
予約が必要となります。 
� ２６ － １２６０
(中野児童センター内)

毎週火曜日
９ :30 ～ 11:30テレホン子育て相談

� ２６ －５２１９
(平野児童センター内)

毎月第１木曜日
10:00 ～ 11:30児童保健相談

� ２３ － ３１９１
(市教育委員会内)常時いじめ相談３１９１
南宮庁舎職業相談室
(�23 － 4710）

毎週月～金曜日
８ :30 ～ 17:00職業相談

会場
人権センター

相談は無料、 秘密は厳守
各種相談日程

参
加
費　

無
料

※
内
容
な
ど
詳
し
く
は
、
直
接
お

　

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

活
動
内
容　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
へ

の
回
答
（
年
２
回
実
施
予
定
）
及

び
モ
ニ
タ
ー
会
議
へ
の
出
席
（
年

１
回
開
催
予
定
）

景
観
講
演
会

北
信
地
方
事
務
所
建
築
課

�
３
１
１
１

�

委
嘱
期
間　

４
月
１
日
か
ら
１
年
間

応
募
資
格　

電
話
・
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
等
の
電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス
に

期
日　

２
月　

日�
28

時
間　

午
後
１
時　

分
〜
３
時

30

会
場　

北
信
合
同
庁
舎　

講
堂

演
題　

「
ま
ち
づ
く
り
と
環
境
色

彩
計
画
」

講
師　

色
彩
計
画
家　

吉
田
愼
悟

さ
ん

※
入
場
無
料
。
詳
し
く
は
、
直
接

　

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

私
た
ち
の
住
む
地
域
を
元
気
に

す
る
た
め
、
ま
ち
づ
く
り
の
ス
ペ

シ
ャ
リ
ス
ト
で
あ
る
内
山
二
郎
氏

を
講
師
に
、
地
域
づ
く
り
実
践
講

座
（
計
４
回
）
を
開
催
し
ま
す
。

期
日　

２
月
７
日�
、　

日�
、

21

　

日�
、
３
月
７
日�

28時
間　

午
後
６
時　

分
〜
８
時　

分

30

30

会
場　

福
祉
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

地
域
づ
く
り
実
践
講
座

中
野
市
社
会
福
祉
協
議
会

�
３
１
１
１

�

電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス

モ
ニ
タ
ー
募
集

総
務
省
信
越
総
合
通
信
局
情

報
通
信
部
電
気
通
信
事
業
課

（
０
２
６ （　

） ９
９
７
２
）

234

�

感
心
が
あ
る
満　

歳
以
上
の
方

20

募
集
人
員　
　

名
20

募
集
期
限　

２
月　

日�
20

　
　

▼
延
徳
小
学
校
児
童
図
書
購
入

費
と
し
て
、

　

現
金　

万
円
〈
愛
知
県
名
古

20

屋
市
・
大
井
正
隆
様
〉

▼
歴
史
民
俗
資
料
館
の
展
示
お

よ
び
収
蔵
資
料
と
し
て
、

・
古
文
書
（
一
括
）、
拍
子
木

（
一
組
）〈
南
永
江
・
伝
田

巌
様
〉

・
長
野
懸
中
野
町
役
場
、
町
田

曲
江
、
菊
池
契
月
の
絵
は
が

き
（　

枚
）〈
東
京
都
足
立

40

区
・
小
山
英
太
郎
様
〉

▼ 
中
野
陣
屋
・
県
庁
記
念
館
常

設
展
「
世
界
の
馬
っ
こ
展
」

の
充
実
、
展
示
の
た
め
、

　

馬
繋
ぎ
石
〈
松
川
・
小
田
切

孝
行
様
〉

ご
寄
付

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

平
成　

年　

月　

日
か
ら

17

12

20

平
成　

年
１
月　

日
ま
で

18

18

 （　
　
　
 　
　
  
）
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子
ど
も
と
一
緒
に
絵
本
を
読
ん

で
み
ま
せ
ん
か
。
子
ど
も
は
、
本

を
読
ん
で
く
れ
た
人
と
の
ス
キ
ン

シ
ッ
プ
に
よ
っ
て
、
落
ち
着
い
た

心
を
も
つ
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
心
の
充
実
感
を
知
る
と

と
も
に
、
困
難
を
乗
り
切
る
勇
気

も
芽
生
え
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

期
日　

２
月　

日�
18

時
間　

午
後
１
時　

分
〜
３
時

30

１
部
ご
持
参
く
だ
さ
い
。）

参
加
企
業　
　

社
を
予
定
（
北
信

80

地
区
に
本
社
ま
た
は
就
業
場
所
が

あ
る
企
業
）

参
加
料　

無
料

そ
の
他　

企
業
人
事
採
用
担
当
者

と
面
接
・
相
談
が
で
き
ま
す
。

※
駐
車
場
（
有
料
）
に
限
り
が
あ

　

り
ま
す
の
で
、
公
共
交
通
機
関

　

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

場
所　

豊
田
人
権
セ
ン
タ
ー

講
演　

お
は
な
し�
び
っ
く
り
ば
こ

費
用　

無
料

期
日　

２
月　

日�
25

時
間　

午
後
１
時
〜
３
時

場
所　

長
野
県
勤
労
者
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
長
野
市
旭
町
）

演
題　

「
ゴ
ミ
か
ら
見
え
て
く
る

人
の
行
動
心
理
」

講
師　

放
送
大
学
長
野
学
習
セ
ン

タ
ー　

所
長　

沖
野 
外
輝
夫
氏

そ
の
他　

参
加
は
無
料
で
、
ど
な

た
で
も
聴
講
で
き
ま
す
。

期
日　

２
月　

日�
17

時
間　

午
後
１
時
〜
４
時
（
受
付

は
正
午
〜
午
後
３
時　

分
）

30

会
場　

メ
ル
パ
ル
ク
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｎ

Ｏ　

１
階
ホ
ー
ル

対
象
者

①
平
成　

年
３
月
に
、
大
学
・
短

18

大
・
高
専
・
専
修
学
校
等
を
卒

業
予
定
の
者

②
概
ね　

歳
未
満
の
一
般
求
職
者

35

（
一
般
求
職
者
は
、
履
歴
書
を

　

リ
サ
イ
ク
ル
と
ゴ
ミ
の
減
量

化
の
た
め
、
ご
家
庭
で
使
わ
な

く
な
っ
た
物
や
欲
し
い
物
を
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

（
１
月　

日
現
在
で
掲
載
）

18

★
キ
ー
ボ
ー
ド
★
こ
た
つ
★
ベ

ビ
ー
カ
ー
★
バ
ッ
ト
（
子
供
用
）

★
ベ
ッ
ド
★
ロ
ー
ラ
ー
ブ
レ
ー

ド
★
オ
ル
ガ
ン
★
除
雪
用
シ
ャ

ベ
ル
★
ス
キ
ー
セ
ッ
ト
★
バ
ス

チ
ェ
ア
（
子
供
用
）
★
大
人
用

三
輪
車
★
自
転
車
★
味
噌
桶

 （
家
庭
用
）★
食
器
棚
★
テ
ニ
ス

ラ
ケ
ッ
ト
★
カ
ラ
オ
ケ
セ
ッ
ト

★
人
形
ケ
ー
ス
★
バ
ギ
ー
（
３

歳
ま
で
）
★
子
供
服
★
足
踏
み

ミ
シ
ン
★
三
味
線
（
稽
古
用
）

�
ゆ
ず
り
ま
す

★
太
陽
熱
温
水
器
★
電
子
ピ

ア
ノ
★
英
語
用
教
材
（
子
供

用
）
★
ガ
ス
コ
ン
ロ
★
歩
行
器

 （
子
供
用
）

★
ビ
デ
オ
★
足
踏
み
ミ
シ
ン

（
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
調
）
★
ラ
ジ

カ
セ
★
Ｃ
Ｄ
ラ
ジ
カ
セ
★
ソ
フ

ァ
ー
★
ア
ッ
プ
ラ
イ
ト
ピ
ア
ノ

★
三
味
線
★
電
動
車
イ
ス
★
車

イ
ス
★
Ｍ
Ｄ
コ
ン
ポ
★
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
ラ
ケ
ッ
ト
★
ノ
ー
ト
パ

ソ
コ
ン
★
シ
ン
セ
サ
イ
ザ
ー
★

寝
袋
★
オ
ー
ブ
ン
レ
ン
ジ
★
ス

ノ
ー
シ
ュ
ー
★
か
ん
じ
き
★
コ

ン
ビ
ラ
ッ
ク
★
布
団
★
カ
ラ
オ

ケ
セ
ッ
ト
★
カ
ー
オ
ー
デ
ィ
オ

申
し
込
み
先　

市
民
課
生
活
交

通
安
全
係
（
内
線
２
３
８
）

問
い
合
わ
せ
先　

市
民
課
生
活

交
通
安
全
係
（
内
線
２
３
８
）

ま
た
は
豊
田
支
所
市
民
環
境
課

市
民
環
境
係
（
内
線
１
５
１
）

�
ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い

ご
利
用
く
だ
さ
い

ご
利
用
く
だ
さ
い�

リ
サ
イ
ク
ル

リ
サ
イ
ク
ル

北
信
地
区

就
職
面
接
会

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
飯
山

（
０
２
６
９�
８
６
０
９
）

�

キ
ッ
ズ ・ 
え
ほ
ん
☆
か
い

 （
絵
本
読
み
聞
か
せ
会
）

豊
田
人
権
セ
ン
タ
ー

�
３
５
２
２

�

放
送
大
学
公
開
講
演
会

放
送
大
学
長
野
学
習
セ
ン
タ
ー

放
送
大
学
長
野
同
窓
会

０
２
６
６�
２
３
３
２

�

省省省省省省省省省省省省省省省省
エエエエエエエエエエエエエエエエ
ネネネネネネネネネネネネネネネネ
ルルルルルルルルルルルルルルルル
ギギギギギギギギギギギギギギギギ
ーーーーーーーーーーーーーーーー
月月月月月月月月月月月月月月月月
間間間間間間間間間間間間間間間間

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
月
間

　

電
気
、
ガ
ス
、
灯
油
等
の
暖
房

用
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
需
要
が
増
加
す

る
冬
季
、
中
で
も
、
特
に
寒
さ
が

厳
し
い
２
月
を
「
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

月
間
」
と
し
て
い
ま
す
。
暖
房
中

の
室
温
は　

℃
程
度
と
し
、
電
気

20

機
器
の
電
源
は
こ
ま
め
に
切
る
よ

う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

志賀中野有料道路の通行料

・通勤時間短縮、交通渋滞緩和、燃料・ＣＯ２削減の
　ためにも志賀中野有料道路を利用しましょう。
・昼間の無料化に向けて一層の利用をお願いします。

昼間は１００円！
午後10時～午前６時の夜間は無料！

�

�

�

�

������������������������

������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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　平成17年分の確定申告による所得税の納期限は、平成
18年３月15日（水）ですので、早めにお済ませください。
　また、振替納税を既に利用されている方は、口座振替
日の２～３日前までに、指定された預貯金口座の残高を
ご確認ください。まだ振替納税を利用されていない方は、
納税のための手数が省け、うっかり納期限を忘れてしま
うこともなく大変便利ですので、ぜひご利用ください。
　なお、現金で納付する場合は、申告書の提出後に、税
務署からの納付書の送付や納税通知等によるお知らせは
ありません。納付書をお持ちでない方は、お近くの金融
機関または税務署に用意してあります納付書で納付して
ください。
問い合わせ先

信濃中野税務署（（22）３１５１）

納 税 は 期 限 内 に
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作
品
を
中
心
に
展
示
し
ま
す
。

和
紙
と
山
野
草
の
出
会
い
・
あ

か
り
展

２
月
５
日�
ま
で

倉
石
淳
子
―
信
州
で
の
友
禅
の

歩
み

２
月
８
日�
〜　

日�
19

日
下
里
美
木
版
画
展

２
月　

日�
〜
３
月
５
日�

22

長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
８
回
記
念

ピ
ン
バ
ッ
ジ
展

３
月　

日�
ま
で

17

火
曜
日
休
館
。
施
設
使
用
予
約

は
６
か
月
前
か
ら
受
け
付
け
ま
す
。

「
中
野
の
民
具
展
」

２
月
３
日�
〜
５
月　

日�
24

※
数
十
年
前
に
使
用
さ
れ
て
い

　

た
懐
か
し
い
生
活
道
具
や
、

　

修
復
し
た
江
戸
時
代
の
享
保

　

雛
な
ど
を
展
示
し
ま
す
。

常
設
展
「
花
と
小
さ
な
い
き
も

の
た
ち
」

３
月
５
日�
ま
で

※
館
収
蔵
品
の
版
画
の
中
か
ら
、

　

花
々
や
動
物
な
ど
を
描
い
た

中
野
小
学
校
旧
校
舎 
・

信
州
中
野
銅
石
版
画

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

歴
史
民
俗
資
料
館

中
野
陣
屋 
・ 

県
庁
記
念
館

展
示
案
内

会場 ・ 問い合わせ先日時相談名

福祉ふれあいセンター
　  （� 26 － 3111）
　 　法律相談は予約が
    必要となりますので、
ご希望の方は福祉ふ
れあいセンターまで
 ご連絡ください。 　

毎週月～金曜日
13:30 ～ 16:30心配ごと相談
毎週月～金曜日
９ :00 ～ 17:00福祉相談
毎週月～金曜日
９ :00 ～ 17:00ボランティア相談
毎月第１・３月曜日
13:30 ～ 15:30法律相談
毎月第１・３日曜日
14:00 ～16:00結婚相談 (    　　　 )

市社会福祉協議会
� ２６－３１１１

毎月第２・４木曜日
13：30～15：30心の広場相談

市民会館 44 号
( 内線 335)

(中野地域)３月10日�
13:00 ～16:00行政相談所 豊田支所相談室

( 内線 114)
(豊田地域)３月10日�
９:00～11:30

人権センター
� ２３－４８１０
面接相談は予約が必要とな
ります。 

(電話)毎週月 ・ 水 ・ 金
９:00 ～17:00女性相談窓口 (面接)毎週月 ・ 水 ・ 金
９:00 ～13:00

北信地方事務所
� ２３－０２０２

毎月第３木曜日
10 :00 ～ 15:00交通事故巡回相談

福祉会館
( 中野地域からの有線は 21104）

毎月第１・ ３水曜日
14:00 ～ 16:00身体障害者相談所

市教育委員会
( 内線 304)毎週月～金曜日

９ :00 ～ 17:00子ども教育相談室
予約が必要となります。 
� ２６ － １２６０
(中野児童センター内)

毎週火曜日
９ :30 ～ 11:30テレホン子育て相談

� ２６ －５２１９
(平野児童センター内)

毎月第１木曜日
10:00 ～ 11:30児童保健相談

� ２３ － ３１９１
(市教育委員会内)常時いじめ相談３１９１
南宮庁舎職業相談室
(�23 － 4710）

毎週月～金曜日
８ :30 ～ 17:00職業相談

会場
人権センター

相談は無料、 秘密は厳守
各種相談日程

参
加
費　

無
料

※
内
容
な
ど
詳
し
く
は
、
直
接
お

　

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

活
動
内
容　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
へ

の
回
答
（
年
２
回
実
施
予
定
）
及

び
モ
ニ
タ
ー
会
議
へ
の
出
席
（
年

１
回
開
催
予
定
）

景
観
講
演
会

北
信
地
方
事
務
所
建
築
課

�
３
１
１
１

�

委
嘱
期
間　

４
月
１
日
か
ら
１
年
間

応
募
資
格　

電
話
・
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
等
の
電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス
に

期
日　

２
月　

日�
28

時
間　

午
後
１
時　

分
〜
３
時

30

会
場　

北
信
合
同
庁
舎　

講
堂

演
題　

「
ま
ち
づ
く
り
と
環
境
色

彩
計
画
」

講
師　

色
彩
計
画
家　

吉
田
愼
悟

さ
ん

※
入
場
無
料
。
詳
し
く
は
、
直
接

　

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

私
た
ち
の
住
む
地
域
を
元
気
に

す
る
た
め
、
ま
ち
づ
く
り
の
ス
ペ

シ
ャ
リ
ス
ト
で
あ
る
内
山
二
郎
氏

を
講
師
に
、
地
域
づ
く
り
実
践
講

座
（
計
４
回
）
を
開
催
し
ま
す
。

期
日　

２
月
７
日�
、　

日�
、

21

　

日�
、
３
月
７
日�

28時
間　

午
後
６
時　

分
〜
８
時　

分

30

30

会
場　

福
祉
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

地
域
づ
く
り
実
践
講
座

中
野
市
社
会
福
祉
協
議
会

�
３
１
１
１

�

電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス

モ
ニ
タ
ー
募
集

総
務
省
信
越
総
合
通
信
局
情

報
通
信
部
電
気
通
信
事
業
課

（
０
２
６ （　

） ９
９
７
２
）

234

�

感
心
が
あ
る
満　

歳
以
上
の
方

20

募
集
人
員　
　

名
20

募
集
期
限　

２
月　

日�
20

　
　

▼
延
徳
小
学
校
児
童
図
書
購
入

費
と
し
て
、

　

現
金　

万
円
〈
愛
知
県
名
古

20

屋
市
・
大
井
正
隆
様
〉

▼
歴
史
民
俗
資
料
館
の
展
示
お

よ
び
収
蔵
資
料
と
し
て
、

・
古
文
書
（
一
括
）、
拍
子
木

（
一
組
）〈
南
永
江
・
伝
田

巌
様
〉

・
長
野
懸
中
野
町
役
場
、
町
田

曲
江
、
菊
池
契
月
の
絵
は
が

き
（　

枚
）〈
東
京
都
足
立

40

区
・
小
山
英
太
郎
様
〉

▼ 
中
野
陣
屋
・
県
庁
記
念
館
常

設
展
「
世
界
の
馬
っ
こ
展
」

の
充
実
、
展
示
の
た
め
、

　

馬
繋
ぎ
石
〈
松
川
・
小
田
切

孝
行
様
〉

ご
寄
付

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

平
成　

年　

月　

日
か
ら

17

12

20

平
成　

年
１
月　

日
ま
で

18

18

 （　
　
　
 　
　
  
）
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中野保健センター �26－6986
休日診療所： �26－2337
休日当番薬局携帯電話 �090－4125－8402
 （ともに ９ 時～17 時。日・祝日のみ）

市 役 所 保 健 課 �22-2111 内線242 ・ 243
豊田支所保健福祉課 �38-3111 PHS 6120

期日／３月７日�
時間／午前９時30分～11時45分
会場／中野保健センター
持ち物／筆記用具、母子健康手帳
内容／母乳栄養と乳房管理、交流会

両親学級

心の健康相談
　次のことでお悩みの方に、精神神
経科医師が相談に応じます。（無料）
子供－こだわりが強い、登校拒否、　
　　　家庭内暴力、過食など
大人－イライラ、不眠、物忘れ、意
　　　欲減退、おかしな事を言うなど
期日／３月23日�
時間／午後２時～４時
会場／市民会館43号会議室
※事前に予約が必要です。相談を希
望される方は、３月20日�までに
市役所保健課または豊田支所保健
福祉課へお申し込みください。

※豊田地域の方も、中野保健センタ
ーで接種を受けられます。

期日／３月９日�
時間／午後１時15分～３時30分
会場／中野保健センター
対象／８～10か月児
内容／むし歯予防とアゴの発育の話、
　　　離乳食について
申し込み先／市役所保健課または豊
　　　　　　田支所保健福祉課

育児教室

乳幼児健康診査

市の人口市の人口
（平成18年１月１日現在） （平成18年１月１日現在）

人　口　４６,７４３人（－26）
　男　　２２,５７７人（－11）
　女　　２４,１６６人（－15）
世帯数　１４,６１９戸（－ 8）

乳幼児健康診査
受付時間／午後１時～１時30分
会場／中野保健センター
持ち物／母子健康手帳、オムツ、
　　　　バスタオル

対　　象健 診 日健診名

17年10月１日～
　　10月31日生２月21日�

３か月
健 診

17年６月１日～
　　６月30日生２月22日�７か月

健 診

16年７月１日～
　　７月31日生２月24日�

１歳 
６か月
健 診

16年１月１日～
　　１月31日生２月20日�２ 歳

健 診

15年１月１日～
　　１月31日生２月23日�３ 歳

健 診

※都合の悪い場合は翌月お出かけく
　ださい。

Ｂ Ｃ Ｇ
予防接種

　おもちゃの車で遊ぶことが大
好きな、元気いっぱいの男の子
です。食べ物はお肉が好き。お
友達と仲良く、おもいやりのあ
る子に育ってほしいと思います。
(中田世紀･藤詩恵さん 西条)

中田修志    くん （３歳１か月）
しゅうじ
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２月１日�～７日�は
　　 「生活習慣病予防週間」です
～内臓脂肪　減らして防ぐ　
　　　　　　　　生活習慣病～

（ ）は先月１日比 （  ） は先月１日比
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　予防接種施行令の一部改正に
より、平成18年４月１日から麻
しん・風しんの予防接種が変わ
ります。
　まだ、接種していない方は早
めに受けましょう。
　詳しくは、先にお配りした文
書、または市役所保健課・豊田
支所保健福祉課へお問い合わせ
ください。

麻しん・風しんの
予防接種について

三種混合(ジフテリア、 百日せき、 破傷風)

受付時間／午後１時～１時50分
 〈中野保健センター〉
３月６日�…日野、 延徳、 平野
    ７日�…中野
　　８日�…高丘、 長丘、 平岡、 科野、 倭

１期初回＝３か月～１歳の乳幼児
　　　　　 （３～８週間隔で３回接種）
１期追加＝１歳６か月～３歳の幼
　　　　　児（初回終了後12～18
　　　　　か月の間に１回）
《７歳６か月未満まで接種可能》

対
象 
・ 
接
種
方
法

予防接種
持ち物／母子健康手帳、予診票
ＢＣＧ(接種年齢は３～６か月未満の乳児)

２月21日�
受付時間／午後１時～１時30分
会場／中野保健センター
対象／平成17年９月生まれ
※３か月健診時に行います。

　　 桐 真   くん （５か月）
とう ま



　

節
分
も
過
ぎ
、
立
春
を
迎
え

た
と
は
名
ば
か
り
で
、
寒
い
日

が
続
い
て
い
ま
す
。　

暦
で
は
、

二
月
を
如
月
と
言
い
ま
す
が
、

「

「
衣
更
着
」
と
も
言
い
、
衣
服

を
更
に
一
枚
重
ね
て
着
る
よ
う

に
、
ま
だ
ま
だ
寒
い
日
が
続
く

と
い
う
意
味
だ
そ
う
で
す
。
ま

た
、
時
期
更
に
来
る
「
気
更
来
」
と
も

言
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
冬
、
数
十
年
ぶ
り
の
大
雪
に
見

舞
わ
れ
、
各
地
区
で
果
樹
や
農
業
施
設

等
に
大
き
な
被
害
が
出
て
い
ま
す
。　

ま
た
、
毎
日
の
除
雪
で
事
故
等
が
起
き

て
い
ま
す
の
で
、
十
分
気
を
つ
け
て
雪

片
付
け
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

一
方
、
暖
か
い
地
方
か
ら
は
、
既
に

春
の
花
の
便
り
が
た
く
さ
ん
伝
え
ら
れ

て
き
て
い
ま
す
。「
春
よ
こ
い　

早
く
こ

い
」
と
、
春
が
待
ち
遠
し
い
気
持
ち
で

い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

早
春
賦　

　
  
春
は
名
の
み
の　

風
の
寒
さ
や

ま
だ
、
寒
い
日
は
続
く
と
思
い
ま
す
が
、

北
信
濃
の
自
然
と
向
き
合
っ
て
生
き
て

い
く
私
た
ち
に
は
、
春
は
ま
だ
ま
だ
先

の
よ
う
で
す
。

　

で
も
、
暖
か
い
日
に
は
散
歩
が
て
ら
、

春
を
見
つ
け
に
い
き
ま
せ
ん
か
。
南
向

き
の
土
手
に
、
ほ
ろ
苦
い�
ふ
き
の
と

う�
が
顔
を
出
し
て
い
る
か
も
。

（
Ｋ
・
Ｓ
）
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山
ほ
ど
の
雪
に
、「
魔
っ
白
」
と
言
い
た
い
思
い

で
覆
わ
れ
て
い
た
長
い
冬
の
日
々
。
さ
し
も
の
冬

も
、
立
春
の
声
で
緩
め
く
を
感
じ
な
が
ら
道
を
行

け
ば
、
降
る
雪
も
春
を
知
り
、
ひ
ら
ひ
ら
と
花
び

ら
を
思
わ
せ
て
降
る
。

　

こ
う
し
た
中
を
校
庭
に
遊
ぶ
子
等
が
い
る
。　

歩
み
を
止
め
れ
ば
、
子
ど
も
ら
の
姿
に
楽
し
さ
を

も
ら
う
。
そ
し
て
、
自
然
の
中
で
自
然
を
感
じ
て

い
る
元
気
な
子
ら
が
、
う
れ
し
く
頼
も
し
く
思
う

の
で
す
。

　

冬
と
行
き
つ
戻
り
つ
の
春
を
、
雪
解
け
か
ら
覗

く
土
の
ぬ
く
も
り
や
、
日
々
増
す
陽
射
し
の
明
る

さ
に
感
じ
た
い
。

校
庭
の
子
ら
と
な
ご
り
の

校
庭
の
子
ら
と
な
ご
り
の

雪
あ
そ
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
　

雪
あ
そ
ぶ

季季季季季季季季季季季季季季季季
節節節節節節節節節節節節節節節節
のののののののののののののののの
ココココココココココココココココ
ララララララララララララララララ
ムムムムムムムムムムムムムムムム

季
節
の
コ
ラ
ム
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特特集集

春まだ遠し――冬ざれの世界から訪れた方々をしずかに迎える生け花
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　去る１月８日、平成17年度中野市中野地域成人
式を中野市民会館ホールで開催しました。
　今年度の対象者は、昭和59年４月２日から昭和
60年４月１日までに生まれた中野地域（旧中野市）
の新成人で516人（男性255人、女性261人）。そ
の内、406人（男性198人、女性208人）が式に出
席されました。
　当日は、雪の降るあいにくの空模様でしたが、
会場は華やかな衣装に身を包んだ新成人の明るい
笑顔と、ハツラツとした若さで溢れていました。

　式典前に成人を祝うビデオを上映し、中学時代
の恩師からのお祝いメッセージや、懐かしい中学
時代の体育祭の映像に仲間の姿が映し出されるた
びに、大きな歓声がわき起こる場面もありました。
　第１部の式典では、主催者や来賓の方々からお
祝いと激励の言葉が贈られました。また、新成人
代表者のあいさつでは、家族や友人、地域への感
謝の言葉や将来の抱負が述べられました。つづく
第２部の記念行事では、新成人で組織した実行委
員会による抽選会を行いました。

成成成成成成成成成成人人人人人人人人人人成人 おおおおおおおおおおおめめめめめめめめめめめでででででででででででとととととととととととううううううううううう
――平成17年度中野市中野地域成人式――
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本
日
、
こ
う
し
て
成
人
を
迎
え

る
こ
と
が
で
き
、
た
い
へ
ん
う
れ

し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。
二
十
年

間
と
い
う
長
い
年
月
で
し
た
が
、

短
い
よ
う
に
思
う
の
は
自
分
だ
け

で
し
ょ
う
か
。

　

今
、
振
り
返
る
と
色
々
な
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
。

　

一
ク
ラ
ス
が
二
十
人
と
い
う
少

な
い
ク
ラ
ス
で
し
た
が
、
深
い
友

だ
ち
関
係
が
築
け
た
小
学
校
生
活
。

毎
日
毎
日
、
部
活
に
励
ん
だ
中
学

校
生
活
。
部
活
も
せ
ず
友
だ
ち
と

遊
ん
だ
り
、
バ
イ
ト
に
力
を
入
れ

た
高
校
生
活
。
そ
の
時
の
バ
イ
ト

　

本
日
、
こ
う
し
て
無
事
に
成
人

式
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
、
た
い

へ
ん
う
れ
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
れ
と
と
も
に
、
も
う
成
人
を
迎

え
る
年
に
な
っ
た
の
か
と
、
時
の

経
つ
早
さ
に
驚
い
て
い
ま
す
。
今

日
ま
で
の
二
十
年
間
を
振
り
返
る

と
、
さ
ま
ざ
ま
な
出
会
い
と
別
れ

が
あ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

ダ
ン
ス
と
い
う
共
通
の
趣
味
を

持
ち
、
新
た
な
自
分
を
開
花
さ
せ

て
く
れ
た
友
人
と
の
出
会
い
。
自

分
よ
り
も
私
を
よ
く
知
り
、
夢
の

実
現
へ
と
後
押
し
し
て
く
れ
た
恩

師
。
そ
し
て
、
い
つ
も
私
を
応
援

（
更
科
）

成
人
を
迎
え
て

南
宮
中
学
校
区
代
表　

小
林　

正
行　

さ
ん

に
よ
っ
て
、
私
は
人
に
料
理
を
作

っ
て
食
べ
て
も
ら
う
喜
び
を
知
り
、

将
来
は
料
理
人
に
な
り
た
い
と
思

い
ま
し
た
。
専
門
学
校
で
は
、
今

ま
で
と
は
ま
っ
た
く
違
う
授
業
に

戸
惑
い
な
が
ら
も
、
楽
し
く
学
べ

ま
し
た
。
そ
れ
に
、
今
ま
で
は
同

年
代
の
友
だ
ち
ば
か
り
で
し
た
が
、

い
ろ
い
ろ
な
年
齢
の
人
が
い
て
、

友
だ
ち
の
範
囲
も
広
が
り
ま
し
た
。

　

今
、
私
は
、
自
分
の
夢
で
あ
る

料
理
の
世
界
を
歩
む
こ
と
が
で
き
、

と
て
も
幸
せ
で
す
。
料
理
の
世
界

だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
仕
事

と
い
う
も
の
は
楽
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
入
社
し
て
か
ら
今
ま
で
ど
れ

だ
け
注
意
さ
れ
た
か
、
今
思
い
出

し
て
も
数
え
切
れ
ま
せ
ん
。
注
意

さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
自
分
を

必
要
と
し
、
そ
れ
を
直
す
よ
う
に

努
力
し
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
思

い
が
あ
る
か
ら
こ
そ
だ
と
思
い
ま

す
。
注
意
さ
れ
な
く
な
っ
た
ら
、

う
れ
し
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

見
放
さ
れ
て
い
る
気
も
し
ま
す
。

し
支
え
て
く
れ
た
家
族
。
た
く
さ

ん
の
人
た
ち
と
の
出
会
い
と
支
え

が
あ
っ
て
、
今
の
私
が
あ
る
こ
と

に
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
中
で
、
私
は
中
学
二
年

の
時
に
最
愛
の
父
を
亡
く
し
ま
し

た
。
当
時
、
私
は
自
分
が
哀
し
む

こ
と
が
、
よ
り
家
族
の
負
担
に
な

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
、
哀
し

さ
を
お
さ
え
て
、
生
徒
会
や
部
活

動
で
人
一
倍
頑
張
ろ
う
と
し
ま
し

た
。
今
思
う
と
、
自
分
自
身
が
父

の
死
を
受
け
入
れ
る
の
が
怖
く
、

逃
げ
て
い
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
ん
な
私
を
支
え
て
く
れ
た
の
は
、

や
は
り
、
友
人
や
恩
師
、
家
族
た

ち
で
し
た
。

　

ま
た
、
私
は
今
、
幼
児
教
育
の

勉
強
を
し
て
お
り
、
保
育
園
・
幼

稚
園
で
の
実
習
や
、
障
害
者
や
児

童
養
護
の
学
習
を
す
る
中
で
、
自

分
の
境
遇
を
受
け
止
め
力
強
く
生

き
る
こ
と
や
、
相
手
を
思
い
や
る

心
、
命
の
尊
さ
や
重
み
を
学
び
ま

し
た
。
そ
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
出

成
人
を
迎
え
て

高
社
中
学
校
区
代
表　

浅
野　

明
美　

さ
ん　

（
赤
岩
）

私
は
今
、
注
意
さ
れ
る
こ
と
が
悔

し
い
と
思
う
時
も
あ
り
ま
す
が
、

喜
び
と
感
じ
て
仕
事
に
励
ん
で
い

ま
す
。

　

私
が
こ
の
仕
事
を
今
で
き
て
い

る
の
は
、
自
分
だ
け
の
力
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
今
ま
で
に
出
会
っ
た

た
く
さ
ん
の
友
だ
ち
や
、
自
分
の

行
動
が
間
違
っ
た
時
に
指
摘
し
て

く
れ
る
仲
間
、
二
十
年
間
世
話
に

な
っ
た
家
族
が
い
た
か
ら
こ
そ
だ

と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
人
た
ち

を
こ
れ
か
ら
も
大
切
に
し
て
い
き

た
い
で
す
。

　

昔
の
自
分
に
は
想
像
も
つ
か
な

い
ほ
ど
、
今
、
日
々
勉
強
で
す
。

今
の
私
の
夢
は
、
誰
に
で
も
認
め

ら
れ
、
尊
敬
さ
れ
る
料
理
人
に
な

る
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

こ
れ
か
ら
も
勉
強
し
て
、
知
識
を

身
に
付
け
、
腕
を
上
げ
る
こ
と
が

必
要
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
ど
ん
な

に
辛
い
事
が
あ
っ
て
も
、
自
分
の

夢
や
道
に
向
か
っ
て
自
立
し
た
大

人
に
な
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

　

本
日
は
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
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本
日
は
お
忙
し
い
中
、
大
勢
の

皆
様
に
ご
臨
席
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
私
は
こ
う
し

て
、
無
事
に
成
人
式
を
迎
え
ら
れ

た
こ
と
に
、
と
て
も
う
れ
し
く
思

っ
て
い
ま
す
。

　

時
は
早
い
も
の
で
、
成
人
式
を

迎
え
る
年
に
な
っ
た
の
だ
と
実
感

し
て
お
り
ま
す
。
私
は
、
小
学
校

の
頃
か
ら
の
夢
で
あ
り
ま
し
た

は
じ
め
、
多
く
の
関
係
者
の
方
々

に
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。
そ
し

て
、
二
十
年
間
私
た
ち
を
温
か
く

見
守
っ
て
く
れ
た
両
親
、
友
人
、

地
域
の
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
、
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

本
日
は
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

げ
、
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

本
日
は
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
学
生
の

時
は
、
両
親
に
甘
え
て
、
何
で
も

や
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
が
、
今
日

か
ら
は
自
己
責
任
で
生
活
を
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

私
が
、
自
立
を
す
る
と
い
う
こ

と
を
感
じ
た
の
は
、
就
職
が
な
か

な
か
決
ま
ら
ず
、
そ
れ
で
も
自
分

の
足
で
就
職
先
を
探
し
自
分
で
受

け
る
大
変
さ
を
学
ん
だ
時
で
し
た
。

そ
の
時
、
今
ま
で
両
親
や
家
族
が

私
を
支
え
て
く
れ
た
ん
だ
と
感
じ

ま
し
た
。
私
が
今
成
人
で
き
た
の

も
、
両
親
が
た
く
さ
ん
の
愛
情
を

そ
そ
い
で
育
て
て
く
れ
た
お
か
げ

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
や
っ
と
私

が
両
親
に
、
親
孝
行
が
で
き
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。
中
学
生
や
高
校

生
の
こ
ろ
、
と
て
も
両
親
に
迷
惑

ば
か
り
か
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。

成
人
し
た
今
、
恩
返
し
を
し
て
い

き
た
い
で
す
。
本
当
に
両
親
に
は

感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

社
会
人
と
し
て
、
こ
の
中
野
市

と
い
う
地
域
に
貢
献
で
き
る
よ
う

に
私
自
身
、
精
一
杯
努
力
を
し
、

た
く
さ
ん
の
人
に
出
会
い
、
い
ろ

い
ろ
な
こ
と
を
学
ん
で
い
き
た
い

で
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
日

こ
の
よ
う
な
盛
大
な
成
人
式
を
行

っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
中
野
市
中

央
公
民
館
、
実
行
委
員
の
皆
様
を

成
人
を
迎
え
て

中
野
平
中
学
校
区
代
表　

近
藤
佳
奈
江　

さ
ん

（
長
嶺
））

「
保
育
士
」
と
い
う
夢
を
実
現
す

る
た
め
に
、
高
校
そ
し
て
専
門
学

校
へ
進
学
し
ま
し
た
。

　

私
は
、
保
育
士
と
い
う
仕
事
は

子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
遊
ん
で
い

れ
ば
い
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
専
門
学
校
で
の
授
業

で
、
二
週
間
の
実
習
な
ど
や
っ
て

き
ま
し
た
。
実
習
に
入
る
と
、
ピ

ア
ノ
や
掃
除
、
子
ど
も
た
ち
へ
の

安
全
を
確
認
し
な
が
ら
子
ど
も
た

ち
と
遊
ん
だ
り
、
と
て
も
大
変
で

し
た
。
た
だ
子
ど
も
が
好
き
と
い

う
気
持
ち
だ
け
で
は
い
け
な
い
と

思
い
ま
し
た
。
保
育
士
だ
け
で
は

な
く
、
い
ろ
い
ろ
な
仕
事
で
も
言

え
る
こ
と
な
の
か
な
と
、
社
会
へ

の
厳
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　

私
も
も
う
二
十
歳
に
な
り
、
い

よ
い
よ
大
人
に
な
り
、「
自
立
」
す

会
い
と
経
験
の
中
で
、
父
の
死
を

よ
う
や
く
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で

き
、
人
と
し
て
も
成
長
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
私
を
産
ん
で
く

れ
た
両
親
に
、
心
か
ら
感
謝
し
て

い
ま
す
。

　

長
い
人
生
、
こ
の
先
も
多
く
の

出
会
い
と
別
れ
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。
今
ま
で
の
経
験
を
温
め
な
が

ら
、
一
時
一
時
を
大
切
に
生
き
て

い
き
た
い
で
す
。

　

私
た
ち
は
、
今
日
成
人
を
迎
え
、

喜
び
や
将
来
へ
の
展
望
を
ふ
く
ら

ま
せ
る
と
同
時
に
、
成
人
と
し
て

の
責
任
の
重
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
事
件
や
犯
罪
の
多
い
今

の
現
代
の
中
で
、
責
任
の
所
在
を

な
す
り
つ
け
合
う
報
道
を
見
て
、

大
人
と
し
て
の
責
任
と
は
何
か
、

悩
み
、
分
か
ら
な
く
な
っ
て
い
る

の
も
事
実
で
す
。
今
の
社
会
に
不

安
が
な
い
と
い
っ
た
ら
嘘
に
な
り

ま
す
。
し
か
し
、
私
た
ち
は
こ
の

時
代
を
生
き
、
こ
れ
か
ら
の
日
本

を
つ
く
っ
て
い
く
世
代
と
し
て
、

ま
ず
、
広
い
視
野
を
も
っ
て
、
真

に
一
人
立
ち
で
き
る
人
間
に
な
る

よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
一
日
も
早

く
社
会
に
貢
献
し
、
皆
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
よ
う
な
社
会
を
築
い

て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
日

こ
の
よ
う
な
、
盛
大
な
式
を
開
催

し
て
く
だ
さ
っ
た
中
野
市
を
は
じ

め
、
実
行
委
員
、
関
係
者
の
皆
様
、

そ
し
て
二
十
年
間
温
か
く
見
守
っ

て
く
だ
さ
っ
た
地
域
の
方
々
や
友

人
、
家
族
に
心
よ
り
感
謝
申
し
あ
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ふ
る
さ
と
の
歴
史

　

私
た
ち
の
グ
ル
ー
プ
は
、
元

々
小
学
校
の
母
親
ク
ラ
ブ
活
動

の
一
つ
と
し
て
始
ま
り
ま
し
た
。

小
学
校
の
音
楽
室
で
練
習
し
て

い
ま
し
た
が
、
先
生
方
の
都
合

に
よ
り
学
校
か
ら
独
立
し
、
練

習
場
所
を
西
部
公
民
館
に
移
し

て
十
三
年
に
な
り
ま
す
。

　

メ
ン
バ
ー
は
た
っ
た
十
名
。

飯
山
市
戸
狩
か
ら
通
っ
て
く
だ

さ
る
鈴
木
伸
一
先
生
の
ご
指
導

を
受
け
、
月
二
回
、
美
し
い
ハ

ー
モ
ニ
ー
を
目
指
し
、
現
代
の

新
し
い
曲
や
、
と
き
に
は
歌
謡

曲
、
ま
た
合
唱
の
原
点
に
戻
っ

た
古
い
曲

な
ど
、
広

い
分
野
で

練
習
し
て

い
ま
す
。

そ
し
て
、

公
民
館
の

文
化
祭
に

演
奏
発
表

を
行
な
っ

て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に

縁
あ
っ
て
、

二
年
前
か
ら
Ｓ
Ｂ
Ｃ
ラ
ジ
オ
で

も
放
送
さ
れ
た
「
母
の
日
に
歌

う
コ
ー
ラ
ス
の
祭
典
」
に
出
演

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
県
内
各
地

か
ら
、
個
性
的
な
合
唱
団
が
た

く
さ
ん
参
加
す
る
大
き
な
祭
典

で
す
。
私
た
ち
も
小
さ
な
グ
ル

ー
プ
な
が
ら
、
ス
テ
ー
ジ
の
楽

し
さ
、
緊
張
感
を
味
わ
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
更
に
美
し
い

女
声
合
唱
を
目
指
し
、
練
習
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

い
っ
し
ょ
に
歌
っ
て
み
た
い
方

は
、
気
軽
に
声
を
掛
け
て
く
だ

さ
い
。
大
歓
迎
で
す
。

　

（
Ｎ
・
Ｎ
）

グ
ル
ー
プ
紹
介

グ
ル
ー
プ
紹
介

　

西
笠
原
は
以
前
、
東
笠
原
と
一

体
で
笠
原
郷
の
中
心
地
。
元
和
七

年
（
一
六
二
一
）
の
福
島
検

地
の
と
き
「
上
笠
原
村
（
現

東
笠
原
）
一
五
六
石
・
下
笠

原
村
（
現
西
笠
原
）
一
六
〇

石
」
と
あ
り
、
江
戸
幕
府
開
設

（
慶
長
八
年
・
一
六
〇
三
）
こ
ろ
、

分
村
・
成
立
し
た
。

　

西
笠
原
に
は
、
古
い 
字 
地
名
が

あ
ざ

残
っ
て
い
る
。「 
立 
・
か
え
と
だ

た
て

・
天
神
・
元
屋
敷
」
な
ど
。
い
ず
れ

も
、
歴
史
を
物
語
る
地
名
で
あ
る
。

　

「
立
」
は 
館 
の
当
て
字
で
、
屋
敷

た
て

の
意
。
立
は
笠
原
新
道
（
夜
間
瀬
川

の
右
岸
・
現
赤
岩
区
）
の
一
帯
で
、

高
社
山
（
北
）
を
背
に
す
る
と
南
東

か
ら
南
西
ま
で
眺
望
が
よ
い
。
こ
の

立
に
は
笠
原
牧
の
役
人
、
笠
原
平
五

頼
直
の
館
が
在
っ
た
と
伝
承
が
あ
る
。

居
館
跡
は
畑
地
で
、
付
近
に
土
塁
ら

し
い
痕
跡
が
あ
っ
た
と
い
う
が
、
現

在
は
確
認
で
き
な
い
。

　

笠
原
平
五
は
、
治
承
四
年
（
一
一

八
〇
）
源
氏
・
平
家
の
宇
治

川
合
戦
の
と
き
、
平
家
方
の

先
陣
と
し
て
活
躍
。
翌
、
養

和
元
年
（
一
一
八
一
）
木
曽

義
仲
と
横
田
河
原
（
長
野
市
篠
ノ
井
）

で
戦
っ
た
と
き
、
越
後
平
氏
の

 
城
資
茂 
に
つ
き
、
や
ぶ
れ
て
越
後
ヘ

じ
ょ
う
す
け
も
ち

敗
走
し
た
と
い
う
。

海
谷　
　

照

　

西
笠
原
区
は
、
北
は
夜
間
瀬
川

に
接
し
、
西
に
は
新
幹
線
の
高
架

が
見
え
る
場
所
に
位
置
し
、
六
十

一
戸
の
世
帯
が
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

　

西
笠
原
分
館
の
十
七
年
度
の
実

施
事
業
に
つ
い
て
ご
紹
介
を
し
ま

す
。

　

一
月
に
は
、
ど
ん
ど
焼
き
を
実

施
し
ま
し
た
。
前
年
度
役
員
の
方

た
ち
が
暮
れ
に
設
置
し
た
と
こ
ろ

に
、
当
日
、
小
中
学
生
が
縁
起
物

を
集
め
て
飾
り
付
け
を
し
ま
し
た
。

午
後
七
時
に
火
を
つ
け
無
病
息
災
を

祈
り
ま
し
た
。

　

六
月
に
は
、
好
評
に
つ
き
二
年
連

続
で
自
然
に
触
れ
合
う
こ

と
を
目
的
に
、
た
か
や
し

ろ
登
山
を
実
施
し
ま
し
た
。

夜
間
瀬
ス
キ
ー
場
か
ら
登

り
、
山
頂
で
昼
食
を
取
り
、

赤
岩
方
面
に
下
山
す
る
コ

ー
ス
で
実
施
し
ま
し
た
。

　

十
一
月
に
は
教
養
講
座

と
し
て
、
本
場
韓
国
の
白

菜
キ
ム
チ
作
り
に
挑
戦
を

し
ま
し
た
。
韓
国
か
ら
お
嫁
さ
ん
に

来
て
い
る
方
を
講
師
に
お
願
い
し
、

大
勢
の
老
若
男
女
に
参
加
い
た
だ
き

こ
ん

に
ち
は

分
館
分
館
分
館
分
館

ま
し
た
。
塩
漬
け
し
た
白
菜
二
玉
を

持
ち
寄
り
、
容
器
に
漬
け
込
み
を
し

ま
し
た
。
公
民
館
事
業
と
し
て
の
料

理
講
習
会
は
、
過
去
に
一
度
実
施
し

た
経
過
が
あ
る
な
ど
の
話
を
し
な
が

ら
、
和
気
あ
い
あ
い
と
実
施
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
、

「
今
後
も
実
施
し
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
、
好
評
の
う
ち
に
実
施
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

十
二
月
に
は
、
し
め
縄
作
り
を
実
施

し
、
新
年
を
迎
え
る
準
備
を
し
ま
し
た
。

　

区
民
の
皆
さ
ん
が
、
多
数
参
加
で

き
る
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
が
大
切

で
あ
る
と
実
感
し
ま
し
た
。

前
西
笠
原
分
館
長　

塚
田　

栄
一

西
笠
原
の 「
字
立
」

西笠原分館
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高
丘
女
声
コ
ー
ラ
ス



　

写
真
ク
ラ
ブ
は
、
市
内
に
五

ク
ラ
ブ
程
あ
る
。
そ
の
中
の
間

山
写
真
ク
ラ
ブ
は
、
中
野
市
民

に
ど
れ
だ
け
認
知
さ
れ
た
い
る

だ
ろ
う
か
と
思
い
つ
つ
も
、
少

々
は
認
知
さ
れ
て
い
る
だ
ろ
う

と
勝
手
に
自
負
す
る
。

　

間
山
写
真
ク
ラ
ブ
は
、
昭
和

六
〇
年
に
発
足
以
来
二
十
一
年

間
、「
田
舎
の
素
人
写
真
家
た
ち
」

を
間
山
写
真
ク
ラ
ブ
の
看
板
と

し
て
、
会
長
は
掛
け
替
え
て
い

な
い
。

　

現
在
、
男
性
六
名
と
女
性
八

名
は
、
生
涯
の
趣
味
の
シ
ャ
ッ

タ
ー
音
で
心
を
癒
し
て
お
り
ま

　

す
が
、
ク
ラ
ブ
員
の
心
得
と

　

し
て
、

　

一
、
機
材
、
フ
ィ
ル
ム
、
現

像
所
選
び
は
ク
ラ
ブ
指
導

に
従
う
。

　

二
、
撮
影
行
に
は
ク
ラ
ブ
制

服
を
着
用
し
、昼
食
は「
わ

が
家
の
お
に
ぎ
り
弁
当
」

で
、
ま
た
、
未
明
か
ら
早

朝
の
出
発
時
に
は
朝
食
と

二
食
分
を
持
参
す
る
。

　

三
、
撮
影
構
図
は
「
四
つ
切

り
」
の
画
角
を
基
本
と
す

る
。

　

四
、
傑
作
を
引
き
伸
ば
す
際

に
は
、
必
ず
ク
ラ
ブ
指
導

を
受
け
る
。

　

自
由
の
な
い
ク
ラ
ブ
に
感
じ

取
れ
る
が
、
誰
も
文
句
を
言
わ

な
い
。
何
故
だ
ろ
う
か
？
そ
の

答
え
は
、
一
人
ひ
と
り
が
納
得

の
写
真
が
撮
れ
る
と
い
う
、「
間

公民館フォト

　西部公民館「生きいきスローエクササイズ」（全10回）
が、１月11日からスタートしました。この講座では、家
に居ながら気軽にできるエクササイズやウォーキング方
法が学べます。家にある座布団やイスを使った体操や、
ペットボトルに水を入れダンベル代わりに使う体操など
を、日々の生活に取り入れることによって、日ごろの運
動不足が解消され、健康にもよい効果が期待できます。
また、ひざや腰に負担にならない程度の運動ですので、
どなたでも参加していただけます。この講座は、3月15日
まで毎週水曜日午後7時から開催しています。

心も体もリラックスリラックス
　豊田公民館「クローズアップ豊田」が、１月19日から
全３回シリーズで始まりました。この講座は、豊田地域
の歴史・風土・文化を学び、「ふるさと豊田」の理解を
深めていただこうと開講しました。講師に前長野県立歴
史館館長の市川健夫先生をお招きし、第１回は「高野辰
之の歌ったふるさとの豊田」と題して、同地域出身の国
文学者高野辰之博士が、幼少期を過ごした豊田地域の自
然や風土についてお話いただきました。本講座第２回は
２月15日、第３回は３月８日に開催します。（第２回の内
容は、今月号の「今月の伝言板」をご参照ください。）

ふるさとふるさと再発見

６６

山
写
真
ク
ラ
ブ
的
こ
こ
ろ
な
の

だ
！
」。

　

間
山
写
真
ク
ラ
ブ
事
務
局

　

中
山
昇
一
郎

投稿
癒
し
の

 
シ
ャ
ッ
タ
ー
音

大勢の受講者が熱心に聞き入っておられました大勢の受講者が熱心に聞き入っておられました 第３回目の内容はタオルを使ったエクササイズでした第３回目の内容はタオルを使ったエクササイズでした

    
「
ひ
と
り
の
春
」　　
　
         　

潮
音　

中
山 
喜
助

と
は
言
へ
ど
踏
み
出
す
一
歩
に
つ
ま
づ
き
ぬ
危
ふ
し
危
ふ
し
夢
の
過
信
は

雪
晴
れ
の
空
の
青
さ
を
見
る
た
び
に
胸
を
横
切
る
自
由
な
孤
独

わ
が
古
き
財
布
に
一
度
来
て
去
り
し
二
十
円
札
そ
の
後
全
く
会
は
ず

あ
の
や
う
な
人
に
な
り
た
か
っ
た
俺
を
人
間
に
な
り
た
が
っ
て
い
る
犬
が
見
て
ゐ
る

孤
独
と
は
ひ
と
り
と
は
と
考
へ
る
電
車
踏
切
り
の
通
せ
ん
棒
の
前

読
者
ふ
れ
あ
い
広
場

読
者
ふ
れ
あ
い
広
場



■近代文学講座
　　　 ―こころ豊かに過ごすために―
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受講生募集
西西西西西西西西西西西西西西西西西西西西部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館かかかかかかかかかかかかかかかかかかかからららららららららららららららららららら西部公民館から

お問合せ及び　中 野 市 中 央 公 民 館
申 込 み 先　℡２ ２- ２ ６ ９ １　㈲２ ０ ６ ９ １

ホームページもご覧ください
ht tp : / /www. c i t y . n akano . n agano . j p / kom inkan

開催のお知らせ

中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中央央央央央央央央央央央央央央央央央央央央公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館かかかかかかかかかかかかかかかかかかかからららららららららららららららららららら中央公民館から

　日々の暮らしをこころ豊かにお過ごしいただくため、
近代文学に触れ、親しんでいただく教養講座です。今
年度は宮沢賢治の世界を、ＳＢＣラジオ「武田徹のつ
れづれ散歩道」などでおなじみの堀井正子先生に語っ
ていただきます。
日　時　２月25日(土) 午後１時30分～午後３時
場　所　中央公民館 講堂
内　容　「宮沢賢治
　　　　　　　雪物語」
講　師　文学研究者
　　　　　堀井 正子　先生
参加料・申込み　不要

■講座記録集の配布について
　中央公民館では、平成17年８月から９月まで開講し
た古典文学講座「万葉集を読み味わう」（全６回）の講
座記録を、この度冊子にまとめ、ご希望される方に無
料でお渡しいたします。
　日本最古の歌集「万葉集」にふれてみたい方、古典
文学に関心のある方など、大勢の皆さんに見ていただ
けたら幸いです。
　どなたでもお気軽に、中央公民館へご連絡ください。

■高齢者大学
　日々の暮しをさらに豊かに、そして輝きのある生活

を過ごしていただくための消費生活・生活設計の情報

講座です。家計の無駄をなくし、安全で安心の消費生

活を送るには…。今の消費生活をちょっと振りかえっ

てみませんか。

日　時　３月３日(金) 午後１時30分～午後３時

場　所　西部公民館

内　容　「高齢者のための消費生活・暮らしの知恵

　　　　　情報講座」

　　　　　・農業従事者の生活設計や生活の知恵

　　　　　・賢い消費生活の情報

　　　　　・地域における諸問題や事件等の実例

講　師　長野県金融広報委員会

　　　　　消費生活アドバイザー　小金 玲子　先生

受講料･申込み　不要

その他　２月中も毎週金曜日午後１時30分から高齢者

　　　　大学を開講します。講座内容などの詳細は、

　　　　西部公民館にお問い合わせください。

７７ 文 化 な か の／06.２

内　容　高社短歌会会員の作品展示
場　所　中央公民館１階 展示コーナー

短 歌 展

２ 月 の 展 示 コ ー ナ ー

お問合せ先

＊＊＊展示作品の募集について＊＊＊

　中央公民館では、館内１階の展示コーナーに展示し
ていただける作品を募集しています。個人やグループ
等に限らず、作品制作に取り組んでいる方でしたら、
どなたでも展示していただけます。また、制作された
作品のジャンルは問いません。
　展示を希望される方や、展示についてご相談された
い方、ご不明な点などございましたら中央公民館へご
連絡ください。

お知らせ
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　あなたもパソコンを使ってみませんか？

　パソコンの基本的な使い方や、インターネ

ットの使い方などの相談に、専門の指導員が

お答えします。

　お気軽にお出かけください。

●日　時　原則として毎週月曜日

　　　　　（祝日を除く）

　　　　　　午後１時30分～４時30分

●場　所　中央公民館２階 パソコン室

●定　員　６人　　●料金･申込み　不要

ご利用ください！

パソコンふれあいサロン

中 野 市 西 部 公 民 館
℡２ ３- １ ０ ２ ４　 ㈲２ ６ ６ ７ ４



■クローズアップ豊田
　豊田地域の歴史・風土・文化を学び、「ふるさと豊田」
を理解し、再発見していただく講座（全３回）の第２
回目の講座内容です。
日　時　２月15日(水) 
　　　　　午後１時30分～３時
場　所　豊田文化センター
　　　　　会議室
内　容　「千曲川のつくった
　　　　　　　　　 豊田の風土」
講　師　前長野県立歴史館　
　　　　　館長　市川 健夫　先生
参加料・申込み　不要

中野市公民館報『文化なかの』　平成18年2月2日発行　／発行　中野市中央公民館 　／編集　文化なかの編集委員会
〒383-0025 中野市三好町一丁目4番27号　℡0269-22-2691　FAX0269-26-2342　　 ／印刷　高錦堂印刷所
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開催のお知らせ

お問合せ及び　 中 野 市 豊 田 公 民 館
申 込 み 先　  ℡３８－２９２２

■平成17年度高齢者学級
　高齢者の皆さんの生きがいづくり、健康増進、学習
及び仲間づくりの場としていただく講座を開設します。
期　間　２月下旬～３月下旬（期間中３～４回実施）
場　所　豊田文化センター
内　容　歴史家、 医師などの専門家を招いての
　　　 講演、映画 ・落語鑑賞、軽い運動などを
　　　 計画しています。
受講料　無料
申込み　開催日までに豊田公民館へ
その他　詳細については、 改めて地元老人クラブを通
　　　　じてご連絡するほか、豊田ＣＡＴＶなどを通
　　　　じ周知します。

≪今月号の表紙の写真≫ 中央公民館１階ロビーに中野華道会のご
好意で、年間を通じ定期的に活けかえしていただいている生け花

●2005 なかの21市民講座 （音楽鑑賞） ●

アメリカのスーパートランペット奏者

ジェ フ リー ・ シ ルバーシュ ラッグジェ フ リー ・ シ ルバーシュ ラッグ
トランペットリサイタルトランペットリサイタル

　哀愁漂う音色と超絶技巧を持つ ジェフリー氏によるアメリカ名曲集

★★★★★ プログラム ★★★★★

♪ リフィーのためのロンド
　　　　　　　　　　／Ｌ・バーンスタイン

♪ スウィング　／Ｇ・Ｃ・メノッティ
♪ ソナタ　／Ｅ・エワゼン
♪ ヴィヴァーチェ　／Ｆ・ペーターズ
♪ ３つの小品　／Ｍ・グールド
♪ 「ボギーとベス」メロディー集　
　　　　　　　　　　　　／ガーシュイン

♪ 夕べの音楽　／Ｃ・ボーリング

青山 夏実 （ピアノ）　　　
東京芸術大学音楽部器楽科卒業。
卒業後渡欧し、ベルリン国立音
楽大学、ジュネーブ音楽院にて
学ぶ。オーケストラのソリスト
として、ショパン、ハイドン、
モーツァルト等のコンチェルト
を協演するなど幅広く活躍して
いる。現在、東海大学教養学部
芸術科音楽学課程、洗足学園大
学音楽学部各講師。

会 場

午後６時開場 ／ 午後６時30分開演

中央公民館 講堂   ※入場無料
★どなたも気軽にお出かけください★

ジェフリー・シルバーシュラッグ
米国出身。イタリア放送管弦楽団、ニュー米国出身。イタリア放送管弦楽団、ニュー
ヨーク・シテｨー管弦楽団、エルサレムシヨーク・シテｨー管弦楽団、エルサレムシ
ンフォニーオーケストラ各首席トランペッンフォニーオーケストラ各首席トランペッ
ト奏者を歴任。ソリストとしても世界各国ト奏者を歴任。ソリストとしても世界各国
で演奏し成功を収める。その演奏ぶりはヨで演奏し成功を収める。その演奏ぶりはヨ
ーロッパ、アメリカ各誌において「七色のーロッパ、アメリカ各誌において「七色の
音色を持つトランペット奏者。人の心を捉音色を持つトランペット奏者。人の心を捉
えて離さない力をえて離さない力を持つ並持つ並外れた傑物」と評外れた傑物」と評
されている。現されている。現在、米在、米国メリーランド州Ｓ国メリーランド州Ｓ
ｔ.メアリーズカレッｔ.メアリーズカレッジジ音楽科教授。音楽科教授。

日 時 ２月18日 （土）











　

国
で
も
、「
文
化
芸
術
振
興
基
本
法
」

が
制
定
さ
れ
、
各
市
町
村
の
促
進
策
を

打
ち
出
し
て
い
ま
す
が
、
新
市
の
将
来

像
に
向
け
て
、
市
の
方
針
と
な
る
「
文

化
芸
術
振
興
条
例
」、「
文
化
芸
術
振
興

基
本
構
想
（
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
）」
の

策
定
が
必
要
で
す
。
新
市
基
本
構
想
の

中
に
、
中
野
市
の
め
ざ
す
方
向
を
定
め

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
市
民
が
文
化

を
享
受
し
、
発
信
し
て
い
く
と
き
で
す
。

文
化
芸
術
振
興
の
基
本
構
想
を
、
策
定
す
る
こ
と
が

必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か

　

時
代
が
変
化
し
、
箱
物
（
ハ
ー
ド
）

優
先
か
ら
市
民
活
動
（
ソ
フ
ト
）
に
主

体
が
置
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。
ま
だ
、
市
民
活
動
の
促
進
、
既

存
施
設
の
活
用
等
が
充
分
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
そ
ん
な
中
で
、
新
し
い
施
設

は
ど
う
あ
る
べ
き
か
、
市
民
の
意
識
も

変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。
新
し
い
文
化

施
設
の
建
設
は
、
市
民
の
永
年
の
夢
で

し
た
。
ど
ん
な
施
設
を
望
む
か
、
新
し

い
時
代
の
施
設
と
な
る
よ
う
、
市
民
の
討

議
を
充
分
に
尽
く
し
て
い
く
と
き
で
す
。

文
化
施
設
の
新
設
は
市
民
の
夢
で
す
。
既
存
施
設
の
活
用
を
図
り
な
が
ら
、

文
化
の
拠
点
と
な
る
施
設
が
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か

　

新
市
は
、「
文
化
が
香
る
元
気
な
ま
ち
」

を
メ
イ
ン
・
テ
ー
マ
と
し
て
発
足
し
て

い
ま
す
が
、文
化 （
文
化
芸
術
を
振
興
す

る
）
と
い
う
、
こ
の
テ
ー
マ
を
ど
う
実

現
し
て
い
く
か
、
こ
れ
は
市
民
み
ん
な

の
課
題
で
す
。
今
、
中
央
か
ら
地
方
へ
、

官
か
ら
民
へ
と
い
う
大
き
な
流
れ
の
中

で
、
行
政
と
市
民
の
役
割
分
担
が
課
題
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
民
の
主
体
的
な
活
動
と
い
う
の
は
、

ま
だ
充
分
に
発
揮
で
き
る
状
態
に
は
な

っ
て
い
な
い
よ
う
で
す
が
、
こ
れ
か
ら

は
市
民
が
率
先
し
て
ま
ち
づ
く
り
に
関

わ
っ
て
い
く
と
き
で
す
。

新
市
将
来
像
「
緑
豊
か
な
ふ
る
さ
と
、
文
化
が
香
る
元
気
な
ま
ち
」
に

向
け
て
、
私
た
ち
は
ど
う
関
わ
っ
て
い
け
ば
い
い
の
で
し
ょ
う
か
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　新中野市が誕生して一年になろうとしています。

　「中野市文化芸術振興懇話会」では、この一年、

月一回の定例会とそれにともなう幹事会を開き、

中野市の文化芸術振興について話し合いをしてき

ました。文化芸術というと、それは広範にわたる

ものであり、私たちは何を話し、何を求めていく

のか、戸惑いながら少しずつ方向を定めてきまし

た。懇話会の話し合いの経過を紹介し、市民の皆

さんとともに考えていきたいと思います。

私たちは、いま、こんな話し合いをしています。
皆さんのご意見をお寄せください。

中野市文化芸術振興懇話会事務局（中野市教育委員会生涯学習課）

電話　２２－２１１１（内線　３０７）FAX　２２－５９２６

Eメール　shogai＠city.nakano.nagano.jp

文化芸術振興懇話会から【広報1号】
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○
人
間
性
を
高
め
る
も
の
と
し
て
の
視
点

・
文
化
と
は
精
神
に
根
ざ
し
た
も
の
。

　

絵
を
見
る
、
音
楽
を
聴
く
と
か
は
「
想

像
力
を
高
め
」「
感
性
を
磨
く
」
と
い

う
こ
と
。
そ
う
い
う
人
が
育
て
ば
、
そ

の
地
域
に
何
か
が
生
ま
れ
る
。
地
域
独

自
の
特
色
が
出
る
と
思
い
ま
す
。

・
も
の
に
接
し
て
、
そ
こ
か
ら
生
ま
れ
た

精
神
的
な
変
化
、
感
じ
得
た
も
の
が
文

化
で
あ
る
が
、
感
じ
た
だ
け
で
は
文
化

と
い
え
な
い
。「
心
に
着
床
」「
心
に
根

づ
く
こ
と
」
が
文
化
を
創
る
。
そ
れ
は
、

習
慣
、
道
徳
、
宗
教
、
芸
術
で
あ
り
、

生
活
の
中
で
多
く
の
も
の
を
派
生
し
発

展
し
て
い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

○
教
育
の
面
か
ら
の
視
点

・
子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
育
つ
た
め
に

は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
を
考
え
る
。

・
子
ど
も
た
ち
の
育
つ
環
境
づ
く
り
が
大

事
で
あ
る
。
偉
人
の
生
ま
れ
育
っ
た
ま

ち
は
、
文
化
芸
術
に
満
ち
た
す
ば
ら
し

い
環
境
だ
っ
た
と
感
じ
て
き
ま
し
た
。

○
生
活
の
中
か
ら
の
視
点

・
毎
日
の
生
活
の
中
、
衣
食
住
の
中
か
ら

文
化
を
見
出
し
て
い
き
た
い
。

・
物
が
あ
ふ
れ
る
中
で
、
機
能
性
や
作
法

文
化
の
拠
点
と
し
て
の
施
設
整
備

・
市
民
会
館
を
８
０
０
席
く
ら
い
に
し
て
、

音
楽
ホ
ー
ル
の
建
設
を
し
て
ほ
し
い
。

・
大
ホ
ー
ル
の
建
設
は
広
域
で
考
え
た
ら
。

・
映
像
文
化
（
テ
レ
ビ
や
映
画
）
も
注
目

し
て
い
き
た
い
。

・
市
民
が
気
楽
に
行
け
る
娯
楽
施
設
の
併

用
も
い
い
と
思
う
。
美
術
館
に
音
楽
ホ

ー
ル
を
併
設
す
る
の
も
、
ひ
と
つ
の
方

法
で
あ
る
。

・
３
０
０
席
く
ら
い
の
ホ
ー
ル
が
ほ
し
い
。

・
既
存
施
設
を
改
装
し
て
展
示
施
設
に
し

て
も
い
い
と
思
う
。

・
施
設
利
用
を
高
め
る
工
夫
が
大
事
。

・
い
ま
の
施
設
利
用
状
況
を
み
る
と
空
き

が
多
い
。
現
状
の
利
用
状
況
で
は
、
新

し
い
施
設
を
つ
く
っ
て
も
有
効
利
用
が

で
き
る
か
心
配
だ
。

・
公
民
館
の
講
堂
も
改
良
し
た
ら
、
も
っ

と
利
用
が
増
え
る
。

・
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
こ
と
が

大
事
、
一
流
の
演
奏
家
が
呼
べ
る
よ
う

な
立
派
な
施
設
を
求
め
る
ニ
ー
ズ
も
あ

れ
ば
、
少
人
数
で
聴
け
る
よ
う
な
施
設

を
求
め
る
ニ
ー
ズ
も
あ
る
。

・
中
野
が
晋
平
さ
ん
を
誇
り
に
し
な
が
ら

コ
ン
サ
ー
ト
・
ホ
ー
ル
が
整
備
さ
れ
て

い
な
い
の
は
寂
し
い
。
高
野
辰
之
さ
ん

と
ひ
と
つ
に
な
っ
て
、
音
楽
は
不
可
欠

の
テ
ー
マ
に
な
る
。
音
楽
ホ
ー
ル
を
つ

 
文
化
活
動
の
活
性
化

・
中
野
市
と
し
て
の
テ
ー
マ
を
持
つ
。

・
音
楽
で
の
つ
な
が
り
を
考
え
た
い
。

・
若
い
人
の
発
表
す
る
場
が
少
な
い
の
で
、

工
夫
す
べ
き
で
あ
る
。

・
子
ど
も
の
心
を
育
む
基
礎
と
し
て
地
域

で
の
文
化
を
考
え
た
い
。

・
市
内
に
た
く
さ
ん
の
サ
ー
ク
ル
や
講
座

が
あ
る
が
、
も
っ
と
市
民
に
知
ら
せ
る

Ｐ
Ｒ
が
必
要
で
あ
る
。

・
心
豊
か
な
生
き
方
を
し
た
い
、
そ
の
た

め
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
市
民
は
悩

ん
で
い
る
。
講
座
や
サ
ー
ク
ル
を
も
っ

と
周
知
す
れ
ば
、
利
用
、
参
加
者
は
増

え
る
。
も
っ
と
周
知
を
す
る
に
は
ど
う

す
れ
ば
い
い
か
。

・
科
学
、
算
数
、
宗
教
、
住
の
部
分
の
講

座
が
少
な
い
。

・
自
主
的
に
参
加
す
る
人
は
少
な
い
が
、

誘
う
人
が
い
れ
ば
参
加
者
も
増
え
る
。

・
行
政
組
織
も
見
直
す
必
要
が
あ
る
。
文

化
を
ひ
と
つ
の
核
に
す
べ
き
だ
。

・
総
合
的
に
プ
ロ
デ
ュ
―
ス
す
る
窓
口
が

必
要

・
文
化
は
、
政
治
や
経
済
と
一
体
的
に
取

り
組
む
べ
き
だ
。

文
化
芸
術
へ
の
視
点

文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化がががががががががががががががががががががががが香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香るるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気ななななななななななななななななななななななななままままままままままままままままままままままままちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちち、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市文化が香る元気なまち、 新中野市
あなたは、どんな市をイメージされますか、こんな市にしていきたいという、
みんなの思いを寄せ合って、私たちのまちを考えましょう。

懇
話
会
で
は
次
の
よ
う
な
意
見
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
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な
ど
を
通
じ
、
い
か
に
美
し
く
す
る
か
、

資
質
の
向
上
が
、
子
ど
も
た
ち
を
育
て

る
親
と
し
て
の
資
質
を
つ
く
る
こ
と
に

な
る
と
思
い
ま
す
。

○
地
域
か
ら
の
視
点

・
手
づ
く
り
の
企
画
、
ま
ち
づ
く
り
を
す

る
。
地
域
の
歴
史
を
知
る
こ
と
が
大
事
、

そ
こ
か
ら
派
生
す
る
こ
と
が
た
く
さ
ん

あ
る
。
地
域
の
特
色
を
も
う
一
度
見
直

し
て
見
る
こ
と
が
大
事
と
思
い
ま
す
。

・
あ
ら
た
め
て
郷
土
に
対
す
る
認
識
を
。

唱
歌
「
ふ
る
さ
と
」
が
故
郷
の
歌
に
な

る
。
そ
の
ふ
る
さ
と
を
外
か
ら
見
て
も
、

こ
こ
だ
と
い
う
郷
土
に
し
た
い
。

・
ま
ち
の
テ
ー
マ
を
設
定
す
る
。
ま
ち
の

テ
ー
マ
を
決
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
集

約
さ
れ
た
イ
メ
ー
ジ
が
で
き
あ
が
っ
て

く
る
と
思
い
ま
す
。

○
文
化
芸
術
を
享
受
す
る

・
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
絵
画
、

音
楽
等
文
化
に
触
れ
る
機
会
を
提
供
す

る
。
い
ま
あ
る
施
設
を
最
大
限
に
利
用

す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

・
本
物
に
出
会
う
。
子
ど
も
た
ち
が
、
本

物
を
も
っ
た
先
輩
た
ち
に
触
れ
た
と
き
、

子
ど
も
た
ち
の
顔
は
輝
い
て
い
ま
す
。

く
っ
て
、
ま
ち
の
イ
メ
ー
ジ
を
変
え
て

い
く
こ
と
が
必
要
だ
。

・
中
野
市
に
合
っ
た
規
模
の
美
術
館
が
必

要
で
あ
る
。

・
郷
土
作
家
の
展
示
、
一
般
の
人
が
展
示

で
き
る
ス
ペ
ー
ス
が
ほ
し
い
。

・
い
ま
は
観
る
だ
け
で
な
く
、
参
加
し
た

い
、
体
験
し
た
い
と
い
う
人
が
増
え
て

い
る
。
そ
れ
に
合
わ
せ
て
施
設
も
変
わ

っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

・
い
ま
、
早
急
に
展
示
で
き
る
施
設
が
必

要
で
あ
る
。
新
設
に
こ
だ
わ
ら
ず
改
装

も
含
め
て
考
え
る
。

 
人
材
育
成
に
つ
い
て

・
核
と
な
る
施
設
が
必
要
で
あ
る
と
同
時

に
、
核
と
な
る
人
材
が
必
要
で
あ
る
。

新
し
く
核
と
な
る
人
材
育
成
が
大
事
で
、

そ
う
い
う
人
を
配
置
し
て
振
興
を
図
る

の
が
い
い
。

・
美
術
館
に
は
学
芸
員
が
必
要
で
あ
る
。

ど
う
運
営
し
て
い
く
か
、
そ
れ
に
よ
っ

て
質
が
高
ま
る
。

 
そ
の
他
の
意
見

・
文
化
施
設
の
運
営
は
財
政
支
援
が
必
要

で
あ
る
。

・
高
校
生
、
少
人
数
の
団
体
の
負
担
軽
減

を
。

・
絵
画
と
音
楽
の
精
神
的
な
も
の
の
表
現

が
必
要
。

・
都
市
文
化
と
し
て
景
観
の
目
標
を
掲
げ

る
べ
き
だ
。

・
文
化
を
他
の
分
野
に
も
広
げ
、
活
用
す

れ
ば
夢
が
ひ
ろ
が
る
の
で
は
な
い
か
。

市
民
活
動
へ
の
視
点
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懇
話
会
は
、
こ
れ
か
ら
次
の
よ
う
な
課
題
を
話
し
合
っ
て
い
き
ま
す

○
文
化
芸
術
を
発
信
す
る

・
市
の
企
画
の
一
貫
性
を
図
り
、
発
表
の

場
を
通
じ
て
交
流
を
広
げ
る
。

・
市
民
に
浸
透
す
る
よ
う
周
知
し
、
発
表

の
あ
と
集
ま
っ
た
人
た
ち
と
の
交
流
で

お
互
い
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
活
動
の
中
で
、
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め

る
。
ど
う
す
れ
ば
も
っ
と
や
り
や
す
く

な
る
か
考
え
、
そ
の
要
望
に
こ
た
え
る

と
い
う
こ
と
が
大
切
と
思
い
ま
す
。

・
地
域
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
が
文
化
、
そ

の
独
自
な
も
の
の
発
信
を
す
る
。
地
域

か
ら
生
ま
れ
た
文
化
で
、
よ
り
す
ぐ
れ

た
も
の
は
普
遍
的
で
世
界
に
通
じ
る
。

○
文
化
芸
術
に
参
加
す
る

・
創
り
手
の
み
で
な
く
、
見
る
側
、
参
加

す
る
側
を
含
め
て
。
文
化
と
は
地
域
に

根
ざ
し
た
も
の
、
中
野
に
あ
る
文
化
芸

術
を
皆
に
周
知
す
る
、
そ
れ
も
振
興
で

あ
る
と
思
い
ま
す
。

・
基
本
的
な
文
化
施
設
が
整
っ
て
い
る
か
。

・
未
整
備
の
施
設
は
何
か
。

・
既
存
施
設
の
利
用
状
況
は
ど
う
か
。

・
必
要
な
施
設
は
何
か
。

・
ど
の
よ
う
な
施
設
が
の
ぞ
ま
れ
て
い

る
の
か
。

＊
文
化
芸
術
施
設
の
整
備
に
向
け
て

・
市
民
サ
イ
ド
で
文
化
芸
術
活
動
の
主

体
と
な
る
団
体
の
必
要
性
。

・
そ
れ
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
か
、
財
団
か

・
設
立
へ
向
け
て
の
取
り
組
み
は
ど
う

あ
る
べ
き
か
。

・
設
立
へ
の
体
制
づ
く
り
を
模
索
す
る
。

＊
文
化
芸
術
振
興
市
民
組
織
の
立
ち
上
げ
に
向
け
て

・
中
野
市
の
文
化
芸
術
振
興
は
ど
う
あ

る
べ
き
か
。
中
野
市
の
め
ざ
す
将
来

像
を
ど
う
描
い
て
い
く
か
。

・
中
野
市
の
文
化
芸
術
振
興
の
柱
は
何
か
。

・
市
民
生
活
を
豊
か
に
す
る
た
め
に
、

文
化
芸
術
活
動
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
。

＊
文
化
芸
術
を
振
興
す
る
た
め
に
基
本
と
な
る
も
の
は
な
ん
だ
ろ
う

懇
話
会
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
、
中
野
市
の
文
化
芸
術
振
興
を
考
え
て
い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
考
え
て
い
き
ま
す
の
で
、
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
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